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　アールスハイド王都に現れた、理り性せいある魔ま人じん、オリバー＝シュトローム。

　高こう等とう魔ま法ほう学がく院いん生せいを実験台とし、人工的に魔人を増殖させた彼の目的は帝てい国こくであった。

　帝国の周辺各国は、シュトロームの真の目的を知り、驚きはしたものの自分達の国を目標とされなかったことに、ひとまず安あん堵どする。

　しかし、相手は人類の歴史上初めて現れた理性ある魔人。

　その意向など読めるはずもなく、各国は魔人の目標が自分達に向いた時に備えて戦力の増強を図り始めた。

　それは、大国アールスハイドであっても同様で、その強化は学生にまで及び、そして、その学生の中に人類の希望とも言うべき存在がいた。

　かつて人類を危機に陥れた魔人を討とう伐ばつした英雄マーリン＝ウォルフォード。

　その孫であり、実際にアールスハイド王都に現れた魔人を二体とも撃破した新しい英雄。

　シン＝ウォルフォード。

　アールスハイド王、ディセウム＝フォン＝アールスハイドや、その第一王子のアウグストなどが、世界最強と認める魔法使いである。

　魔人の大量発生という異常事態にもかかわらず、人類が希望を失っていないのは、新英雄シンがいる限り、人類は大丈夫だという思いがあるからだ。

　そのシンは、高等魔法学院において自身が立ち上げた研究会『究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かい』の強化合宿のために、クロード領を訪れていた。

　魔人を完かん膚ぷなきまでに叩きのめすために、辛く厳しい訓練をしていると思いきや……。

　シンは、人生で初めてできた彼女に舞い上がっていた。













　研究会の皆のレベルアップのために行っている強化合宿。

　その合宿の地として訪れた、シシリーの実家であるクロードの街。

　その街で……。

　念ねん願がん叶って、シシリーと恋人同士になりました。

　お付き合いをすることになったその日の夜、ちょっとしたハプニングがあり、ばあちゃんの説教を長々と受けてしまった。

　次の日も訓くん練れんがあるのは分かってるんだから早々に解放してくれてもいいものを、ばあちゃんの説教は深夜まで行われた。

　なので、若じやつ干かん寝ね不ぶ足そくだ。

　ねむ……。

「ふぁあ……」

「お、おはようございます、シン君」

「あ……お、おはよう、シシリー」

　欠伸あくびをしながら食堂に入ると、ちょっと照れたシシリーがハニカミながら挨あい拶さつしてくれた。

　朝から可愛いものを見た。お陰で一気に目が覚めた。

　ちょっと赤くなりながら俺に微笑ほほえんでくれているシシリーを見て改めて思う。

　俺、こんな可愛い子を彼女にしちゃったんだなあ。

　嬉しいけど恥はずかしい、そんな気持ちで、ついシシリーと朝から見詰め合ってしまった。

「おい、いつまで見詰め合ってるつもりだ。早くしないと朝食が冷めるぞ？」

　アールスハイド王おう国こく第だい一いち王おう子じのオーグからの突っ込みが入るまでシシリーと見詰め合っていた。

　おっと、イカン、ここには魔ま法ほう技ぎ術じゆつ向こう上じようのために来てるんだ。色いろ恋こい沙ざ汰たで浮かれてる訳にはいかない。

「よし、行こうか、シシリー」

「はい、シン君」

　昨晩のことを、皆にからかわれながら朝食を食べる。

　恥ずかしかったけれど、皆が祝しゆく福ふくしてくれているのは分かったので和なごやかな雰ふん囲い気きでの朝食となった。

　その朝食中、セシルさんとアイリーンさんにいつ報告に行くのかという話になり、食後すぐに行くべきだという事になった。

　セシルさんが出勤する前に伝えないと、帰りに用事が入ってしまう可能性があったからだ。

　という訳で朝食後、俺は王おう都とにあるクロード家のいつもの空き部屋にゲートを開き、シシリーと一緒に潜くぐった。

　空き部屋の内側から逆ノックをすると、クロード家の使用人さんが扉を開けてくれた。

「あら？　ウォルフォードさん？　シシリーお嬢様も。一体どうされたのですか？」

「いや、ちょっと……」

「お父様とお母様にお話があるの。お父様、まだいらっしゃる？」

「はい。もう間もなくご出勤されると思われますが」

「ありがとう」

　シシリーはそう言うと、すぐに部屋を出てダイニングに向かって歩いて行った。

　かくいう俺は、元々知っている人達とはいえ、お付き合いの報告に行くのだ。緊きん張ちようが半はん端ぱじゃない事になっていた。

　こういう時は女の子の方が肝きもが据すわっているというか……堂々としてるなあ。

　自分の親に会いに行くのだから当たり前か。

「シン君、大丈夫ですか？」

「あ、ああ。なにか緊張しちゃって……」

　俺が緊張しているのが分かったんだろう。

　大丈夫かと問いかけてきたシシリーは、俺の横にきて手を繋つないでくれた。

　恥ずかしいのを我が慢まんして頑張ってくれたんだろう。耳まで真っ赤になってる。

「大丈夫ですよ。お父様もお母様もシン君の事大好きですから。きっと喜んでくれますよ」

「そうだといいけど……」

　友達と恋人じゃ違うからなあ……シシリーは末っ子で超可愛いがられてる感じがするし……。

　相変わらず不安でしょうがないけど、シシリーに励はげまされたことで若干の余裕はでてきた。……と思う。

　うだうだしていてもしょうがない。殴なぐられる覚悟で思い切って行くか！

　そんな決意を新たにしている間にダイニングに着いた。シシリーは繋いでいた手を離し、ダイニングの扉を開いた。

　や、やっぱりちょっと待って……。

　この期ごに及んで躊ちゆう躇ちよする俺を尻しり目めに、シシリーはさっさとダイニングへと入って行ってしまった。

　俺も慌あわててシシリーの後を追ってダイニングに入った。

「おはようございます、お父様、お母様」

「お、おはようございます！　セシルさん、アイリーンさん」

　緊張して声が上うわ擦ずってしまった……。

「おや？　おはよう二人とも。合宿はどうしたんだい？」

「あら、おはようシシリー、シン君。どうしたの？」

　二人が不ふ思し議ぎそうな顔をしてこちらを向いた。

　ええい！　緊張しててもしょうがない！　殴られる覚悟はできてるだろ。行け！

「じ、実は、お二人にお話がありまして」

「話？」

「あら、なにかしら？」

　いまだに不思議そうな顔のセシルさんと、なにかに感付いた様子のアイリーンさん。

　その二人に、俺は深呼吸をしてからシシリーとの事を告げた。

「ご、ご報告が遅くなって申し訳ございません。この度シシリーさんとお付き合いをさせて頂く事になり、今日はその承認を頂きたく参上致しました」

　それを聞いたセシルさんは固まり、察していた様子のアイリーンさんは笑みを浮かべていた。

　セシルさんが固まったままなので、誰も声を発する事ができず、時計の針の音が聞こえる程の静せい寂じやくに包まれた。

「シン君……」

　ようやく動き出したセシルさんが俺の名を呼びながら立ち上がる。

「は、はい……」

　近付いてくるセシルさん、これは殴られるかなと覚かく悟ごをした時……。

「シン君!!」

　ガバッと抱き付かれた。

「ありがとう！　ありがとうシン君！　シシリーを選んでくれて本当にありがとう！」

　殴られるどころか、抱き付かれてお礼を言われた。

「え？　え？」

　予想だにしていなかった事態に思考が追いつかず、目を白黒させてしまった。

「あらまあ、アナタったら。それより、おめでとうシシリー。ようやく念願が叶ったわね？」

「あ、ありがとう、お母様……それと、そんな事シン君の前で言わないで！」

　アイリーンさんも祝福してくれた。使用人さん達も拍手をしてくれて、皆が祝福してくれてるのが凄すごく嬉しかった。セシルさんは抱き付いたままだったが。

「ああ、今日はなんて素す晴ばらしい日なんだ！　朝からこんなに素晴らしい報告を聞けるなんて！」

　感激していたセシルさんがようやく離れてくれた。

　ホッとしたのも束の間。

「これはアレだね！　仕事なんて行ってる場合じゃないよね!?」

　こんな事を言い出した。

「アナタ……？」

　顔は笑ってるけど、アイリーンさんの声が怖い。

「い、いや……こんなめでたい日は、お祝いの準備をしないと……」

「それはこっちでやっておきます。アナタはさっさとお仕事に行きなさい」

「いや……でも……」

「行きなさい！」

「ハイ！」

　アイリーンさんが超怖い。

　そのアイリーンさんの視線がそのままこちらを向いた。

「シン君？」

「ハ、ハイ！」

　俺もつい背筋を伸ばしてしまった。

　するとアイリーンさんは怖かった雰囲気を霧む散さんさせて話しかけてくれた。

「あら、ごめんなさいね？　ウチの人が馬鹿な事を言うもんだから、つい」

「い、いえ！　大丈夫です！」

「そう？　それより、シン君に聞いておかないといけない事があるのだけれど、いいかしら？」

「はい、なんでしょう？」

　アイリーンさんは真剣な顔をして話し始めた。

「当とう家けは子し爵しやく位いの貴き族ぞくです、三女とはいえ、シシリーとお付き合いをするという事は、その先の事も視野に入れてもらうという事になります」

「その先というと……」

「結婚です」

「け！　けけけ結婚！」

　シシリーが慌ててるけど、その事については予期していた。

「今すぐという訳ではないわ。でも、シシリーは貴族家の娘。婚約せずにお付き合いをさせる訳にはいかないの」

　この国は王族、貴族を含めて一夫一妻制だ。

　なので血を絶やさないためにその一族に連なる者はなるべく早く、そして多くの子供を産む必要がある。

　この国の貴族はわりと自由恋愛が認められており、結婚相手を親が決めるという事はあまりないのだが、平民のように付き合って別れてを繰り返す事はない。

　なので貴族の、それも女子と付き合うという事は結婚を覚悟するという事だ。

『貴族の娘と付き合うとはそういう事だ』と昨日あの後オーグから聞かされていたから覚悟はできていた。

　オーグもたまには役に立つな。

「……どうやら覚悟はできていたみたいね？」

「はい」

「シン君……」

「その事も含めての報告です。俺は平民だから……ひょっとして認められないんじゃないかと……」

　俺が緊張していたのは、彼女の両親に報告するからだけではない。

　シシリーの家が貴族家であることも気がかりだったのだ。

　貴族の自由恋愛が認められているとは言っても、やはりそれは貴族同士が多い。

　相手が平民だと付き合いを反対される事もあるのだとか。

　前世の日本でも、家いえ柄がらがどうのこうの言う奴は多かったしな。貴族制度があるこの世界では尚更だ。

　そんな懸け念ねんを口にしたところ……なぜかアイリーンさんやセシルさん、使用人さん達まで笑い出した。

「シン君、それ本気で言ってるのかい？」

「え？」

「どうも本気みたいよ、アナタ」

「そうか、自分の事になると分わかり難にくいのかな？　いいかいシン君、君の祖父母はこの国の伝説的な英雄だ」

「そうらしいですね」

「国中……いや、世界中の人間から尊敬を集める人物を祖父母に持ち、自身はその英雄である二人をして自分達を超えると言わしめ、すでに叙じよ勲くんを受ける程の活躍をした新しい英雄だよ？」

「はあ……」

　改めて言われると恥ずかしいな。

「叙勲式での陛へい下かの御言葉がなければ、貴族どころか各国の王族からも縁えん談だんが殺さつ到とうしたかもしれない子なんだよ？　君は」

「へえ……」

　王族ってマジか!?　面めん倒どう臭くさい事になるところだったんだな……ディスおじさんには感謝しないと。

「……あんまり分かってないみたいだけど……本当なら君は、こちらから頭を下げてでも縁談を申し込みたい人物なんだ。そんな子からウチの子を恋人にしたいと言われて……反対する理由なんてどこにあるんだい？」

　周りの人達も一斉に頷うなずいた。

「それを除いても、シン君はシシリーだけじゃなく、私達の身まで案じてくれる優しい子だからね。僕はシシリーの相手が君になってくれる事を期待していたんだよ」

「そうそう、よく二人でその話をしてたのよ？」

　あ、そうだったんだ。期待に応えられてなによりです。

「そういう訳でね、私達は君達の事を祝福するよ」

「そうと決まればお祝いの準備をしないといけないわね！」

「あ、その事があったんで朝に来たんです」

「どういう事だい？」

「実は、クロードの街の屋敷ですでにお祝いの準備を始めてくれているんです。今日の訓練が終わった後にお祝いしてくれるそうで。それで、セシルさんが出勤する前に報告しとこうと思って……」

「そうだったのか、気を遣わせて申し訳ないね」

「いえ、大丈夫です。それでお仕事が終わったら迎えに来ますので、予定を入れないで下さいね？」

「もちろんだよ！　もし陛下からの御用を承ってもキャンセルして帰ってくるよ！」

「アナタ……それは行きなさいな」

「え？　でも……」

「ア・ナ・タ？」

「……はい」

　セシルさんがションボリしちゃった。

「大丈夫ですよ、その時はディスおじさんにも来てもらえば良いんだから」

「そ、そうかい!?」

「ディスおじさんって……」

「シン君、陛下とは叔お父じと甥おいみたいな付き合いをしてるんです。私もシン君の家で見たときはビックリしました。あんな陛下見た事ないです」

「アウグスト殿下とも遠えん慮りよのない付き合いをしてるし……本当になにを心配してたのかしら？」

「いや、それとこれとは話が別っていうか……」

「ま、良いわ、それよりシン君、ウチの使用人達も領りよう地ちの方の屋や敷しきに送ってくれるかしら？」

「はい、良いですよ」

「それよりアナタ、お仕事は？」

　……。

「ああ！」

　時計を見て固まったセシルさんが声を上げる。

「た、大変だ！　もう間に合わない！」

「セシルさん、仕事場って王城ですか？」

「あ、ああ、そうだけど……」

「なら、俺が送って行きますよ」

「本当かい！　助かるよ！」

　ゲートをいつもの警けい備び兵へい詰つめ所しよに繋ぎ、鈴を投げ入れる。予定外の訪問だけどこれで大丈夫だろう。

　そして二人でゲートを潜った。

「……本当に便利だね、この魔法……」

「あれ？　ウォルフォード君？　こんな時間にどうしたんだい？」

　ここ何日か毎日通っているので、顔見知りになった警備兵の人から声をかけられた。

「あ、おはようございます。いや、か、彼女のお父さんを送りにきたんです」

「彼女のお父さん？」

「やあ、おはよう」

「これはクロード卿きよう！　おはようございます！」

「すまないねえ、ちょっと遅れそうだったから彼に送ってもらったんだよ」

「そうでしたか。それで……彼女のお父さんという事は……」

「いやあ、はっは、ウチの娘が彼とお付き合いをする事になってねえ」

「なんと！　それはおめでとうございます！」

「いや、ありがとう。じゃあシン君、また夜に」

「あ、夕食前に定期報告に来ますから、ここに来てもらって良いですか？」

「分かったよ、じゃあ行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　セシルさんを見送り、戻ろうとした時、警備兵さんがポツリと漏らした。

「あれは……自慢しまくるな……」

　そんなに広めて大丈夫だろうか？　またアイリーンさんに怒られないか？

　そんな心配をしながらクロード邸ていに戻ると、使用人さん達がすでに準じゆん備び万ばん端たんで待っていた。

「それじゃあシン君、お願いね」

「分かりました」

　今度はクロードの街の屋敷にゲートを繋ぐ。

　そしてアイリーンさんと使用人さん達はおっかなびっくりゲートを潜った。

「本当にクロードの街の屋敷だわ……」

「奥様!?」

　クロードの街の屋敷の使用人さんが声を上げる。

　来るのは夜だと思っていたから驚いたのだろう。

「久しぶりね、今日はシン君とシシリーのお祝いをするっていうから、ウチの使用人も連れて来たわよ」

「ありがとうございます！　助かります！」

「多分だけど……ウチの人が仕事場でこのことを自慢しまくってると思うのよ。もし陛下の御耳に入れば、陛下もいらっしゃると思うの。そのつもりで準備してね」

「こ、国王陛下がですか!?」

「シン君とは相当親密な関係らしいからね、多分いらっしゃるわよ」

「わ、分かりました。気合いを入れて準備します！」

「頼んだわよ」

『ハイ！』

　凄いなアイリーンさん。セシルさんの行動を完全に把は握あくしてるわ。

　……セシルさん本当に大丈夫だろうか？

「戻ったか、シン」

　声のした方を見ると、オーグをはじめ皆が揃そろっていた。

「あ、ごめん、ちょっと待ってて。すぐに準備してくるわ。行こうシシリー」

「はい」

　訓練の準備をして皆の下へ戻り、今度は荒野にゲートを開く。

　今日はゲート大活躍だな。

　魔ま法ほう練れん習しゆう場じようである荒野には、邪魔はしないからとオーグの婚約者と妹であるエリーとメイちゃんも見学に来ていた。

　午前中は昨日と同じく爺じいさんによる魔ま力りよく制せい御ぎよの訓練だったのだが、ここで意外な事実が判明した。

　メイちゃんに魔法使いの素そ質しつがあったのだ。

　エリーはすでに素質がない事を知っていたので、大人しく見学していたのだが、皆が訓練しているのを見たメイちゃんが見よう見まねで魔力を制御し始めたところ、魔力が集まり始めたのだ。

「わ、わ、凄いです！」

「おお、こりゃ凄いのう。メイちゃんにも魔法使いの素質があったようじゃな」

「メイ、お前邪魔するなとあれ程言ったのに」

「まあ良いじゃないかね。メイちゃんはアタシが見てあげるから、アンタ達はマーリンの訓練を受けときな」

　結局、爺さんの魔力制御の訓練中は手が空あいていたばあちゃんがメイちゃんの面倒を見る事になった。

「今からこの訓練を始めるとなると……凄い魔法使いになりそうね」

　高等学院生になってから魔力制御の訓練を重点的にし始めたマリアが、十歳からその訓練を始めようとしているメイちゃんを見てそう呟つぶやいた。

「負けてられない、頑張る」

「リンさん！　それは集め過ぎじゃ！　暴走するぞい！」

「あれ？　失敗した」

　高等学院に入ってからこの訓練をするようになった皆が、十歳から魔力制御の訓練を始めたメイちゃんに、追い抜かれるかもしれないと危機感を覚え、より一層訓練に力を入れるようになった。

　メイちゃんに魔法使いの素質があったことは予想外だったけど、皆のいい刺激になったみたいだ。

　いつも以上に集中して魔力制御の訓練を受けていると、あっという間に午前の訓練は終わった。

「はあ。なんか、すごい集中した！」

「うん。なんか、すごくライバル心を刺激された」

　アリスとリンは、メイちゃんをライバルと認めたようだ。

　そんな二人に、ばあちゃんから無む情じような一言が贈られた。

「あっはっは。アンタ達二人は、将来メイちゃんに色んなところを追い抜かされないように頑張るんだね」

「「むむ！」」

「は、はわわ！」












　おい……十歳の子を睨にらむんじゃないよ。

　メイちゃん驚いて俺の後ろに隠れちゃったじゃないか。

「む。そこで兄ではなく、なぜシンの後ろに隠れる？」

「え？」

「これは、お仕置きが必要だな」

「はわわ！　シンお兄ちゃん、助けてくださいです！」

　オーグにお仕置き宣言をされてしまったメイちゃんは、可か哀わい想そうに涙目になってる。

「揃いも揃っておまえらは……」

　十歳の女の子に絡む姿に情けなくなった。

「冗談だ」

「本当かよ……？」

　兄妹だから、お仕置きとか冗談に聞こえないんだよ！

　とりあえずメイちゃんに手を出さないように言い聞かせてから、昼食のためにクロードの街の屋敷にゲートで移動する。

　昼食が終わると、午後は実じつ践せん訓くん練れんだ。

　午前の訓練で危機感を覚えた皆が、全力で魔法を使っていく。

　初めて俺達の魔法を見たエリーとメイちゃんは、驚いて呆ぼう然ぜんとしていた。

「……信じられませんわ……なんですの？　この魔法の数々は……」

「はわわ！　皆さん凄いです！」

　危機感を覚える原因となったメイちゃんに褒ほめられて自じ尊そん心しんが回復したのか、皆上機嫌で訓練していた。

　だから、十歳の子に張り合うんじゃないよ……。

　いつも以上に気合いの入った皆の実践訓練が終わった後は、俺の魔法実験だ。

　すでに皆はいつでも魔ま力りよく障しよう壁へきを展開できるように身構えている。

「エリー、メイ。私の後ろに隠れていろ。絶対に障壁の外に出るんじゃないぞ！」

「あら、アウグスト様。そんなに警戒されなくてもよろしいんじゃなくて？」

「そうです。シンお兄ちゃんがいるですよ？」

「甘い。お前たち、そこの地面を見てみろ」

「そこって……」

「あれ？　そこから先だけ地面が均ならされてるです」

　あ、そこは……。

「そこはな、昨日シンが新魔法をぶっ放した所だ」

「え？」

「あはは。お兄様、すんごい広い範囲が均されてるですよ？　そんな魔法なんて……ある訳が……」

　オーグが冗談を言っていると思ったんだろう。メイちゃんは笑い飛ばそうとしているが、誰一人として笑っていない状況に、声が尻すぼみになる。

「え？　まさか、本当です？」

「そのまさかだ」

「はわわ！　お兄様！　盾たてになってくださいです！」

「お、おい！　後ろにいろとは言ったが、盾にするな！　押すな！」

「アウグスト様！　全力で！　全力でお願いしますわ！」

「エリーまで!?」

　くそう、王族トリオがうるさい。

「あのさ……今回のはそんなに危なくないから……」

「……本当か？」

「……攻こう撃げき魔ま法ほうじゃないから」

「そうか、なら大丈夫か」

　あれ？　攻撃魔法じゃないと分かった途と端たんに皆の緊張が解けた。

「いやあ、今回はどんな危険が待ってるのかとドキドキしちゃったよ！」

「本当ですね。この合宿でこの時間が一番緊張します」

　アリスとオリビアが安あん堵どして気が緩ゆるんだからか、そんなことを言いだす。

　……本当にどんな評価されてるんだ……。

「はわ～今までの人生で一番ドキドキしましたです！」

「本当ですわ。まさかこんなところで命の危機を覚えるとは思いもしませんでしたわ」

　新しん規き参さん入にゆうの二人まで……。

　皆の非ひ道どい反応に凹へこみながら、魔法の準備を始める。

　試してみたい魔法は、最初から最後まで俺の知識にある物理法則を完全に無視したものだ。

　ヒントになったのは、シュトロームが使った魔法だ。

　まず、足元にある石を拾い、これに魔法をかけて試してみる。

　今回試す魔法は『浮ふ遊ゆう魔ま法ほう』だ。

　恐らくシュトロームは物理法則とか関係なく、イメージの力だけで浮遊魔法を使っていたと思われる。

　今まで浮遊魔法が使われていなかったのは、単純に発動させるための魔力が足りなかったんじゃないかな。

　魔人と化し、溢あふれる魔力を使えるようになったから、浮遊のイメージが発動したんだろう。

　なら、今の俺の魔力制御量なら浮遊魔法もイメージ次し第だいで使えるのではないかと思ったのだ。

　まず魔力を集める。今までの魔法を使う時より多く集める。

「おいおい……本当に大丈夫なのか？」

「集まってる魔力の量が尋じん常じようじゃないですね……何をするつもりなんでしょうか？」

「ほ、本当に危なくないんでしょうか!?」

　大丈夫だって、攻撃魔法じゃないから。

「あわわわわ……」

「メイ姫様。魔力制御を覚えたばかりなんですから、シン君の魔力を感じない方がいいですよ。初心者にはちょっと……刺激が強すぎますから」

　うおーん。シシリーまであんなこと言ってるよ！

　メイちゃんに、魔ま力りよく感かん知ちをしないように諭さとすシシリーに凹みながら、試す魔法の準備を進めていく。

　次にイメージをしていくのだが、ここで思い付いたのが『反はん重じゆう力りよく』だ。

　原理は全く分からないが、重力の反対の力をイメージする。

　そのイメージを石に込めてみるのだが、結果は……。

「お、やった！　成功した」

　浮遊魔法を込めた石は宙に浮いていた。

　今は重力と同じくらいの力をイメージしているが、重力より強い力をイメージすると、石は上昇しだした。

　左右の動きは風の魔法で代用するとして、さあ次は自分にかけてみよう。

　さっきの実験で必要な魔力の量は把握できたので、必要な魔力を集め反重力をイメージする。

「おい……なんだこれは……」

「シン君が……宙に浮いてます……」

「え？　あれって……シュトロームが使ってたやつよね？」

「あの時のシン殿の口振りでは、浮遊魔法は使えなかった筈はずですが……」

「もう開発しちゃったのかい……」

「相変わらず、魔法の常じよう識しき知しらずで御座るな」

　下の方で皆が何か言ってるようだが、声が届かないので何を言ってるのか分からない。

　どうせまた非道い事でも言ってるんだろうな。

　そんな皆を眼下に見ながら、移動するために風の魔法も起動させる。

　反重力によって空を飛んでいるから、風の魔法で上下左右、前進後退と、スイスイ動く事ができた。

　こりゃあ楽しいわ！

　それに、空を移動するシュトロームに対抗するための武器にもなる。

　これは有意義な実験だったな。そう思いながら皆のところへ着陸する。

「シンお前……またとんでもない魔法を創ったな……」

「そう？　シュトロームも使ってたじゃん。あれに対抗するために考えたんだけど」

「シン君……凄い……」

「凄いです！　シンお兄ちゃん凄いです！」

「本当に……ここはとんでもないところですわね……」

　さっきは何気に非道いことを言っていたシシリーも目を潤うるませながら褒ほめてくれた。

　メイちゃんも無む邪じや気きに喜んでくれた。

　皆もこの純じゆん粋すいさを見習いたまえ！

「バカップルの片割れと一緒にしないでよ」

「バカップル言うな！」

　マリアの失礼な物言いに反論すると、他のところからも同じような声が上がった。

「バカップルですね」

「当事者はそう思ってないものだ」

「確かに、そうかもねえ」

　トールにオーグ、トニーまでそんなことを言いだした。

　おのれ……そうなのか？

「カップル……」

　バカップルのカップルという言葉に反応したシシリーは真っ赤な顔でクネクネしてる。

　一方のメイちゃんは不思議そうな顔で皆を見ていた。

「なんで皆さんそんな顔してるですか？」

「メイはこの魔法がどんなものか分かってるのか？」

「分かってるです！　凄いです！　空を自由に飛べるです！」

「確かにそうなんだが……」

「シンお兄ちゃん、私も空を飛びたいです！」

「だ、駄目ですよメイ姫様！」

「なんでですか？」

　空を飛びたいというメイちゃんの要望を、マリアが必死な形ぎよう相そうで止めてきた。

「だって、今飛んだら……」

「飛んだら？」

「パンツ丸見えになっちゃうじゃないですか！」

　……確かに女性陣は皆スカートだな。

　良かった！　さっきシシリーとメイちゃんを浮遊魔法に誘わなくて！

「あう！　忘れてました！」

　頭を抱えるメイちゃんにホッコリした。

　浮遊魔法で空を飛ぶのはまた明日という事で、メイちゃんには納得してもらった。

「明日はズボンを穿はいてくるです！」

　明日も荒野での訓練に参加する気満々だ。

「それは良いけど、せっかく温泉街に来たのに街を散さん策さくしたりしなくていいの？」

「うーん、温泉より皆さんといる方が楽しいから良いです！」

　まあ、子供ならそうか。メイちゃんにとっては皆といる方がいいのだろう。

「今日見て分かっただろうが、私達は真剣に魔法の練習をしているんだ。本当に邪魔だけはするなよ？」

「分かってるです！　私もメリダ様に魔法を教えてもらうから大丈夫です！」

「メリダ殿の迷惑だろうが」

「ああ、アタシは気にしないでいいよ。どうせマーリンの講義中は暇なんだ。メイちゃんの面倒くらい見るさね」

「すいません、メリダ殿」

「それに、シンは世話という面ではあまり手を焼かせなかったからねえ。女の子だし、世話を焼けるのは嬉しいもんさ」

「確かに、シンには手を焼いた記憶はないのう」

　爺さんとばあちゃんが、懐かしそうに俺の小さい頃の話をしてる。

「シン君の小さい頃って、どんな子だったんですか？」

　その話が気になったのか、シシリーが俺の子供の頃の話を聞いてきた。

「そうさねえ……その話をするのもいいけど、シン、殿下、先に用事を済ませておいで。シシリーの両親にも聞いといてもらわないといけない話がある」

　そう言って、一旦この話を打ち切った。

「ウチの両親にですか？」

「ああ、アンタの家は貴族だろう？　そうなると、今回の話は婚約にまでいくはずさ。その前にどうしても聞いておいてもらわないといけない事があるのさ」

「はあ……分かりました」

　それってあれかな？　俺が爺さんとばあちゃんの本当の孫じゃないって話かな？

　そういえば、まだ皆にその話はした事なかったな。

　ばあちゃんは今回の祝いの席で皆に聞かせるつもりらしい。

「ひょっとして、最初からそのつもりだったの？　じいちゃん」

「ほっほ、初めて聞いたのう……」

　爺さんには話が通ってなかったみたいだ。

　ばあちゃんに全部主導権を握られてる。

　……結婚してた当時の状況が目に見えるようだ……。

　ひとまず、これにて訓練は終わりということになり、屋敷に戻ることになった。

　皆を屋敷に送った後、俺とオーグだけで王城に行く。




「お疲れ様です殿下、ウォルフォードさん」

　朝も会った警備兵さんが迎えてくれた。

「やあ、待ってたよシン君」

　するとそこにはセシルさんと、案あんの定じようディスおじさんが待っていた。

「やっぱりいた」

「やっぱり？」

「アイリーンさんが言ってたんだよ、セシルさんが職場で皆に言いふらすからディスおじさんの耳にも入るって」

「確かに……職場で皆に自慢したけども……」

「で、多分ディスおじさんも来るだろうから準備しとけって」

「……シン君、私は王都の家に帰っても？」

「駄目ですよ！　そんな事したら……」

「いや！　みなまで言うな！　はあ……素直に怒られるか……」

「が、頑張って下さい……」

　俺の周りは奥さんが強い人が多いな。

　ひょっとして皆そうなのか？

「何かな？　シン君」

「いや……」

「父上も母上には頭が上がらないな」

「やっぱりそうなのか」

「ちょっ！　何暴ばく露ろしてるんだ!?」

「ああ、すいません。シンといるとつい素が……」

「息子がようやく素で話してくれたと思ったら……」

「黒くてビックリでしょ」

「おい、黒いとはなんだ」

「真っ黒じゃん」

「……凄いね、陛下や殿下とこんなやり取りができるのかい？」

　セシルさんと警備兵さんが驚いてる。ディスおじさんやオーグのこんな姿は、普段見ないだろうからな。

「そういえばジークにーちゃんとクリスねーちゃんは？」

「ああ、別の任務でここにはいないんだ。それにゲートで行くんだろう？　加えてマーリン殿にメリダ師、シン君に研究会の面々がいるなら護ご衛えいなんて必要ないじゃないか」

「それもそうか」

「本当ならあの二人も祝福したいだろうけど、今回のことは急に決まったからな。王都で正式な婚こん約やく披ひ露ろうパーティーがあるだろうから、その時に参加させればいいさ」

「え？　そんな大々的にやるの？」

「当たり前だな。相手は貴族だし、君は新しい英雄だ。婚約披露パーティーをしないと世間が納得しないよ」

「はあ、マジか……」

「マジだよ。それよりそろそろ移動しようか。遅くなってしまうとマーリン殿に心配をかけてしまう」

「ああ、うん分かった」

「じゃあ、多分向こうで泊まってくると思うから、言っといてくれ」

「は！　かしこまりました！」

　ようやくクロードの街の屋敷に行く事になったのだが……。

「あ、ゴメン、ディスおじさん、ちょっと寄りたいところがあるから待ってて」

「なんだ？　一緒に行けばいいだろう」

「いいから！　すぐ戻るから待ってて！」

　そう言って、思い付いた用事を済ませに行き、王城に戻ってきた。

「ゴメン、お待たせ。じゃあ行こう」

　そして今度こそクロードの街の屋敷に向かった。




「本当に便利な魔法だなあ」

「今度領地に行く時も送って行きましょうか？」

「魅力的な提案だけどねえ、それはできないんだよ」

「え？　どうしてですか？」

「それはなシン君、貴族が王都から領地に行く。領地から王都に行く。そのどちらの場合も途中にある街に立ち寄るからさ」

　俺の質問にディスおじさんが答える。

「貴族の移動ともなればそこそこの規模の集団になるからな。途中の街で発生する経済効果を無視する事ができないのだ」

「へえ、そういうもんか」

「うん、それに街にいる貴族、もしくは代官との交流も大事だからね」

「そういう事だったんですね」

　貴族は大変だな。

「だからシン君がくれたこの魔ま道どう具ぐには本当に助けられているよ。ありがとう」

「いえ、そんな物で良ければいくらでも提供しますよ」

「本当かい？　それはありがたい。もちろん代価は支払うからね」

「そんな、別にいいですよ」

「そういう訳にはいかないよ。それに代価を支払わないと……」

「支払わないと？」

「魔道具欲しさに娘を売ったと言われるな」

「はあ!?」

　ディスおじさんの言葉に耳を疑う。

「残念だけど陛下の言う通りなんだよ。この世は善人ばかりではないからね、特に今は財ざい務む局きよくの事じ務む次じ官かんの席が空いた。その席を狙っている者は多いからね」

　そうか、セシルさんは財務局の管理官だったな。事務次官の席が狙える位置にいるんだろう。官かん僚りようのポスト争いか……世界が変わってもそういうのは変わらないな。

「分かりました。でも提供はします、格安で。それは譲ゆずれません」

「そうか……ありがとう」

　屋敷の玄関ホールで話し込んでいると、使用人さんが気付いた。

「へ、陛下！　旦だん那な様さま！」

　その声を聞いた使用人さん達がホールに集まり、一斉に膝ひざをついた。

　そしてアイリーンさんが奥から出てきて優ゆう雅がに一礼した。

「ようこそおいでくださいました陛下。お待ちしておりましたわ」

「今日はシン君のお祝いだからな、来ない訳にはいかんよ。それと今日は私人として来ている。歓かん待たいは無用に願う」

「はい、心得ております。それと……アナタ」

「は、はい！」

「後でお話があります」

「……はい」

　ごめんなさいセシルさん……俺は……俺は力になれません……。

「丁ちよう度ど準備も整いましたのでダイニングへどうぞ。あ、シン君はこっちね」

「なんでです？」

「そりゃあもちろん着替えてもらうのと、シシリーと一緒に登場してもらうためよ」

　この後のセシルさんのことに同情を感じていると、アイリーンさんから着替えるように言われた。

　なんか、どんどん大事になってる気がする。

「じゃあこの部屋で着替えて待っててね。すぐにシシリーを呼んでくるから」

　そう言って、アイリーンさんは俺を空き部屋に押し込んだ後、シシリーを呼びに行ってしまった。

　置いてあった白いシャツに白いズボン、青い軍服みたいな服に着替えると途端に落ち着かなくなった。

　そわそわしながら待っているとドアがノックされた。

「は、はい！」

　俺の返事でドアが開けられ、そこにいたのは……。

　水色のふんわりしたドレスを着て髪をアップにしたシシリーが立っていた。

　ドレスはフリルがふんだんに使われていて可愛らしく、アップにした髪とアクセサリーは少し大人っぽく、そのアンバランスさがシシリーをより一層可愛く見せていた。

「あ、あの……シン君？」

　見み蕩とれてぼんやりしていた俺にシシリーから声がかかる。

「あ、ああごめん、可愛いから見蕩れてた」

「えぅ……あ、ありがとうございます。シン君も格好いいですよ」

「本当に？」

「本当です。私の方こそ本当ですか？」

「ああ、可愛い過ぎてドキドキするよ」

「シン君……」

「シシリー……」

「オッホン！」

　アイリーンさんがいたのを忘れてた！

「仲がいいのは分かりましたから、もう少ししたらダイニングにいらっしゃいね」

　微笑みながらそう言うとアイリーンさんは先に行ってしまった。

　人がいるのに……なにか想いが通じ合ってから歯止めが利かなくなってる気がする。

　お互いに顔を見合わせ、苦笑いをしながら気になっていた事を聞いてみた。

「シシリー、付き合いだしてすぐに婚約する事になっちゃってるけど、シシリーに異論はないの？」

「はい。今朝は取り乱しましたけど、私は貴族家の娘ですから、元々覚悟はしていました。それが大好きな人と婚約できる事になったんです。嬉しくてどうにかなりそうです」

　そう言って目を潤ませニッコリ笑ってくれた。

「シシリー……」

「シン君……」

「あの……そういう事は後程ごゆっくりと……」

　案内係のメイドさんが残ってた！

「あ、すいません」

「あぅ、またやっちゃいました……」

　だから歯止め！　人いるから！

「それでは参りましょう」

　メイドさんに案内されて行った先は、いつも食事をしているダイニングだった。

　そこはいつもの様子と違い、椅い子すやテーブルが撤てつ去きよされ立食パーティーの準備が整っていた。

　この短時間でこんな用意をするなんて、クロード家の使用人さんもレベル高いな！

　シシリーと腕を組んでダイニングに入ると、研究会の皆に加えて、シシリーの両親、ディスおじさん、そして爺さんとばあちゃんが拍手で迎えてくれた。

「皆グラスは行き渡っているか？　それでは、我が友マーリン殿とメリダ殿の孫シン君と、クロード子爵家のシシリーさんの恋人になったお祝いと婚約披露のパーティーを始めよう」

「ディセウム、ちょいとお待ち」

「はい？　なんでしょう、メリダ師」

「アンタが宣言すると正式にこの子達が婚約者になっちまう。それは大変喜ばしい事なんだけど……クロード夫妻」

「はい！」

「なんでしょうかメリダ様」

「実はね、アンタ達に話しておかないといけない事がある」

　例のアレか。

「これを話しておかないとアンタ達を騙だましている事になる。それは心苦しいからね、聞いとくれ」

「わ、分かりました」

　ばあちゃんの真剣な様子にセシルさんが気け圧おされたように返事する。

　そしてばあちゃんは俺の生おい立たちを話し始めた。

「実はね……シンはアタシ達の本当の孫じゃない」

　その言葉に皆は意表を突かれ、パーティー会場が静寂に包まれる。

「あれは十五年近く前になる。ワシは魔ま物ものに襲われ全滅した馬車を発見した」

　爺さんが俺を拾った時の様子を話し出した。

「生きている者はいないと……そう思わせる程の惨さん状じようじゃった。ワシはせめて弔とむらってやろうと思っての、馬車の残ざん骸がいに近付いた。その時……奇跡的にこの子だけ生き残っておったのじゃ」

　衝しよう撃げき的てきな内容の話に皆言葉が出ないようだ。黙って爺さんの話を聞いている。

「この子を拾ったワシは……まあ色々あっての、これを天命じゃと思ってこの子を育てる決意をしたのじゃ」

　魔物に襲われて生き残っていた赤ん坊というのがよっぽど珍しいんだろう。

　あちこちから「よく無事で……」といった声が聞こえてくる。

「シン君の御両親は……どなたか分からなかったのですか？」

　皆がザワついている中、セシルさんが気になったことを質問してきた。

「身元を示す物は何もなかった。というよりそれすら分からん程メチャメチャになっとったのじゃよ」

「それでよく……」

「ああ、アタシも話を聞いたとき奇跡だと思ったね。最初は正直孤こ児じ院いんに預けるべきだと思った。けどその話を聞いて……そして、この子がアタシに笑いかけてくれた時……決意したのさ。マーリンがこの子を育てるというなら全力でサポートしようと、アタシもこの子の祖母になろうとね」

　その話は初めて聞いた。

　……昔なにかあったのかな？

「アンタ達がシンを認めたのは、こう言っちゃなんだけどアタシ達の孫だからっていうのも大きいだろう。でもこの子とアタシ達の間に血の繋がりはない。それでもシンを、シシリーの婚約者と認めてくれるかい？」

　それを聞いたセシルさんとアイリーンさんは顔を見合わせて頷いた。

　どんな結論を出したんだろう……。

「メリダ様、マーリン様、私は正直ガッカリしました」

　セシルさんのその返事に、俺は血の気が引いていく音を聞いた。

「やっぱり、そうかい……」

「しょうがないのう……」

　爺さんとばあちゃんもしょんぼりしてしまった。

　俺は、落ち込んでしまった爺さんばあちゃんの表情に心臓を握り潰される思いがした。

　しかし……。

「御二人とも、私達を見くびらないで頂きたい！」

「「え……」」

「私達がシン君を認めたのは御二人の御孫さんだからではありません！　シシリーの事をなにより大事に考えてくれて、その家族である私達まで守ろうとしてくれる。そんな優しく強いシン君だからこそシシリーとの付き合いを……婚約を認めたのです！　馬鹿にしないで下さい！」

　セシルさんがそう言い切った。

　その言葉に、俺は本当にセシルさんに認めてもらえたのだなと嬉しくなり、ちょっと涙が浮かんだ。

「主人の言う通りですわ。私達はシン君がシン君だからこそシシリーの相手にと願ったのです。どこの誰かは関係ありませんわ」

　アイリーンさんもそう言ってくれた。

「そうかい……そうかい……」

「ありがとうのう……」

　爺さんとばあちゃんがセシルさんとアイリーンさんの言葉に、揃って涙を流してる。

　それを見て、俺は二人に本当に大事にされているんだなと改めて実感し、浮かんでいた涙が溢こぼれてきた。

「シン君……」

　シシリーがハンカチでそっと涙を拭ふいてくれた。

　そして、微笑みながら言ってくれた。

「私も同じですよ。シン君だから好きなんです。そもそも初めて会った時は御二人の御孫さんだなんて知りませんでしたし」

「そっか、そういえばそうだったね」

　シシリーからハンカチを受け取り自分で涙を拭いた後、セシルさんとアイリーンさんに向かった。

「セシルさん、アイリーンさん、ありがとうございます。期待を裏切らないよう全力でシシリーの事を守ります」

「うん、よろしく頼むよ」

「フフ、よろしくねシン君」

「それと、じいちゃん、ばあちゃん」

「なんだい？」

「ほ、なにかの？」

　ハンカチで涙を拭いていた二人に、改めてお礼を言う。

「じいちゃん、俺を拾ってくれてありがとう。前にも言ったけど、もう一回言わせて。俺、じいちゃんの孫になれて幸せだよ」

「シン……」

「ばあちゃん、俺のばあちゃんになってくれてありがとう。いっつも怒られてるけど、俺……ばあちゃんの孫で幸せだよ」

「なに……言ってんだい……」

　二人とも拭いた涙がまた溢れてきてしまった。

　会場がしんみりした雰囲気になっちゃったな。

　でもこれはどうしても今言わなきゃいけなかったんだ。

「それでは両家ともに納得した事だし、しんみりしてないでそろそろ始めようか」

　ディスおじさんがタイミングを見み計はからって声をかけた。

「シン＝ウォルフォード、シシリー＝フォン＝クロード、二人の婚約を私が見届け人となり認めるものとする。これはアールスハイド王国国王としての宣言である」

　国王様からのお墨すみ付つきを頂いてしまった。

　っていうか、さっき私人として来てるって言ってた気が……。

　方便か？

「前途ある若者の素晴らしい門出に……乾杯！」

『乾杯！』

　私人か公人かは分からないけどディスおじさんが認めた事は間違いない訳で、正式に俺とシシリーは婚約者になった。

　付き合いだしてすぐに婚約とか、前世では中々考えにくいけど、郷ごうに入れば郷に従えっていうし、特に異論もない。

　貴族って大変だし面倒だなとは思うけど。

「そういえば、貴族って子供をたくさん産まないといけないんですよね？　家か督とく争いとか大変じゃないんですか？」

「ああ、その事か……」

　セシルさんにディスおじさんまで苦笑いをしてる。

「シン君、この国の王族や貴族はね、国民や領民の生活に対しての責任が非常に重いんだよ」

「そうですね……領りよう地ち経けい営えいなどで実入りは多いですけどそれ以上に責任が重い」

「領地経営の状態の査さ察さつもあるしな」

「査察まですんの？」

「もしそれで、不ふ条じよう理りな重税などで民を苦しめていたら……」

「ど、どうなるの？」

「領りよう地ち没ぼつ収しゆう、爵しやく位い剝はく奪だつ等の罰が下る」

「マジで？」

「ああ、だから普段は代官であるカミーユに任せているけど、定期的に領地を訪れないといけないんだ。領民達の直じかの声を聞かないといけないからね」

「恐らくこの国で一・二を争うキツい仕事だな」

「……こないだ誰か過労で倒れたって聞きましたよ……」

「本当か？」

「そうらしいです……お互い気を付けましょう」

「全くだな……」

　別のしんみりが発生した！

「そんな訳でな……貴族の当主は非常に大変だから、皆なりたがらないんだ」

「父から私に爵位を譲ると言われた時、他の兄弟や親しん戚せき達たちが歓かん声せいを上げたのが忘れられませんよ……」

「そ、そうなんですか」

　爵位を継げなくて歓声を上げるとか……貴族の当主はどんだけ辛いんだ？

「まあシシリーは三女だし、ウォルフォード家に嫁入りするから、あまり爵しやく位い継けい承しようとか気にする必要はないよ。ただ、二人の子供はクロード家の血を引いてるから万が一があるかもしれない。その事は覚えておいてほしい」

「シン君の子供……」

　シシリーが真っ赤になってクネクネしてる。

「そういえばメリダ様！　さっきシン君の子供の頃の話が途中でした！」

「ああ、そういえばそうだったねえ」

　アリスが子供という単語で思い出したのだろう、さっき聞けなかった俺の子供の頃の話が聞きたいと言い、ばあちゃんは懐なつかしそうに話をし出した。

「赤ん坊の頃だけど、あんまり泣いたりグズったりしない子だったねえ」

「そうじゃのう、あんまり泣かないもんじゃから心配した事もあったのう……」

「……そうだったねえ。魔物に襲われたショックでそういった感情が出せなくなったんじゃないかと思ったりしたね」

　一歳の頃から自我があったもんで……心配かけてすいません。

「それから大きくなっていって、喋り出すのが遅くて心配もしたねえ……」

「確かにそうでしたが……喋り出してからが早かったですな」

「そうじゃのう、あれはなに？　これはなに？　となんにでも興味を持ってのう」

「答えが曖あい昧まいだと追及が凄いんだよ。答えられなかった事を王城に戻ってから調べたりしたなあ」

「シンの『なぜなに』には本当に苦労したよ……」

　爺さん、ばあちゃん、ディスおじさんの三人はちょっと疲れた顔してる。

　ご、ごめんなさい……全く別の世界に来たから全てが珍しくて……。

「魔法を使えるようになったのも早かったねえ」

「あれには驚きましたな。確か……三歳くらいでしたか？」

「ほっほ、そうじゃ」

『三歳!?』

　皆が揃って声を上げた。

「え？　普通何歳くらいなの？」

「初しよ等とう学がく院いん在ざい学がく中ちゆうに魔力制御できたら優秀な方だ」

「という事は？」

「十二歳くらいだな」

「へえ、じゃあメイちゃん超優秀じゃん」

「えへへ、ありがとうですシンお兄ちゃん」

「いや……お前は三歳って……」

「あー、じいちゃんが魔法使ってんのよく見てたからなあ、見よう見まねで試してみたらできた」

「……というか、三歳の頃の話を覚えているのか？」

「覚えてるよ」

　その言葉にも驚いてる。そりゃそうか。俺のは反則だけどね！

「それから魔法を教えてやったら、ほとんど一度で覚えよってな」

「アンタはそれが楽しかったんだろう、次から次へと魔法を教えて」

「ほっほ……本当になんでもすぐ覚えよったからのう、楽しゅうて仕方がなかったんじゃ」

「そのせいでシンは……」

　ばあちゃんが爺さんに文句を言おうとしたが、なんとか踏ふみ留とどまった。

　ホッとしてる爺さんが悲しかった……。

「わがままも言わないし、こちらの言う事は素直に聞くし……思い付いた事をすぐに実行しようとする癖くせさえなけりゃ本当に育てるのに手間のかからない子だったね」

「そうじゃなあ、家の手伝いもよくしてくれたのう」

「だからこの子には暴走しないように監かん視ししとく必要はあったけど、育てる上での手間はかけられてないのさ」

「へえ、そうだったんですか。シン君がいい子だったなんて……なんか意外！」

　アリスが失礼な事言った。

「意外ってなんだよ！」

「だって、シン君って小さい頃からメリダ様達に色々迷惑かけてそうだもん！」

「だから何でだよ！」

「今の現状見てるとねえ……」

「意外に思ったのは否定できないで御座る」

　マリアにユリウスもアリスの発言に同意してる。

　やっぱり問題児扱いなのね……。

「で、でも！　お爺様、お婆様想いで優しい所は今も同じですよ！」

　シシリーが必死にフォローしてくれる。

　やっぱり優しいなあ……こういう所、大好きだなあ……。

「ほっほ、シシリーさんにお爺様と呼んでもらえるのは嬉しいのお」

「そうだねえ。シシリー、これからはアタシ達の事をそう呼ぶんだよ」

「はい！　分かりました、お婆様」

　その返事にニヨニヨしてるばあちゃん。そんな顔初めて見たよ……。

　そんなこんなで、しんみり始まったパーティーは俺の子供の頃の話をネタに盛り上がり、やがてお開きになった。




　パーティーが終わった後、俺とシシリーは二人でバルコニーにいた。

「はあ……終わったあ……」

「お疲れ様ですシン君。でも王都に戻ったら正式な婚約披露パーティーがありますから、頑張って下さいね」

「マジかあ……」

　シシリーはそんな俺の様子をクスクス笑って見てる。

　これは……やっぱり言っとくべきだよな。

「シシリー」

「はい、なんですか？」

「順番が後先になっちゃったけど……」

　俺は、さっき王都に行った際に手に入れたあるものをシシリーに差し出した。

「え？　これは……」

「もう婚約披露パーティーは終わっちゃったけど……」

　俺は……小さな箱に入った指輪を見せた。

「シシリー」

「は、はい」

　そして改めて言った。




「俺の……お嫁さんになって下さい」




　指輪と俺の言葉にしばらく固まっていたシシリーは、ゆっくりと微笑んで応えてくれた。

「はい、私をシン君のお嫁さんにして下さい」

　その返事を聞いて、俺はシシリーの左手の薬指に指輪を嵌はめた。

　シシリーはその指輪を見て幸せそうにしてる。

　その姿だけで、こちらも幸せな気持ちになった。

「昨日彼女になって下さいって言ったばかりだけどね」

「そうでしたね」

　二人でクスクス笑い合う。

　すると、シシリーが俺の胸に飛び込んできた。

「シン君……私、幸せです……」

「シシリー……」

　抱き合ったまま見詰め合う。するとシシリーがスッと目を瞑つむった。

　俺はシシリーに顔を近付け……。

　唇を重ね合わせた……。















　その後、俺とシシリーは各々の部屋に戻った。

　本当だぞ！

　彼女の実家で、両親もいるのに……そんな事をする勇気はない！





　　　　　◆






「おはようございます、シン君」

　翌日、朝食を取るためにダイニングに向かう途中でシシリーと会う。

　昨日とはまたちょっと違う、なんだか艶つやっぽい笑顔で挨拶された。

「おはようシシリー、今日はまた……なんだかキレイだね」

「フフ……ありがとうございます」

　お、シシリーがあたふたしなくなった。

「シシリー……あんた……」

　マリアが何かに感付いたようだ。

「はあ……まさかシシリーの方が先に大人の階段を上るとは……」

「ちょっ！　何言ってるのよマリア！」

「その様子じゃ、昨夜シンと何かあったんでしょ？」

「な、何かって……」

　あたふたしなくなったと思ったら、やっぱりあたふたしてた。

　そんな様子をニヤニヤしながら見ていたらオーグから突っ込みが入った。

「シン……お前、気持ち悪いぞ……」

「そんな事よりお兄様！　シシリーさんの様子が変です！」

「ああ、あれは……シン、お前何かしたか？」

「な、何って……？」

「ヘタレのくせに、こういうのは手が早いな」

「何を言ってるのかな……」

「やれやれ……」

　オーグは溜ため息いきを吐つくと俺の耳に口を寄せこう呟いた。

「避ひ妊にんはちゃんとしろよ？」

「バ！　バカヤロウ！　そこまでの事はしてねえよ!!」

「成る程、それまでの事はしたのか」

「はっ！　謀はかられた！」

　おのれ……さすが腹黒王子……ここまで巧たくみに証言を引き出すとは！

「いや……シン殿分かり易過ぎですよ……」

　え？　そうなの？

「あぅ……もう、シン君！」

「わ、ごめんシシリー」

　昨夜の事は二人の秘密にしときたかったのかな？

　あっという間にバレちゃったけどね！

「はわわ、大人の情じよう事じです！」

　だからメイちゃん！　十歳の子が情事なんて言っちゃいけません！

「お前達、こんな所で何を騒いでいる？」

「早く行かないと朝ご飯が冷めてしまうよ？」

　廊ろう下かで騒いでると大人組が現れた。

　そうだ、ディスおじさんとセシルさんを王城に送って行かなきゃいけなかったんだ。

「おはようございます陛下、みんな」

　すでにダイニングにはアイリーンさんがいた。

　ダイニングは昨日のパーティー会場からすっかり元の様子に戻っていた。

　やっぱりクロード家の使用人さんレベル高いな！

「あら？　どうしたのシシリー、真っ赤な顔して」

「い、いえ！　なんでもないです！」

「ふーん、そう？　それよりホラ、みんな早く食べちゃいなさい」

　そうしていつもの面々プラス保護者追加での朝食が始まった。

　そしてその席で、オーグから以前言われていた事についての話があった。

「そういえばシン、前に言っていた立りつ太たい子しの儀ぎ式しきの件なんだがな」

「ああ、そういえばそんな事言ってたな」

「その儀式が一週間後にあるのだ」

「へえ、そうなのか」

「でな、悪いんだがそれまでにお前達の婚約披露パーティーをしてもらいたいのだ」

「え？　なんで？」

「立太子の儀式が終わったらしばらく王都は祝しゆく祭さいが行われる事になっている。そうなると、お前達の婚約披露パーティーを行うタイミングが遅くなるのだ」

「ああ、そういう事か」

「クロード夫妻、時間がなくて申し訳ないがそういう事なので準備のほど宜しくお願いしたい」

「かしこまりました殿下」

「そういう事ならクロード、暫しばらくはその準備にかかるが良い。部署には私の方から言っておこう」

「本当でございますか!?　ありがとうございます！」

「御ご配はい慮りよ痛いたみ入いります。アナタ、パーティーの準備は私がしておきますから、招待客などの選せん定てい、宜しくお願いしますよ」

「わ、分かっているよ、任せたまえ」

　アイリーンさんの眼力にセシルさんが気圧されてる……この人がお義母さんになるのか……。

「シン君……何か失礼な事考えてない？」

「いえ！　なんでもありません！」

　怖い！　アイリーンさん超怖い！

「シシリー、これから婚約披露パーティーまで、合宿の訓練が終わったらドレスやアクセサリーの選定などやることが山積みですからね。頑張りなさい」

「はい、お母様」

「それと、セシリアやシルビアより先に婚約するのですから……覚悟はしておきなさいよ」

「あぅ……はい……」

　セシリア？　シルビア？

「長女と次女だよ」

　不思議そうな顔をしていたのが分かったのだろう、セシルさんが教えてくれた。

「そういえば、シン君はシシリー以外のウチの子達に会った事はなかったっけ？」

「はい、話だけは聞いていましたけど……家には住んでないんですか？」

「三人共もう独立してるからね、家を出て寮に入っていたり、自分で家を借りたりしているんだ」

　三人？　……ああ！　お義兄さん！

「お義兄さんの名前はなんて言うんですか？」

「ん？　ああ、ロイスだよ。ロイス＝フォン＝クロード。一応今のところクロード家の跡取りになる予定なんだけど……」

「どうしたんですか？」

「いや……ウチの子供達なんだけどね、女の子はシシリーも含めて三人とも高こう等とう魔ま法ほう学がく院いんに入っていてね、セシリアとシルビアも魔ま法ほう師し団だんに入っているんだけど……ロイスだけは経けい法ほう学がく院いん出しゆつ身しんの官僚でね、なんと言うか……頭は良いんだが腕わん力りよくで妹達に負けているというか……とにかく自信なさげでね」

　そ、そうなのか……クロード家の女子怖いな！

「シン君？」

「アナタ？」

「はい！」

「いや、なんでもないよ！　うん！」

　なんか、シシリーまで妙な迫力が出てきてる気がする！

「へ、陛下！　そろそろ登と城じようする御時間では!?」

「おお、そうだな、それではシン君、宜しく頼むよ」

「う、うん。分かった」

「ああ、そういえば」

「何？」

「この前シン君に貰った通信用の魔道具、あれもう二、三個用意できないかい？」

「いいよ。今持ってるから渡そうか？」

「おお、助かるよ！　帝国に国境を接するいくつかの国から緊急連絡用に借用できないかと打診されていたんだよ。我が国でシン君の道具を独占していると思われてもいけないからね」

　俺は以前ディスおじさんに渡した事のある魔道具を三つ取りだし、手渡した。

「ちょいとお待ち……シン、それは何だい？」

「え？　いや、帝国で諜ちよう報ほう活かつ動どうするのが大変だって聞いたからさ、遠距離で通信できる道具があれば便利だなあと思って……」

『遠距離通信!?』

　あ、皆には言ってなかったっけ。

　説明するためにその通信用魔道具を皆に見せた。

　形はまんま糸電話だ。

　コップの部分に『音おん声せい送そう受じゆ信しん』と付与したら、有線だけど通信ができた。

　こんな簡単でいいのかと思ったが、糸電話も構造自体は単純だ。声のやり取りをするだけならこれで十分なんだろう。

「これを持って……誰かダイニングの外に行ってくれない？」

「はい！　私が行きたいです！」

　元気よく手を挙げたのはメイちゃんだ。

「あ！　出遅れた！」

　アリスは大人気ないな、お姉さんは年下に譲ってやんなさい。

「そうだね、魔道具を使う練習にもなるし、メイちゃんにお願いしようかな？」

「やったです！」

「ばあちゃん、メイちゃんに付いてあげてくれる？」

「ああ……構わないけど……」

　ばあちゃんは複雑な表情をしながらメイちゃんと一緒にダイニングを出て行った。

「アリス、こっち側お願いできるか？」

「やった！　任せてよ！」

「じゃあ、魔道具を起動するのと同じように魔力を流して」

「オッケー」

『わ！　声が聞こえたです！』

「え？　メイ姫様？」

『あれ？　アリスお姉ちゃんですか？』

「そうですよ、え？　メイ姫様、今どこにいらっしゃるんですか？」

『私の部屋です』

　随ずい分ぶん遠いところまで行ったな！

「そんな所から!?」

「じゃあメイちゃん、こっちの魔力切るから今度はメイちゃんが起動してみな。ばあちゃん教えてあげてね」

『あ、ああ。分かったよ』

「じゃあアリス、魔力切って」

「ほーい」

　そしてしばらくすると。

『あの、聞こえるですか？』

「ああ、大丈夫、聞こえてるよメイちゃん」

『やったです！　初めて魔道具を使ったです』

　喜んでるメイちゃんにホッコリしてると、周りから色々と質問が飛んできた。

「ちょっとシン！　これ何！　メイ姫様の部屋って結構離れてるんだけど!?」

「これはまたとんでもないものを作りましたね、シン殿」

「これがあれば情報収集が容よう易いになるねえ。こりゃ凄い」

「ええ～？　もうウォルフォード君、本当に意味わかんないよぉ！」

　マリアにトール、トニーにユーリと、次々に声をかけられた。

　騎き士し学がく院いんとの合同訓練の終わりに近い頃かな？　オーグから旧きゆう帝てい国こくでの諜報活動が大変だと聞いていたのでなんとかできないかと思い、作ったのだ。

　そんな経けい緯いを説明していると、ばあちゃんが血けつ相そうを変えて飛び込んできた。

「シン！　アンタはまたとんでもないもの創って！」

「ば、ばあちゃ……苦し……」

「お、お婆様！　落ち着いて下さい！」

「ふぅ～！　ふぅ～！　シン！　これは一体なんだい！」

　鼻息の荒いばあちゃんをシシリーがなんとかなだめてくれた。

　く、苦しかった……。

「み、見ての通り、お互いの声を遠くに送る魔道具だよ」

「こんな……付ふ与よ魔ま法ほう師しの夢がこんなにアッサリ……」

　あ、そうだったのね。

「これ、この送受信機に『音声送受信』って付与付けて……この糸で繋いだら成功したんだけど……」

「これは……魔物化した大おお蜘ぐ蛛もの糸だね？」

「あ、さすがばあちゃん、大当たりだよ」

　そう、送受信機を繋ぐ糸は魔物化した蜘蛛の糸を使っている。

　制服の付与をした時に予想したけど、予想通り魔物化した蜘蛛の糸は魔道具に使われていた。

　魔物化した蜘蛛と言っても、二メートルも三メートルもあるような怪物ではなく、精々二十センチ位の大きさで、殺さずに捕獲すると魔力の籠こもった糸を吐き出し続ける。

　その魔力糸で作った服は付ふ与よ文も字じ数すうが多く高級服となるのだが……。

「まさか、魔力糸をそのまま使うとは……魔力糸は服にするものっていう固こ定てい観かん念ねんがこの発想を妨げていたのかねえ……」

　そう、基本的に魔力糸は生地にして服にするものと皆思い込んでる。

　魔力糸が欲しいと服屋に言った時、怪け訝げんな顔をされたので皆そう思っていると知ったのだ。

「でもこれがあれば、わざわざシン君と殿下が毎日王城へ行かなくても済むんじゃ……」

　シシリーの疑問はもっともだがこれには大きな問題がある。

「これ、線が繋がってないと意味ないんだよね。だから諜報部隊の人達にも、線を伸ばしていく人とその後ろから付いていって線を地中に埋めていく人との合同作業が必要なんだ」

「そうなんですね、でもそれだと……」

「そう、時間がかかるんだ。そうなると旧帝国領内での作業は危険だからね、今は周辺国との連絡用に時間をかけて線を繋いでもらってるんだ」

　これを長距離で使用するとなると、線を地中に埋めていく大規模なインフラ整備が必要になる。

　いずれは各街と王都を繋ぐように整備すれば色々と便利になるが、今はまだ緊急連絡用にしか使えないな。

「凄いですね……これ、一財産作れますよ」

「一財産どころじゃないよ……これの利り権けんを巡って争いが起きても不思議じゃない」

　トールがこの通信機の価値についての感想を述べると、ばあちゃんがそれどころじゃないと反論した。

「その心配にはおよびませんよメリダ師、この技術はすでにシン君の物として登録してあります。王家公認ですからな、争いも起こらんでしょう」

「ディセウム！　アンタがシンの暴走を助長してどうすんだい！」

「え？　あ、すいません！」

　ばあちゃんすげえな、国王様まで一いつ喝かつかよ。

「ディスおじさんさあ、なんでそんなにじいちゃんやばあちゃんに弱いの？　国王様なのに」

「なんだシン、知らなかったのか？」

「何が？」

「私は父上の第一子だ。そのわりに父上は歳をとっているとは思わんか？」

「そういえば確かに」

　王族や貴族は結婚が早いと聞いていたのに、ディスおじさんはオーグの父親にしては歳をとってる。それは中々子供ができなかったのかと思っていたけど……。

「ディセウムはのう……高等魔法学院を卒業した後、ワシらに付いて放ほう浪ろう生せい活かつをしとったんじゃよ」

「その時に弟子というか小こ間ま使づかい扱いしてたからねえ……今さら畏かしこまるのもどうかと思ってね」

「はは……散々こき使われましたなあ……」

　ディスおじさんが遠い目をしてる……よっぽどこき使われたんだな……。

　っていうか、王太子になってたって言ってたよな？　何やってんだディスおじさん。

「当時婚約者だった母上も、王太子の立場も全て放置して行ったらしいからな。そのせいでいまだに母上に頭が上がらないのだ」

「うん、自じ業ごう自じ得とくだね」

「はは……耳が痛いな。それはそうとメリダ師、これは世界にとって必要な技術なのだと私は思っています。我が国だけでなく各国にも広めていく必要があるし、その予定でおります。申し訳御座いませんが御了承下さい」

　その言葉に渋い顔をしていたばあちゃんだったが、やがて了承してくれた。

「王国軍の制式装備に通信機かい……こんな若いうちから大金を持たせるべきじゃないと思うんだけどねえ」

「別にエエじゃろ。シンはもう成人しとるんじゃ、自分でこれだけ稼かせげるのは立派なもんじゃと思うてやろう」

　爺さんナイスフォロー！　シシリーと婚約もしたし、稼ぎがあるのは良いことだよ、うん！

「額が問題なんだよ額が……」

　確かに、最近王立銀行の口座残高が怖いことになってきてるのは確かだけど……。

「陛下、あの……お時間……」

「む？　ああ！　大変だ！　シン君頼むよ！」

「あ、うん。分かった」

　話し込んでる間に本当に時間が迫ってきており、慌てて王城へゲートを繋ぎ二人を送り出した。




　朝から一ひと悶もん着ちやくあったが、本日の訓練だ。

　実は今日辺りから、実戦での訓練をしようと思っていた。

　そのことを皆に伝えると、騎士学院との合同訓練で魔物討伐に慣れたのか、快かい諾だくしてくれた。

　そして、訓練に赴おもむく前に皆には渡しておくものがある。

　それは、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが付与された皆の戦闘服だ。

　卒業してもずっと制服って訳にはいかないからな。今後も使える服ということで、前から考えていたのだ。

　ビーン工房の親父さんに、男子と女子の服と靴、それにマントのデザインを渡していたのだが、昨日指輪を急きゆう遽きよ買いに行った時に、完成していたので持って帰って来ていたのだ。

　そして婚約披露パーティーの後、自分の部屋で防御魔法を付与した。

　魔物相手の実戦訓練に移ろうと思ったのも、この新しい戦闘服が用意できたからだ。

　服に付与した魔法は、以前制服に付与したものと同じもの。

　マントには『光こう学がく迷めい彩さい』と『快かい適てき温おん度ど』を付与した。

『快適温度』って付与したら、マントの中で温度調整し始めたので、別名『エアコン付与』と呼んでる。

『光学迷彩』は身体全体を覆おおうように展開するように付与。

　そうしないと、首だけが浮いてる、ホラー映像になるからな……。

　一般には、どんな付与がされているのかは内緒だけどね。

　ちなみに資金は、口座に怖いくらい貯まり始めた俺の口座から出した。

　いつまでも国に資金を出してもらうのも悪いし、人のお金だと思うと思い切った事がやりにくいからね。

　ちなみにブーツは……俺のブーツはジェットブーツになってるけど、他の皆のは普通のブーツのままだ。

　あれは練習が必要だし、皆の意見を聞いてからにしないとな。

　という事で付与された魔法を皆に教えると、また呆あきれた顔をされた。

　うん……そういう顔されるのは分かってたさ……。

「この戦闘服にアクセサリーで防御に関しては無敵になったな」

「はあ……ついに国こつ家か機き密みつ満まん載さいの服を着る事になるのか……」

「諦あきらめましょうマリア殿、慣れると素晴らしい物ですよ」

「制服より付与されてる魔法が増えてんじゃないのよ！」

「……諦めましょう」

　そういえばマリアは、以前制服に付与を施ほどこすのを遠慮していたから、この付与がされている戦闘服に抵抗があるんだろう。

　すでにその付与がされている制服を着用しているトールがなだめてくれている。

「あ、ブーツは何もしてないよ。俺のと同じジェットブーツにする事もできるけど」

「僕は付与してほしいね。それ、シュトロームと戦った時に使ってたヤツだろう？　懐ふところに飛び込み易くなるからね」

「あれ？　トニー近接戦やるの？」

「騎士学院との合同訓練で疼うずいちゃってね。シン程じゃないけど僕も近接と魔法の併用をしてみようかと思ってね」

「いいんじゃない？　けどその付与は今日の訓練が終わった後でね。練習が必要だから」

「分かった、楽しみにしてるよ」

　トニーのブーツは後でジェットブーツ化させることに決まったが、他にジェットブーツの付与をしてほしいと言う者はいなかった。

　詳細を知らない者もいるし、実際見た者は使うのが怖いという理由だった。

　戦闘服の説明が終わったら、皆に一式を渡して着替えてきてもらう。

　着替えが終わって出てきた皆は、なんだかんだ言って新しい服にテンションが上がっていた。

　男子は、長めのシャツにズボン、ブーツの組み合わせ。

　女子は、男子と同じデザインシャツに、下はキュロットに膝上のニーソ、ロングブーツの組み合わせにした。

　スカートで戦闘とか、気になって動きが鈍くなったら本ほん末まつ転てん倒とうだし。

　色は男女共に黒と白のツートンカラーに青のマントを羽織っている。

　デザインはおおよそ好評で、女子はお互いの姿を褒め合ってる。

　それを見ていたメイちゃんが羨うらやましそうな声を上げた。

「皆さん格好良いです！　いいなあ、私も欲しいです……」

　魔法使いの素質に目覚め、魔力制御の訓練をし始めたメイちゃんには、皆の戦闘服が羨ましく見えたんだろう。自分も欲しいと言いだした。

　これ注文した時はまだメイちゃんの存在を知らなかったからなあ……。

　小さい子一人だけ仲間はずれっていうのも可哀想だし。

「そうだね、メイちゃんにも作ってあげようか？」

「本当ですか!?　シンお兄ちゃん！」

「ああ、どんなのがいい？　皆と同じにするか？」

「皆さんのも格好いいですけど……私は可愛いのがいいです！」

　そうか、可愛い魔法服か。じゃあ、ちょっと張り切ってデザインしちゃおうかな？

「シン、あんまり甘やかすな」

「いいじゃん、これくらい」

　メイちゃんくらい可愛い子なら、フリフリの魔法少女風のデザインにしようかな？

　実際に戦場に出る訳じゃないし、いいよね？

「はあ、お前子供ができたら溺でき愛あいしそうだな……」

「確かにそうかも」

　オーグの言葉を否定できない。本当に溺愛してしまいそうだ。

「子こ煩ぼん悩のうなシン君……」

　シシリーがなにか妄もう想そうしながらクネクネしてる。

「まあ、それも帰ってからな。じゃあ、昔の俺んちの近くにゲート開くから、今日はメイちゃんとエリーは留守番な」

「討とう伐ばつでは私達は皆様の邪魔になりますものね、分かりましたわ」

「気を付けて行ってらっしゃいです！」

　こうして二人に見送られ、いつもの荒野ではなく、昔爺さんと暮らしていた家の近くに向かった。




　このあたりも、旧帝国から流れてきた魔物が増えたな。以前より魔物の数が多い。

「じゃあ、大型の魔物は討伐できるだろうから、今回は災さい害がい級きゆうを狙ってみようか」

「……サラッととんでもない事を言うな、お前は……」

「そう？　大型の熊の魔物も、本当なら魔法だけで倒せそうだったじゃん」

「私は魔法だけで倒したよ！」

「ああ、アリス暴走事件か」

「ちょっと！　リンみたいに言うの止めて！」

「アリス、それは失礼」

「だって、暴走っていうとリンのイメージが……」

「まあ、暴走魔法少女だしな」

「そうだった、私は暴走魔法少女」

「いや……褒めてないからな……」

「そう？」

　いつもながらリンと話してると調子狂うな……。

「小型や中型は……一応討伐しとこうか。討伐数や素材でお金になるし」

　皆で索さく敵てき魔ま法ほうを使いながら魔物を探していく。

　そしてしばらくすると……。

「あ……これ……」

　シシリーが初めに気付いた。

　回復魔法や防御魔法なんかの支援系と呼ばれる魔法が得意なだけあって、索敵魔法も研究会のメンバーの中では一番上手い。

　シシリーが気付いた先に意識を集中した他の皆も、次々と気付いていく。

「本当ですね……今までの魔物と魔力の大きさが全然違います。シシリーさん、こんなに遠いのによく気付きましたね」

　自じ称しよう街まち娘むすめのオリビアも、自分で魔力探知をしながら感心したように訊たずねる。

「合同訓練の時に遭そう遇ぐうしましたからね。あの時はシン君があっという間に討伐しちゃいましたけど……」

　あの時のことを思い出しているのだろう。シシリーにちょっとジト目で見られた。

　膝ひざ蹴げりは駄目だったか。

「大丈夫だって、皆もそれくらいできるようになってるから」

　初めての災害級討伐を前に、どこか心配そうな皆を励ますように言葉をかける。

「それに防御力万全の新しい戦闘服があるんだから、そうそう怪け我がなんかしないって」

　それでも不安そうだな。

　まあ実際体験してみると、それが杞き憂ゆうだとすぐに分かるんだけどな。

　それくらい皆の実力は向上してるんだし。

　緊張する皆をなだめたり、励ましたりしてる内にとうとう魔物を目視で捉とらえられる距離まで近付いた。

「獅し子しか……シシリー、俺が前に言った事覚えてる？」

「はい、虎は力は弱いけど素早くて、獅子は力は強いけど動きが鈍い……ですか？」

「うん。よくできました」

「はう……」

　あ、つい頭を撫なでてしまった。皆の視線が痛い！

「オホン！　え～という訳なので、力が強いので近付く事はあまりお薦めしません。となると？」

「遠くから魔法攻撃ッスか？」

「正解」

　という訳で皆に討伐してもらおう。

　俺と、実は一緒に来ていた爺さん、ばあちゃんは参加しないとして、他の十一人全員で攻撃すると流石にオーバーキルになる。

　なので、半分の人員で行ってもらう事にした。

　まずは放出系が苦手だと言っていたユリウス、支援系が得意なシシリー、付与魔法が得意なユーリ、鍛か冶じ屋やのマークに食堂のオリビアだ。

「これまた……支援系が得意な者ばかりじゃないか。大丈夫なのか？」

「多分……これでも十分過ぎると思うよ」

　その言葉に皆は半信半疑の様子だが、まずは試してもらおう。

「じゃあ、五人で一斉に魔法を放ってね」

　あまり考える時間を与えずに魔法を撃たせる。

「用意できた？　それでは……撃て！」

　俺の合図と共に、ユリウスが炎の矢を、シシリーが水の槍を、ユーリは風の刃を、マークは炎の槍を、オリビアは水の矢を一斉に放った。

　そして、一ヶ所に集中して放たれた魔法は、大音量を上げながら炸裂した。

　そして、その跡に残っていたのは……。

「あー……やっぱりやりすぎだったか……」

　分類で言うと災害級に指定される、獅子の魔物の残骸が残されていた。

　魔法を放った当人達は、自分の放った魔法の威力に驚いている。

　荒野で魔法の練習をしてると、威力が分かり難いんだよな。荒れ地に魔法ぶっ放してるだけだから。

　でもこれで、皆の心配が杞憂であることを理解できたと思う。

　それくらいの実力は皆ついているんだよ。

「な、本来攻撃魔法が得意でない人達でこれだからね。他の六人は攻撃魔法得意でしょ？　単独で討伐できるんじゃない？」

　その言葉に戸と惑まどいを隠せない面々。

「いくらなんでも単独は無理でしょ」

「いや……正直そう難しい事ではないように感じるな」

「多分できる」

「僕もできそうだねえ」

　マリアは自身なさげだが、オーグ、リン、トニーはできそうだと言う。

「なんか私達まで人外になっていってる気がする！」

「自分もそんな気がしてきました……」

　アリスが何か気になることを言い、トールがそれに同意しているが、災害級の単独討伐はできそうだという意見で一致したみたいだ。

　そんな攻撃魔法が得意な面々のために、次の災害級を探そうと索敵魔法を再開する。

　すると、災害級なんて本当は滅めつ多たに出ないのに、俺の索敵魔法には結構な数の獅子か虎か、超大型の熊かが反応してる。

　これも旧帝国で魔物が急増したせいだろう。

　本当に迷惑な事してくれるよな、シュトロームの奴。

　という訳で、次に標的となる災害級の魔物はすぐに見付かった。

「さて、この反応は虎だね、という事は？」

「魔法で牽けん制せいしつつ、物理攻撃だな」

　実際に、俺が虎の魔物と戦ったのを見たことがあるオーグが即答する。

「そう。で、誰が行く」

「じゃあ、僕が行こうかな」

　そう言うとトニーは、バイブレーションソードを異い空くう間かん収しゆう納のうから取り出しながら前に出た。

　トニーは元々剣の扱いが上手いから、バイブレーションソードを作ってあげていたのだ。

「じゃあ、行ってくるよ。危なくなったらフォローよろしく」

「オッケー、頑張ってな」

「よし……行くよ！」

　トニーは風の魔法を身に纏まとい、高速で虎の魔物に突っ込んで行った。

　それに気付いた虎の魔物が回かい避ひ行こう動どうを取るが、トニーの方が速い。

　逃げ遅れた虎の魔物にバイブレーションソードを一いつ閃せんすると、虎の足が一本切り落とされた。

　その攻撃でバランスを崩した虎の魔物は上手く着地できずに倒れ、そこにトニーが炎の魔法で追撃をかける。

　倒れたまま炎の魔法を喰らった虎の魔物は動きが止まった。

　その隙すきを逃さず残った足をもう一本切り取り、そのまま首に向かってバイブレーションソードを下から振り上げた。

　すると、虎の魔物の首がズルリと落ち、その巨体が倒れ、トニーによる災害級の魔物単独討伐は完了した。

「……凄いわね……」

「ああ、全く危なげなく単独討伐してしまったな……シン以外が」

「でも、あれくらいなら私もできそう」

「そう思えてしまう事が異常なんですけどね……自分もできそうです」

「あれが普通に見えちゃう不思議！」

　マリアが素直に感想を言い、オーグは俺以外が災害級を単独討伐してしまったことに溜め息を吐いている。

　そして、リンとトールは自分にもできそうだとのこと。

　アリスも、トニーの戦闘を特別なものとしては認識していないようだ。

　皆も自分のレベルアップをようやく実感したみたいだな。

　まあ、荒野での訓練で魔法の威力を見ていた時から、これくらいできそうなのは分かってたけどね。

　だからこそ、こんな討伐に連れて来たんだし。

「本当にアンタ達は……とんでもない集団になったもんだね……」

「ほっほ、良いことじゃ」

　非常識な集団に頭を抱えるばあちゃんと、皆の実力アップが嬉しい様子の爺さん。

　ばあちゃんには悪いけど、まだレベルアップしてもらう予定だからね。

　そして、残りの面々も、単独での災害級の討伐を経験して、午前中の訓練が終わった。

　ちなみに、魔物ハンター協会で換金したところ、エクスチェンジソードのアイデア料が入ってきているトニー以外の平民組が小こ躍おどりしながら喜ぶくらいの金額が手に入っていた。




「お兄様、討伐の成果はどうだったですか？」

「ああ、私は虎二頭と熊一頭だな」

「虎!?　熊!?」

　エリーが大声で叫んだ、使用人さん達もザワついてる。

「ア、アウグスト様！　大丈夫でしたの!?」

「ん？　ああ……そうか、これが普通の反応だったな……」

　周りの皆が驚いていることに一瞬疑問を持ったオーグ。

　大分感覚が麻ま痺ひしてきてるな。

「どういう事ですの？」

「いや……初めは戸惑っていたんだが、全て単独で討伐してな。最後の方は誰が先に仕留めるか競争してしまった……」

「結局、僕が一番でしたね」

「トニー君はズルいよ！　剣も使えるんだもん！」

　確かにアリスの言う通り、バイブレーションソードを持ったトニーは災害級相手に随ずい分ぶんと活躍していた。

「あの……何を仰ってますの？　災害級の魔物なんて、軍隊が出動する案件じゃありませんか」

　災害級の魔物の討伐数を競い合ってるなど、外部の人間からしたら冗談にしか聞こえないだろう。

　案の定、エリーも不可解な顔をしている。

「そうです！　私でも知ってます！　軍のトラウマ製造機だって言ってたです！」

「それを単独討伐とか競争とか……」

「事実なんだからしょうがない。大分私達もシンに毒されてしまったな」

「アウグスト様がいつの間にか人外に……」

「そのシンと同じ扱いは止めろ！」












「非道くね!?」

　皆もいい感じで力を付けてきてる。この調子なら、なんとか魔人に遅れを取る事はなさそうだ。

　そんな皆の訓練の成果を実感しながら本日の訓練を終えた。

　ちなみに本日の魔法実験は浮遊魔法続編だった。

　俺一人ではなく、皆に浮遊魔法がかけられるかどうか。

　そして、それを制御できるかどうか試したのだ。

　その結果は……。

「シンお兄ちゃん！　楽しいです！」

「わはっ！　気持ちいいわね！」

「あははは！　凄い、凄い！」

　皆で空を飛びました。

　ようやく空を飛べたメイちゃんが大喜びしているが、マリアにアリス、そして他の皆も楽しそうにしている。

　今後の戦闘のために開発した魔法だけど、皆の娯ご楽らくのために使ってもいいかもしれないな。

　そんなことを考えていると、地上に下りてきたオーグから一つ指摘された。

「しかし、空を飛んでる間は声が聞こえないな」

「ああそうか。なんか考えとくわ」

　風の音が凄いからな。バイクで走行中に声が聞こえないのと同じか。

　新たな問題点も見つかって、成果は上々ってところでした。
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　そして、魔物の討伐を訓練に加えてから数日が経過した。

　小型、中型、大型、災害級と次々と討伐していき、討伐による報ほう酬しゆうもどんどん増えていった。

　その討伐報酬から、戦闘服の代金という事で皆からお金を貰った。

　俺は要らないと言ったんだけど、施しを受けるだけでは申し訳ないと強硬に主張され、結局口座の残高は元に戻った。

　むしろ魔物の討伐報酬も少なからず入っていたので、逆に増えた。

　前世では常にギリギリの生活をしていたから、大金を得てもなにして良いか分かんないんだよなあ。

　そんな事をアイリーンさんに言ったら、しょうがないなという顔をされた。

「経済的に余裕のある人に娘を嫁とつがせるのは、親としては好ましい事ですからね、シン君の資産が増えていくのは私としては願ったり叶ったりよ。もし資産運用に困ったら相談しにいらっしゃいな。こう見えても領地経営までしてる子爵家ですからね」

「はあ、ありがとうございます」

　そうだな。義理の親になる人達は、莫大な資産を運用する貴族なんだ。この手の相談にはうってつけだ。色々と相談させてもらおう。

「クロード夫人、シンにはこれから世界中に配備される通信機の利益も入ってくる。商会を立ち上げた方が良いと思うのだが」

「それもそうですね。シン君、導どう師し様さまのお知り合いで誰か商会の方いない？」

　資産運用について、そもそも何を相談しようかと考えていたら、アイリーンさんからそんな質問をされた。

「なんでばあちゃんなんです？　じいちゃんじゃなくて」

「アラ、シン君知らないの？　今世間に出回ってる生活用の魔道具は、ほとんど導師様が発明されたのよ？」

「それは聞いた事ありますけど」

「その利権は？」

「あ……聞いた事なかったです」

「導師様の発明品はそれこそ世界中に広まってるのよ？　個人で管理できるものではないわ。恐らくどこかの商会を通してるはずよ」

　確かにそうだ。

　ばあちゃんは、山奥で隠いん居きよしてた。自分が開発した魔道具の利権を管理する人がいて当たり前じゃないか。

「あ……だからトムおじさんなのかも」

「トムおじさん？」

「トム＝ハーグっていう、ハーグ商会の代表です。昔からよく家に来てて、昔じいちゃんに世話になったって言ってたんですけど、家に来てたのはじいちゃんじゃなくてばあちゃんに用事があったのか」

「ハーグ代表と知り合いなの!?」

　話を聞いていたアリスが声を上げる。

　そういえばアリスのお父さんってハーグ商会の経理担当だっけ。

「うん、言ってなかったっけ？」

「聞いてないよ！」

「ハーグ商会ですか。なるほど、確かにあそこは魔道具の種類も質も他とは一線を画かくする商会ですね。導師様の取引商会はそこでしたか」

　あ、なんかばらしちゃいけない事ばらしちゃった？

　そこへ温泉から上がってきたばあちゃんが通りかかった。

「ばあちゃんごめん、トムおじさんの事ばらしちゃいけなかった？」

「ん？　ああ、別に構いやしないよ。トムと取引がある事は別に秘密じゃないからね」

　良かった……アイリーンさんの口振りだと、ついに取引先を見付けた！　みたいな雰囲気だったから……。

「ンフフ、シン君って可愛いわねえ、からかい甲が斐いがあるわあ」

「クロード夫人も分かりますか。シンは思い通りの反応をしてくれるので、ついからかってしまうんですよ」

「分かりますわ殿下」

「ちょっと！　オーグ！　アイリーンさん！」

「ほら」

「ええ」

「え？　これも？」

　なんて事だ！　いつもからかってくるオーグにお義母さんまで加わったら弄いじられ放題じゃないか！

「もう、お母様、そのくらいにしてあげて下さい。シン君が可哀想です」

　シシリーが俺を援護してくれた。いいぞ！　頑張れ！

「アラ、ごめんなさい。旦那様をからかわれたらいい気はしないわね」

「旦那様……」

　なんて事だ！　真っ赤になってクネクネし始めた。シシリーまでお義母さんの術中に嵌まってる！

　速攻で戦力にならなくなったシシリーに愕がく然ぜんとする場面はあったが、クロード家の人達とは良好な感じで過ごしていた。

　結局、通信機についてはトムおじさんに指導を受けつつ、自分で商会を立ち上げた方が良いという結論に達した。

　まあ、まだ緊急連絡用にしか使われてないし、急ぐ必要はないんだけどね。
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　魔法の訓練をしたり、クロードの街で皆と交流を深めていたりする内に王都での婚約披露パーティーの日がやって来た。

　会場は王都にあるクロード家の屋敷で、クロード家の関係者とウォルフォード家の関係者を招いて婚約披露をするのだという。

　クロード家側は何人出席するのか分かんないけど、ウォルフォード家側は俺の誕生日を祝ってくれた面々に、担任のアルフレッド先生が加わるくらい。

　数が少ないけど大丈夫かな？

「本当に……何を言ってるんでしょうね、シン殿は……」

「数は少ないけど質が……」

　なんか、トールとマリアが呆れた声を上げてる。

「国王陛下に前ぜん騎き士し団だん総そう長ちよう、騎士団と魔法師団のアイドルに王都一の商会代表。本人は賢者様と導師様の孫。アルフレッド先生が可哀想」

「リンさんの言う通りですね。私なら出席拒否するかもしれません……」

「オリビアさんの言うことに私も賛成するわぁ。先生はフォローしてあげないといけないわねぇ……」

　ユーリまで先生をフォローしないととか言ってる。

　……そういえばそうか。森の家に来てた時は肩書きなんて知らなかったから、そんなに偉い人達だという感覚がないんだよなあ……。

　新たに加わったのはアルフレッド先生だけだけど、アルフレッド先生にはそんな肩書きはない。

　……大丈夫だよね？

　今日は研究会のメンバーも参加してくれるというので皆制服姿だ。

　そして、そろそろ着替えようかという時……。

　皆が集まってる部屋の扉がノックされた。

「はい。どうぞ」

　俺の返事で開かれた扉の向こうに立っていたのは、三人の男女だった。

「お兄様！　お姉様！」

　なんと、初めて会うシシリーのお兄さんとお姉さんらしい。

「おお、シシリー！　ひさ……」

「あーん！　シシリー久しぶりー！」

「また可愛くなったわねえ！」

　うお。お兄さんとおぼしき男性を押し退け、二人してシシリーに抱き着いた。

　セシルさんが言ってた通り、お義兄さんはお義姉さんに勝てないらしい。

　そんな熱ねつ烈れつ歓かん迎げいを受けたシシリーは。

「あぅ……お姉様……苦しいです……」

　シシリーと同じようにスタイルのいい二人の姉にサンドイッチされて苦しそうだ。

　アリスとリンは、自分の胸を触って溜め息を吐くんじゃない。

「久しぶりに可愛い妹に会ったのよ!?　ちょっとぐらい我慢なさい！」

「そうです！　その可愛い妹の婚約披露パーティーだなんて……お父様からお話を聞いた時、お姉ちゃんすっごく哀しかったんですからね！」

　うわあ……お姉さん方、シシリーの事超可愛がってる！

　これはあれか？　アンタなんかにはうちの可愛い妹は相応しくない！　って言われるパターンか？

「アナタがシン君？」

「は、はい！」

　ほら来た！

「ふーん……」

　うおお、見られてる。メッチャ見られてる！

　まるで値踏みするようにジロジロと見られた後、青い髪のお義姉さんの方が溜め息を吐いた。

「……はあ、私の超可愛い妹に手を出した男は、どんな奴だろうと難なん癖くせつけてやろうと思ってたのに……」

「賢者様と導師様の御孫さんで、イケメンでお金持ってて、賢者様を超える魔法使いだなんて……どこに難癖つけりゃ良いのよ……」

「あ、どうも……」

　青髪のお義姉さんだけでなく、金髪のお義姉さんも溜め息を吐きながらそう言った。

　おお？　なんかイベントを回避したっぽい！

　すると、その光景を見ていた爺さんとばあちゃんが、二人のお義姉さんに声をかけた。

「ほっほ、ウチの孫はどうじゃろう？　認めてもらえたかの？」

「当たり前さね。アタシの孫だよ？」

「え？」

「もしや賢者様？　導師様？」

「シンの祖父のマーリンじゃ」

「祖母のメリダだよ」

　爺さんとばあちゃんが自己紹介をしたら二人のお姉さんは直ちよく立りつ不ふ動どうになった。

「ご、御挨拶が遅れまして申し訳御座いません！　シシリーの姉でクロード子爵家長女のセシリア＝フォン＝クロードです！」

「お、同じくシシリーの姉でクロード子爵家次女のシルビア＝フォン＝クロードです！　御会いできて光栄ですわ！」

　青髪のお義姉さんがセシリアさんで金髪のお義姉さんがシルビアさんなのね。

　二人は、さっきまで俺を値踏みしてた視線とは違い、憧れと尊敬を含んだ目で爺さんとばあちゃんを見てた。

「ほっほ、孫のお嫁さんのお姉さんじゃ。そう固くならんと」

「そうさ、これから家族になるんだ。堅苦しいのはなしだよ」

「け、賢者様と導師様の家族……」

「ああ……夢じゃない？」

　なんか、感動に打ち震えているぞ。

　しばらくそうしていた二人は、シシリーに向かって改めて声をかけた。

「シシリー！」

「なんですか？　セシリアお姉様」

「良くやったわシシリー！　シシリーをお嫁に出すなんて考えられなかったけど……これは最高よ！」

「そうね！　最高の相手を見付けたわねシシリー！」

　大絶賛だな、二人とも。

　さっきの姿から豹ひよう変へんした二人を見ていると、突然こっちをバッと振り返った。

　あまりに急だったから、ビクッとしちゃったよ！

「シン君！」

「は、はい！」

「私は長女のセシリアよ。シシリー共々宜しくね！」

「私は次女のシルビアです。私も宜しくお願いしますわ」

「はい、こちらこそ宜しくお願いします！」

「アラ、性格も良さそうじゃない」

「そうね、どんな出会いがあったのか知りたいわ」

　さっきまでの可愛い妹を盗られたという視線から一変し、爺さんとばあちゃんの家族になれるという事で一気に祝福ムードに変わったお義姉さん達。

　爺さんとばあちゃんの名声が有り難いと思ったのは初めてだ。

　長女のセシリアさんはシシリーを成長させてアイリーンさんに至る途中って感じ。三人並ぶと成長の過程みたいで面白いな。

　次女のシルビアさんはセシルさん譲りの綺き麗れいな金髪のショートカットで、青い目もセシルさんにそっくりだ。

　二人ともシシリーに似てスタイルもいいし、美人だな。

　それより、どうしても気になる事がある。

「あの……」

「どうしたの？　シン君」

「なにか聞きたい事でも？」

「ええ、あの……そちらで蹲うずくまってる方は……」

　そう、さっき最初に部屋に入ってきてお姉さん方に押し退けられた男性……多分……いや間違いなく……。

「ロイスさんでは？」

「き、気が付いてくれたのかねシン君！」

「そりゃまあ……シシリーのお兄さんですし、気になりますよ」

「そうかい！　いやあ頼りになる義弟ができて嬉しいよ！　あ、私はロイス＝フォン＝クロード、クロード子爵家の長男だよ」

　お義兄さんは、こちらがその存在に気付いてあげると急に元気になった。

　……普段はお義姉さん達に相当虐しいたげられてるんだろうなあ……。

「シン＝ウォルフォードです。宜しくお願いしますロイスさん」

「こちらこそ！　そして賢者様、導師様、初めまして。クロード子爵家の長男、ロイス＝フォン＝クロードです。これから宜しくお願い致します」

「メリダだよ、こちらこそ宜しくねえ」

「マーリンじゃ。ロイス君」

「は、はい！」

「……君の苦労はよう分かる……頑張るんじゃぞ！」

「賢者様……う、ありがとうございます……」

　なにか感動の一場面みたいな事が起きてる。

　爺さんも、最近よく空気扱いされてるからなあ……シンパシーを感じてしまったのだろうか……。

　頑張れ爺さん！　ロイスさん！

「まったく、シンの周りはいつも騒がしいな」

「え？　ア、アウグスト殿下!?」

「な、なぜこんなところに!?」

「なんでもなにも、私はシンと同じ研究会のメンバーで二人の友人だからな。いてもおかしくはないだろう？」

「そ、そうなんですか？」

「あ！　申し訳御座いません！　殿下を無視するような事になってしまって……」

「ああ、気にするな。さっきも言ったが今日は二人の友人としてここにいるからな」

「二人をくっつけた張本人ですしねえ」

　エリーの言葉に、お義姉さん方は驚いた様子だ。

　そして、改めてオーグに礼を言いだした。

「そのような御ご尽じん力りよくを頂いたとは露つゆ知しらず、大変御無礼を致しました」

「そして、二人を仲介して下さった事、姉として御礼を申し上げます。ありがとうございます」

　その様子に慌ててロイスさんも膝をついた。

「で、殿下！　御挨拶が遅れまして申し訳御座いません。そして此こ度たびの事にも感謝を申し上げます。ありがとうございました」

　爺さんと随分と意い気き投とう合ごうしていたみたいで、慌ててオーグに挨拶にきた。

　そんなに意気投合したのか？

　空くう気き同どう盟めい……哀しい同盟だなあ……。

　俺達は着替えがまだなので、皆は会場の手伝いをしてくると言って部屋を出ていった。

「はあ……緊張しました」

「実のお兄さんとお姉さんなのに？」

「お姉様達には、私の相手を決める時は見定めてあげるって言われてましたから……シン君なら大丈夫って思ってましたけど、いざとなると……」

「まあ、なんて言われるか分かんないもんね」

「お爺様とお婆様のお陰ですね。アッサリ認めてくれました」

　お爺様、お婆様と呼ばれた二人はニヨニヨしてる。本当に嬉しそうだな。

　シシリーも着替えのために退出し、俺も着替えを終わらせる。




　いよいよ時間となり、着替えを終えたシシリーが部屋に戻ってきた。

　青いドレスは身内だけのパーティーの時より大人っぽくなり、フリルはほとんどなくなった。

　髪型は前と同じくアップにしており、アクセサリーは前回より豪ごう華かになってる。

　ほんのり化け粧しようもして、一層大人っぽく綺麗になったな……。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

　俺達は腕を組んでホールに向かう。

　爺さんとばあちゃんは後ろから付いてきてる。

　ホールで待っててもいいんだけど騒ぎになるかもしれないとの事で、俺達と一緒に登場する事にしたのだ。

　ホールに近付いてくると……うわ、凄い人数の気配がする。何人来てるんだ？

　なんかザワついてるし。

　あ、そういえばディスおじさんは？　まさかもうホールにいるのか？

『皆様、大変長らくお待たせ致しました。今回の主役二人の登場です。どうぞ温かい拍手でお迎えください』

　拡声の魔道具を通してクロード家の執しつ事じさんの声が聞こえ、ホールの扉が開かれた。

　なんか……前世で参加した先輩の結婚披露宴みたいだな。

　扉が開くと、大きな拍手で迎えられた。

　なんか花道みたいなのができてて、そこを通って行った先にセシルさんとアイリーンさんとディスおじさんがいた。

　やっぱりいた。そりゃザワつくわ。

　爺さんばあちゃんより、こっちを気にしろよ！

　自分を祝ってくれる席だというのに、突っ込みたい衝しよう動どうに駆かられて大変だ！

　爺さんとばあちゃんも保護者の列に加わり、ディスおじさんの言葉で式が始まった。

「この度のシン＝ウォルフォード、シシリー＝フォン＝クロードの婚約は、ディセウム＝フォン＝アールスハイドが立会人となりこれを承認するものとする。両家とも異論はないか？」

　ディスおじさんの言葉に黙って頷く爺さん達。

「それでは、両人の婚約を、ここに承認するものとする」

　その言葉に会場は拍手に包まれた。

「堅苦しい挨拶はここまでにしようか。それでは皆の者、グラスを持て。前途ある二人の将来を祝して……乾杯！」

『乾杯！』

　ようやく婚約披露パーティーが始まったのだが、それからが大変だった。

　シシリーを昔から知っている大勢の親戚の人が祝福していってくれたのだが、俺は初対面の人ばっかりだったので、精神的にグッタリしてしまった。

「よお、おめでとうさん。やっぱり付き合ってたか、お前達」

「まあ、あの様子を見てそう考えない者はいないでしょうからね。おめでとうシン、シシリーさん」

　知らない人達ばっかりでグッタリしてると、ようやく知ってる人が挨拶に来てくれた。

「ジークにーちゃん……クリスねーちゃん……」

「なんだ、グッタリしてるな」

「初対面の人ばっかりだから緊張しちゃって……」

「シンでも緊張する事があるんですね」

「クリスねーちゃんは俺をなんだと思ってるのかな!?」

「悪いシン、俺も思った」

「非道い！」

　クロードの街でのお祝いには仕事で参加できなかったジークにーちゃんとクリスねーちゃんが来てくれて、ようやく一息吐いた。本当に緊張しっぱなしだったよ。

　それから、しばらくジークにーちゃんとクリスねーちゃんの二人と話していると、もう一人の知り合いが声をかけてくれた。

「久しぶりだなシン。あの小さかった子が婚約するとは、私も歳を取る訳だ」

「あ、久しぶりミッシェルさん」

　俺の剣の師匠であるミッシェルさんだ。

「ふむ、変わらず鍛たん練れんしているようだな」

「まあ、今はこんな状況だからね。準備は怠おこたらないようにしないと」

「よろしい、いい心がけだ」

　鍛錬を継続していることに満足げな表情をするミッシェルさん。

　相変わらず脳のう筋きんだ。

　そんな脳筋な師匠に、シシリーを紹介する。

「あ、紹介するね、俺の婚約者になってくれたシシリーだよ」

「は、初めまして剣けん聖せい様さま！　シシリー＝フォン＝クロードと申します。この度シン君と婚約させて頂きました。これから宜しくお願い致します」

「初めましてお嬢さん、ミッシェル＝コーリングです。シンは赤子の時から賢者殿達と一緒に面倒を見てきたからね、甥のように接している。お嬢さんもそのように接してくれると嬉しいね」

「は、はい！　光栄です！」

　そういえばシシリー……っていうか研究会の面々とは初対面だったな。シシリーがメッチャ感動してる。

　騎士学院の生徒も、剣の師匠がミッシェルさんだと知ったら、超羨ましがってたし、そんなに凄い人だったんだな、ミッシェルさん。

　俺にとっては、ただのスパルタ脳筋師匠なんだけど……。

　そんなミッシェルさんとの地獄の特訓を思い出し、楽しそうに話しているシシリーの横で遠い目をしていると、もう一人の知り合いが来た。

「おめでとうございます、シンさん。お久しぶりですね」

「あ、トムおじさん、お久しぶりです」

　ハーグ商会代表のトムおじさんだ。

　今回は商会の件で用事もあったので、一番会いたかった人物だ。

「フフ、あの小さかったシンさんが婚約ですか……時が経つのは早いものですね」

「皆それ言うよね、自分では結構な時間が経ってると思うんだけど……」

「子供の内はそうですよ。それに他よ所その家の子は成長が早いというじゃありませんか。それに比べてもシンさんは成長が早かったですけどね」

「そんなに早かったんですか？」

　トムおじさんの話に興味を持ったのか、ミッシェルさんと話していたシシリーが話に入ってきた。

「おや、御挨拶が遅れまして申し訳御座いませんお嬢様。私はハーグ商会の代表を務めておりますトム＝ハーグと申します。どうぞお見知りおきを」

「シシリー＝フォン＝クロードです、こちらこそ宜しくお願い致します。それで、シン君は成長が早かったって仰ってましたけど、どういう事ですか？」

「ああ、私はマーリン様のお宅に日用品等を定期的に納めに行っていたんですがね……」

「え？　代表自らですか？」

「ええ。マーリン様とメリダ様は大恩ある御方。他の者に任せる訳にはいきません。それで、納品の度にシンさんに本を持って行っていたんですが……行く度に本の難解度が上がっていきましてな……本当に頭の良い子でした」

「へえ、そうなんですか」

「最終的には、魔法の最高研究機関である魔法学術院の論文まで読み始めて……しかもそれに対しての意見を求められるんです。あの時のマーリン様とメリダ様、それに陛下まで狼狽うろたえている様子は今でも忘れられません」

「そ、そんな事が……でも想像できますね」

「そうでしょう？　しかも訪れる度にそのレベルが上がっているんです。そりゃあ時が経つのが早く感じるものです」

　シシリーとトムおじさんが変な所で意気投合してる。

　違う世界に来たからね……知りたい事が一杯あって……だから時が経つのが遅く感じたのかな？

「あ、そうだトムおじさん、あとで相談があるんだ」

「おや、なんでしょう？」

「ええと……声をかけといてなんだけど、ここではちょっと……ばあちゃんに詳しい話を聞いてもらっていい？」

「ええ、良いですよ。早速行ってきましょうか」

　そう言ってトムおじさんはばあちゃんの所に向かった。

　あとはばあちゃんに任せておけばうまくやってくれるだろう。

　ちょっと憂うれいがなくなったなと思っていると……。

「……ウォルフォード……」

「わ！　ビックリした。どうしたんですか？　アルフレッド先生」

　なにかゲッソリした感じのアルフレッド先生が後ろに立っていた。

「どうしたもこうしたもあるか！　お前達の婚約披露パーティーに招待してもらえたのは嬉しいがな、なんで……なんでウォルフォード家の招待客なんだ！」

「え？　いけなかったですか？」

「……他の招待客は？」

「ええと……ディスおじさんにミッシェルさん、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんにトムおじさんかな？」

「そこになぜ俺が入る!?」

「え？　先生だから？」

「もうな……その面々と同列に並んでいるんだ……周りからの嫉妬の視線が痛いし怖い！」

　アルフレッド先生が泣きそうだ。

　いや、ちょっと目じりに涙が浮かんでいる。

　そんなに皆の視線が痛いのか……。

　先生には悪いことをしたかなと、ちょっと罪悪感が湧わいてしまった。

「あっれえ？　ウォルフォード家の招待客のアルフレッド先輩じゃないっすか？」

　だというのに、ジークにーちゃんは大声で先生を呼んだ。

　絶対ワザとだ。

「ジークフリード！　大きい声で名前を呼ぶな！」

「クク、良いじゃないですか。シンの担任なんですから、堂々としてれば」

「……気楽でいいな、お前は……」

「まあ俺は昔からシンの事、弟みたいに接してましたからね。招待されてないと逆に凹んでたとこです」

　ジークにーちゃんの言葉にこそばゆいものを感じたが、俺も兄のように接していたので、同じ気持ちだったと嬉しくなった。

「私も弟のように思ってますよ」

　クリスねーちゃんもそう言ってくれた。

「ありがと、クリスねーちゃん」

「どういたしまして」

　後半はそんな風にホッコリしながらパーティーは進んだ。

　アルフレッド先生は最後まで居い心地ごこち悪わるそうだったけど……。

　そして、そのあとはなんの問題もなくパーティーは終了した。

　……てっきり「お前はシシリーさんに相応しくない！」とか言う奴がいると思っていたんだけど、そんなイベントは起こらなかった。

　国王様公認だからな……。

　何人か、俺を視線で射殺そうとするくらい睨んできた奴はいたけど……シシリーのことを狙ってたんだろうな。

　そんなシシリーを婚約者にできたことに優ゆう越えつ感かんを感じていた。




　俺達の婚約披露パーティーが終わった翌日は、オーグの誕生日と立太子の儀式だ。

　儀式は王城の前にステージを造り、国民に公開で行われる。

　その際、婚約披露パーティーでクロード家の執事さんが使った拡声器……というか通信の魔道具の応用なんだけど、マイクとスピーカーを用意した。

　マイクには『音声送信』、スピーカには『音声受信』と『拡声』を付与した。

　昨日のパーティーでは、試運転がてらにそれを使ったのだ。

　あれには、招待客が結構ザワついていたと、ホールで待機していた皆が言っていた。

　そして、今の俺達は儀式の準備をしているオーグの控室に来ている。

「おお……オーグが王子様っぽい」

「あの……っぽいじゃなくて王子様です……」

　儀式用の衣装に身を包んだオーグを見てついそんな台詞を吐いてしまい、シシリーに修正されていた。

「……なんだろうな、皆の前でこういう格好をするのが恥ずかしくなってきたぞ」

「アウグスト様、シンさん達に毒され過ぎですわ……やっぱりそうなのかしら？」

「おおい！　昨日婚約披露パーティーまでしたでしょ！」

「……まあ、いいですわ。それよりアウグスト様、これからこういう機会は増えていくのですから、元の感覚を取り戻して下さいまし」

「ああ、分かっている」

　今日は皆制服ではなく、先日渡した戦闘服に身を包んでいる。

　実は一緒にステージに上がり儀式の様子を見る事になっているのだ。

　そして王城前は見渡す限り人で一杯になり、いよいよオーグの立太子の儀式が行われる。

　オーグが先にステージに現れ、その後から国王であるディスおじさんが現れると、会場のボルテージは最高潮に達した。

　ディスおじさん、人気あるんだ。

　そんなことを考えていると、ディスおじさんが、オーグに向かって問いかけを始めた。

『我が息子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドよ。汝なんじは王太子となりこの国のため、国民のために身を粉にして邁まい進しんする事を誓うか？』

『私はこの国のため、国民のために命を捧げる事を誓います』

『うむ、よく言うた。アウグスト、汝を王太子と認めよう。国民のために一層努める事を期待する』

『畏まりました』

　マイクを通してスピーカーから拡声された二人の言葉が広場中に響いた。

　ステージ前に集まった国民達から、大歓声があがる。

　そうして国民に祝福されながら立太子の儀式が終わろうという時、一人の兵士がステージ脇に駆け込んできた。

　息も絶え絶えで、全力で走ってきたと思われるその兵士は、他の兵士の制止を振り切って叫んだ。

「御報告申し上げます！　先程スイード王国から通信が入りました！」

　スイード王国とは、アールスハイド王国、旧帝国の両方に国境を接する、いわゆる周辺小国と言われる国だ。

　そこから通信が入り、兵士が血相を変えて飛び込んできた。

　それが示すことは……一つしかない。

「スイード王国に魔人が多数出現！　交戦状態に入ったとの事です！」

　予想通り、ついに魔人が行動を開始したとの報告だった。

「馬鹿者！　儀式の最中にそのような報告をするとは何事だ！」

　儀式の警護を担当している騎士さんが、その報告をした兵士さんを叱りつけるが、これは緊急事態だ。咎とがめられることじゃないぞ。

「よい！　その者を咎めるな」

　兵士さんを咎めちゃダメだろと思っていると、そう声がかかった。

　ただし、声をかけたのはディスおじさんではなく、オーグだった。

「殿下……」

「よく知らせてくれた。魔人出現の報はなにより最優先される情報だ。遠慮して報告が遅くなる事の方が問題だ」

　おお、オーグが王子様っぽい。

　それより、儀式の途中でマイクが起動したまんまだ。オーグの言葉がマイクを通して皆に聞こえてしまっている。

　集まった国民達は魔人の出現にざわつき始めた。

　不安に陥った国民を宥めようと、オーグはマイクを使って集まっている国民に話しかけた。

『皆、落ち着いて聞いて欲しい。たった今、隣国スイード王国に魔人が現れたとの報告が入った』

　オーグは、広場に集まった国民達に今報告が入った内容を説明し始めた。

　その言葉を聞いた国民は、一斉に息を呑のんだ。

『だが心配するな。魔人に対抗する手段を、我々はすでに持っている』

　そう言ってオーグは俺の顔を見た。

　その瞬間に理解した。

　これはパフォーマンスだ。

　ついに魔人が行動を開始した事に強い不安を持つ国民に、希望を持たせるための演出だ。

『シン！』

　オーグが大きな声で俺を呼び、それに応えてオーグの隣に並んだ。

『彼はシン＝ウォルフォード。私の友人であり、かの英雄マーリン＝ウォルフォードの孫であり、先日現れた魔人をすでに倒した新しい英雄である』

　オーグの話を、国民が固かた唾ずを呑んで聞いている。

『私は……いや我々はこのシンと共に研けん鑽さんを続け、ついに魔人に対抗するだけの力を得た！』

　オーグは俺以外の研究会のメンバーも後ろ手に手招きして呼び寄せた。

『我々は、すでに災害級の魔物を単独で討伐できるまでに成長した！』

「災害級を単独討伐!?」

　その言葉に、国民より兵士達の驚きの方が大きかったみたいだ。

『そうだ！　報告によると人工魔人は災害級とほぼ同じ強さらしい、そんな奴らに我々が遅れを取ると思うか!?』

　本当は災害級より少し強いくらいって報告したんだけどね。ほぼって言ってたし、噓ではないか。

『我々はすぐさまスイード王国に向かい魔人共を討伐してくる、安心するがいい！』

　そう言ってオーグは着ていた儀式用の服を脱いだ。

　その下にはすでに研究会の戦闘服を着ていた。

　なんで準備してんだ？

（シン、お前もなにか言え）

（お、俺も!?）

　なんで儀式用の服の下に戦闘服を着ていたのか問いただしたいと思っていると、思わぬ声をかけられた。

（それと、なにかチーム名を考えろ。研究会の名前じゃ不安が残る）

（今かよ!?）

　マイクがあるので耳に口を寄せて小声で囁く。

　なにかってなにを!?

　しかもこの場でチーム名まで考えろだと!?　いくらなんでも無む茶ちや振ぶりすぎるだろ！

『……皆さん安心して下さい。俺は魔人とはすでに対戦し、問題なく倒しています。ここにいる仲間たちは魔人と十分に対抗できる力を持っています。俺達……』

　えーっと、なににしよう？　究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かいだから……ダメだ！　これしか思い浮かばない！

『……俺達、『アルティメット・マジシャンズ』が必ず魔人を討伐してきます』

　うおお！　やっちまった！　なんだよアルティメット・マジシャンズって!?　もうちょっとなにかなかったのかよ!?　なにより痛々しいよ！

　発言してしまった事に大だい後こう悔かいをして、ステージ上で顔を真っ赤にしていると……。

『うおおおおおお!!』

　急に大歓声が起き、ビクッとしてしまった。

「クク、『アルティメット・マジシャンズ』か、中々いい名前じゃないか？」

「お、お前……」

「おっと誤ご解かいするな、そんなつもりじゃない。今回は本当に緊急だったのだ」

「本当かよ……」

「それより、派手に出陣するぞ。国民に希望を持たせるためにな」

「ああ、分かった」

　派手な出陣……となるとこれしかないか。

　俺は、全員に浮遊魔法をかけると宙に浮いた。

　全員で飛ぶ実験と練習をしといて良かった。

　皆、自分で風の魔法を使い位置を調整している。

　さっきまで歓声を上げていた皆は、その光景にもう一度言葉を失ったようだ。

『では……『アルティメット・マジシャンズ！』出陣!!』

『おお!!』

　全員で返答し、各々風の魔法を起動して出陣した。

　そして……後ろでは再度大きな歓声が上がっていた。

　……その名を大声で呼ばないで！













　時は魔ま人じんシュトロームが帝国を滅ぼす前まで遡さかのぼる。ブルースフィア帝国がアールスハイド王国に攻め込むとあって、各街に駐ちゆう留りゆうしていた帝国軍を中央に召しよう集しゆうし、しばらくが経過した頃。

　帝国国内では、ある変化が訪れていた。

　帝国にある街の食堂で、魔ま物ものハンターと思われる男性が愚ぐ痴ちを零こぼしていた。

「近頃、めっきり魔物の数が少なくなっちまってよ。これじゃあ商売あがったりだぜ！」

「そんなに少なくなっているのか？」

「ああ。前までは、ちょっと森の奥まで行きゃあいくらでもいたのに、ここ最近じゃ成果なしの日だって珍しくねえ」

　知り合いであろう食堂の店員に、飯の種が少なくなったことをぼやくハンター。

　ハンターにとっては、魔物の数が少なくなることは死し活かつ問もん題だいだが、一般市民にすれば、脅きよう威いが少なくなることで歓迎すべき事態だ。

　そして、そういうことなら今回の軍の行動も納得ができる。

「だから中央は、駐留軍を全員召集したんだな」

「だろうな。こんだけ魔物の数が減ってるのに、軍に討とう伐ばつされたんじゃ、本当に転職を考えなくちゃいけねえからな」

　ハンター達だけで十分対処可能。

　そう判断したからこそ、帝国中央は軍を全て召集し、アールスハイド王国への侵しん攻こうを決意したのだろう。

　正直、帝国の国土が増えても、平民達になにか恩おん恵けいがある訳ではない。

　戦争の行方ゆくえに興味のない平民達は、魔物が少なくなっていることの方に興味を引かれていた。




　そして、次の変化が訪れていた。

　街に入ってくる人間の数が少なくなり始めたのだ。

　ハンター達は一つの街を拠きよ点てんとすることが多いため、あまり行き交うことはないのだが、商人は別だ。

　なぜなら物の販売や仕入れで、少なくない往来がある。

　その商人達の数が減っているのだ。

　そして入ってくる物資が少なくなるということは……。

「あら？　もう売り切れ？」

「ああ。すまねえな奥さん。最近入ってくるモノが少なくてな。これでも最大限に仕入れたんだ」

「ええ？　そうなの？　……しょうがないわね」

「明日は、もうちょっと早く来てくんな。そうすりゃ少しは残ってるだろうよ」

「そうね。そうするわ」

　帝国が王国と戦争を始めてから数週間。

　帝国中の街のあちこちで聞かれ始めた会話である。

　全く入ってこない訳ではないが、確実に少なくなっている物資。

　なぜ入ってこないのか。平民達には知る由もない。

　しかし、商品の管理をしている商人達にとってはたまったものではない。

「おい！　今日到着予定の荷物は届いたか!?」

「いえ……先日納入予定の荷物も半分以上が未納入です」

「くそっ！　なにがどうなってやがる！」

「戦争で物資が徴ちよう収しゆうされたとか……」

「……それはありうるか。しかし、ウチはそんな話を聞いていないぞ？」

「確かに……あの中央の貴き族ぞく様さま達たちが一部の商会をお目こぼしするとも思えませんね。やるなら全ての商会から徴収するでしょうし」

「すでに一度やられたからな」

　戦争が始まる前。帝国全土から食料や物資が掻き集められた。

　その際、国家への貢こう献けんと称しようし、帝国中の商会からほぼ無む償しようで物資の徴収が行われた。

　その時の貴族の態度を思い出し、嫌そうな顔をする商人。

　しかし、そうすると変である。

　どうも徴収がかけられた訳ではなさそうだ。

　だが、入ってくる物資は確実に減っている。

　物資搬入の商隊が、魔物に襲われた？

　いや、魔物の数は、ハンターが嘆なげくほどに減っているはずだ。

　ならば途中で魔物に襲われた訳でもなさそうだ。

　となると、なにか？

　ライバルの商会の妨害かとも思ったが、物資が入ってこないのは一つの商会だけではない。

　街中の商会に物資が入ってこないのだ。

　理由が分からない。

　けれど物資は入ってこない。

　商人は、同じく物資が入ってこない他の商人達に声をかけてみることにした。

　共同で資金を出し合い、暇を持て余しているハンター達に、物資が入ってこない理由を調査してもらうために。




　この時すでに、帝国軍はシュトロームの手により全滅し、帝都は陥かん落らくしていた。

　しかし、帝国にある各街には、その情報が入っていなかった。




　ハンター達に調査を依頼してからさらに数週間が経過した。

　仕事のなくなったハンター達は、二つ返事で今回の依頼を受け意い気き揚よう々ようと調査に乗り出したのだが……。

　一向に調査報告が上がってこない。

　それどころか、ハンター達が戻ってこない。

　商人達はいよいよ焦りだした。

　調査のために送り出した、歴戦のハンター達が戻ってこない。

　さらに軍隊もいない。

　なにかが起こっているのに、理由も分からず、ましてや解決策など見つからない。

　そうこうしている内に、街に入ってくる物資はますます少なくなってきている。

　街に辿り着いた商隊の人間に話を聞いても、全く理由が分からない。

　街道は至し極ごく平へい和わで、魔物の一匹も出なかったというのだ。

　そして、その街道には商隊の残ざん骸がいもなかったとのこと。

　商人達はますます混乱した。

　魔物に襲われたなら、商隊の馬車や荷車の残骸が散乱しているはずだ。

　それがないとなると、商隊はどこへ行ってしまったのか？

　そんな商人達の様子に、商隊の人間が声をかける。

　曰いわく、自分達の街も、この街と同じ状況になっているとのこと。

　とにかく入ってくる物資が少ないため、そう遠くないうちに街中の物資が枯こ渇かつするだろうと見られている。

　そうなる前に原因を調査する意味も含めて、道中を旅してきたこと。

　しかし、理由が全く分からなかったことを告げた。

　久々の商隊の到着に集まっていた商人達は、一様に口を噤つぐんだ。

　なにか理解し難い事態が起こっているのは間違いない。

　しかしその理由が全く分からないので、恐ろしさを覚えたのだ。

　わずかばかりの情報交換を終えた商隊は、自分達の街で枯渇し、この街で余っているモノを少しでも多く掻かき集あつめて、元の街に戻っていた。

「これは……いよいよ私達だけではどうにもならなくなってきたぞ」

「どうする？　領りよう主しゆに事態の収拾を依頼するか？」

「動くと思うか？　あの私し利り私し欲よくの貴族様がよ」

「動いてもらわんと。自分の生活にも支障をきたすぞ」

「はあ……気が進まんが……」

「行くしかないか」




　街の商人を代表して何人かが領主の館に現れた。

　門番に事情を説明し、領主に取り次いでくれるようにお願いするが、領主側から返ってきた返事は一つ。

「自分達で解決せよ」

　門番からそう言われた商人達は、一瞬自分の耳を疑った。

　今まで色々と手を尽くして、それでも解決できなかったから国を頼ろうとやってきたのである。

　それに対しての返事がこれとは……。

　商人達は呆あきれ、そして怒りに顔を歪ゆがませた。

　そっちがその気ならこちらにも考えがある。

　内心で決意をした商人達は領主の館を後にした。




「おい！　なんだ、これは!?」

　数日後、領主の館にてこの街を治める貴族が食事を取ろうと食卓に着いたところ、テーブルに乗せられた料理を見て突然声を上げた。

「申し訳ございません。なんでも、物資が不足しているとのことで、食材の調達が思うようにいかなかったもので……」

「言い訳など聞きたくないわ!!　最も優先すべきは、我々選ばれた民である貴族の生活であろうが！　街中から物資を集めてこい！」

「しかし、そうすると領民の生活が……」

「貴様……貴族である我と、平へい民みん風ふ情ぜいを天てん秤びんにかけようというか!?」

「……かしこまりました。街中より物資を掻き集めてまいります」

「ふん！　最初からそうしておればよいのだ！　まったく……」

　ブクブクと肥え太った領主は「選ばれし民である我をなんと心得るか」とブツブツ文句を言っている。

「お父様あ、これだけじゃ足りないよう」

　父親と同じように肥ひ満まんしている息子が、料理の量が足りないと文句を言う。

　使用人たちは、いつもより少ないとはいえ平民達の平均的な食事量より大分多いその食卓を見て、これでも足りないのかと、内心で罵ば声せいを浴びせる。

　むろん声になど出さない。

　出せば即刻手打ちにされることは明白だからである。

「おお、すまんな。愚ぐ図ずな平民どもが出し惜しみなどしよるから食材が足りんらしいのだ。今回だけは我慢しておくれ」

「ええ？　平民なんか放っておいて、全部掻き集めればいいのにい！」

「はっは、そうはいかん。最低限生かしておいてやらねば我らに貢みつぐことができないだろう？」

「そっか！　さすが父上！」

「うむ。よく覚えておけよ。平民は生かさず殺さずだ」

「はい！」

　反へ吐どが出そうな思いをしながら使用人たちは黙ってそのやり取りを聞いていた。

　領主命令により備び蓄ちくされていた食料すら徴収され、街にある食材は尽きかけようとしていた。そして、とうとう僅わずかばかり来ていた商隊や、近きん隣りん農のう村そんからの食糧の運うん搬ぱんが完全に途絶えた。




「おい！　ここにあるパン全部くれ！」

「なに言ってんだ！　今は小麦粉が入って来ないんだ、一つの家庭に売れる数は決まってるんだよ！」

「んな事、知った事か！　ウチは家族が多いんだ！」

「そんなもんウチも同じだよ！　皆我慢してんだ、わがまま言ってんじゃないよ！」

「んだと？　ババア！」

「なんだい！」

　街のアチコチでこのような争いが起こるようになり、人々は食料不足による体力の消しよう耗もうだけでなく、精神的にも疲ひ弊へいしていった。

　街のいたるところに、食料を手に入れられずグッタリと座り込んでいる人達がおり、中には死んでしまっている者も少なからずいた。

　誰もかれもが動く気力を失い、労働力として人が機能しなくなっていた。

　そうなると、当然のように街は荒れ食料を奪い合うようになる。

　しかし、そんな事態になろうとも領主は一切動かない。

　いや、街中から物資を掻き集めようとしても、自分達の豊かな生活を守るためには心こころ許もとない量しか集まらなかったため、中央に支援の要よう請せいはしていた。

　ただ、その返事がこないのである。

　自分達が苦しい思いをしているのに、領主は贅ぜい沢たくな暮らしをしている。

　今までも貴族の振る舞いに辟易していた平民達は、いよいよ領主である貴族達に対して、怒りではなく、怨うらみまで持つようになった。

　街では、領りよう主しゆ館かん襲しゆう撃げきの計画が至る所で話し合われるようにもなっていた。




　そんな様子を、街の建物の中で一番高い建物の屋根の上から眺ながめている人影があった。

「自分達で仕掛けておいてなんだが、醜みにくいものだな」

「そうですねゼスト様。しかしシュトローム様の作戦は見事ですね」

「ああ。街に入る人間や物資を少しずつ減らしていき、街の人間を飢うえさせる。そうすれば、あとは勝手に憎しみあって自滅してくれる……か」

「私、初めて山賊の真似事をしましたけど、魔人とは凄すごいですね。商隊を丸ごと全滅させた上に隠いん蔽ぺいまで簡単にできましたよ」

　ここにいたのは、帝国の諜ちよう報ほう部ぶ隊たいにいたゼストと、その部下達である。

　彼らの言葉通り、この事態はシュトロームの発案により彼ら元諜報部隊の手によって人じん為い的てきに引き起こされたものであった。

　街は、それ一つでは完全に機能しない。

　他の街と、足りない物を補完しあい、農村から食料を買い上げ、物資のやり取りをすることで街は機能していく。

　その物資の流れを彼らは少しずつ減らしていったのだ。

　少しずつ飢えていく街。

　ハンターなどの出入りも彼らの手によって阻まれたため、情報も入ってこない。

　さらに商隊が到着しても、道中に不審な点がないため、対策の取りようがない。

　そのため物資も入らず、情報も入らず。

　食料不足により、少しずつ体力を奪い。

　情報不足により、不安を増大させ精神的にも疲弊させていく。

　シュトロームの取った策は、あまりに苛か烈れつなものであった。

「それにしても……これだと平民まで巻き込んでしまいますね」

「そうだな。しかし、シュトローム様の命令は『全て』の帝国国民を苦しめ根絶やしにすることだと聞いている」

「『全て』ですか……」

「自分は貴族には恨みや怒りがありますが、さすがに平民までというのは……」

「ならシュトローム様に直じき訴そしてみるか？　平民は助けてやってくださいと」

　ゼストからそう提案された部下は、凄い勢いで首を横に振った。

「と、とんでもない！　魔人の王であるシュトローム様からは、一切の慈じ悲ひの心が失われてしまっているんでしょ!?　そんなこと言ったら、あっという間に殺されちゃいますよ！」

「なら、黙って命令を実行しろ」

「はっ！　了解しました」

　平民まで巻き込んで帝国に住まう全ての人間に絶望を与えようとしているシュトロームの策に、背筋に冷たいものが走る感覚を覚えながらも、作戦を実行していく元諜報部員。

（シュトローム様の過去に、一体何があったんだろうな……）

　シュトロームによって魔人化した彼らは、そんな疑問を持つようになった。




　そんな魔人達によって街が疲弊していき、とうとう領主館への襲撃を実行しようとしたとき、それは起こった。

「ま、魔物だ！　魔物の集団がこっちに向かってるぞ！」

　城じよう壁へきの上にいた見張りが魔物の襲撃を叫びながら走ってきた。

「なんだと!?」

「クソッ！　これから領主に襲撃を掛けようとしていたのに！」

「馬鹿野郎！　それどころじゃねえだろ！」

「おい！　ハンターは？　ハンター達はどこにいるんだよ!?」

「調査に出たっきり戻ってきてねえよ！」

　魔物の襲撃とあって、その討伐を生業なりわいとしているハンター達を召集しようとするが、そういえばここのところハンター達の姿を見ない。

　ハンター達は、一向に情報が入ってこないことに不安を覚えた商人達によって出された、情報収集の依頼を受けて街の外に出て行っており、その誰もが帰ってきていない。

　帰ってこないハンター達にさらに不安を増した商人達によって、次々と調査依頼が出され、ハンター達はそれを受け、そして帰ってこない。

　そんなことを繰り返すうちに、とうとう街にハンターがいなくなってしまっていた。

　そのことに気づいた街の住民はパニックに陥る。

「ハンターまでいなくなって、どうすんだよ!?」

「アンタ達、男でしょ!?　魔物を退治してきなさいよ！」

「できる訳ねえだろ！」

「じゃあどうすんのよ!?」

　街のあちこちで混乱が起きる。

　お前が行ってこい、いやお前が。

　食料不足が長く続き、精神が疲弊しきった住民達は、簡単にその醜い心の内を晒さらしていく。

　そんな醜いやり取りをしている住民達を、先日ゼスト達がいた高い建物の上から、楽し気に眺めている者がいた。

　銀髪に赤い目。

　魔人達の首魁である、オリバー＝シュトロームである。

「クックック。いやあ、醜いですねえ。そう思いませんか？　ミリアさん」

「そうですね。人間とは、こうも簡単に醜い心の内を晒してしまうものなのですね」

「まあ、そうなるように仕向けたんですけどね。いや、しかし。こうまで簡単に踊ってくれると、楽しいを通り越して、いっそ憐あわれに思えますねえ」

　シュトロームほど平民に対して非情になれないミリアは、最初から憐れに思っていたのだが、それでも楽しそうなシュトロームの前とあって、それを口に出すのは自重した。

　そして、やはりミリアも疑問に思う。

　貴族はともかく、なぜ平民までこんなに苦しめるのだろうか？　と。

「さて、そろそろ行きますか」

　パニックになり、喧けん噪そうに包まれる街を楽し気に見ていたシュトロームは、ついに行動を起こした。

　拡声の魔法を使い、街全体に声が行き届くようにしたところで、街の住人に対して話しかけた。

『やあ皆さん、御機嫌いかがですか？』

　飢えと情報不足により、肉体的にも精神的にも疲弊しきった住民達を嘲あざ笑わらうかのような声が街中に響いた。

『私の名はオリバー＝シュトローム。突然ですが、この街にいる住民の皆さんにご提案があります』

　魔物の襲撃にパニックに陥おちいっている街の住民達は、突然の声にさらなる混乱を起こしながらも、街中に響くその声に耳を傾けていた。

『この街の中に、貴族に対して強い怨み、憤いきどおりを感じている者はいませんか？　貴族をこの手で殺してやりたいとそう思うほど憎んでいる者は。いたならば……そうですね、この街の南側の門前まで集まって頂けませんか？　貴族を打だ倒とうする力を与えましょう。期限は今から一時間です』

　街中に響いていた声はその言葉を最後に突如途切れた。

　その布告を聞いた街の住民達はなにがなんだか分からなかった。

　横おう柄へいで横おう暴ぼうな貴族に不満を持たない住民などいない。

　しかし殺してやりたい程憎んでいるかと言われると……。

　今回のことで、そう思う住民は少なからずいるとは思うが、得体のしれない者のよくわからない問いかけを信用できなかった住民達は戸と惑まどい、街から逃げ出そうとした。

　だが……。

「駄目だ！　今門を開ける訳にはいかない！」

「なんでよ!?　アンタも聞いたでしょ!?　あんな得体のしれない奴が現れたんだから逃げないと！」

「そうだ！　あの変な声のあと、魔物は攻めてきてない！　逃げるなら今のうちだろうが!!」

「その魔物が！　街の外に溢あふれているんだよ！」

　その門番の言葉に、言葉を失う住民達。

「見てみるか!?　本当に魔物で溢れかえっているんだ！　こんな状態で門を開けるなんて自殺行為なんだよ！」

「じゃあ！　じゃあどうすんだよ！」

「逃げる所なんてないんだよ！」

　そんなやり取りが、貴族に恨みを持つ者は集まれと言われていた南門以外の全ての門で行われていた。

　そして、さらなる絶望を味わっていた。




　一方その頃の南門には、シュトロームの呼びかけに応えた、数人の住民達が集まっていた。

「フム、意外と少ないですね」

「シュトローム様、やはりあの方法では住民に警戒心を抱かせてしまうのでは？」

「別に構わないでしょう。人を集めるのが目的ではないのですから。これでこの街の住民達はさらなる混乱と絶望を感じられるでしょう？」

「出過ぎた事を申しました。お許し下さい」

「フフ、構いませんよ」

　ミリアの言葉に楽し気に応えるシュトローム。

　集まった住民達は、実に楽しそうな表情を浮かべて自分達に絶望を与えようというその男に、今さらながら警戒心を持っていた。

　しかし、憎い貴族を打倒できる力を得られるならどんな怪しい奴の仲間にでもなってやると、この場を去る者はいなかった。

　そんな住民達を見て、シュトロームはさらに上機嫌になる。

「さて、皆さんは本当に貴族を打倒したいと思っていますか？」

　試すかのようなその問いかけに、集まった住民達の中から一人の男が歩み出た。

「俺は……恋人をこの街の貴族に取られた……そして、飽あきたからという理由で帰ってきた……遺体となってな！　アイツを……この手で殺してやりたい！」

　貴族が気に入った平民の女を性奴隷として召し上げていくことなど、この国では日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。

　とはいえ、当事者にしてみればたまったものではない。

　その男も恋人を貴族に召し上げられ、しかも殺されて返された。

　その怨おん念ねんたるや、まさに血の涙を流しそうである。

　一人が貴族への怨念を口にすると、それに後押しされたのか、今度は女が歩み出た。

「私は父を殺されました。なにもしていないのに……ただ視界を横切ったという理由だけで！　父を失った私達家族がどんな苦労をしてきたか……アイツに思い知らせてやりたい！」

　一人が口火を切り、その後に続く者がいると、もう後は止まらない。

　そこに集まった全員が、口々に貴族への恨みを口にし始めた。

「フフ、いいですね、その憎悪。そのまま貴族を憎んでいて下さいよ？」

　シュトロームは貴族への恨みつらみを述べる住民達を楽しそうに眺めたあとにそう言うと、手に黒い魔ま力りよくを集め始めた。

　そしてその黒い魔力を、貴族への憎悪を募つのらせる者達の胸に押し込める。

「ウ、ウガアアア！」

「ア、アアアアア！」

　胸に黒い魔力を押し当てられた住民達は、途端に苦しみ始めた。

　シュトロームは、そんな悶もん絶ぜつしている住民をよそに、次々とその場にいた全員に黒い魔力を押し当てていく。

　黒い魔力を身体に押し込められた住民達はしばらく悶絶していたが、やがて落ち着きを取り戻し自分の体に力が……魔力が溢れているのを感じ取った。

「こ、これは……」

「フフ、どうです？　これならその貴族を殺せるでしょう？」

「ああ、凄いわ……今ならなんでもできそう……」

　そう言って振り向いた彼らの目は赤く染まり、魔人と化していた。

「さて、一時間経ちましたね。それでは貴方方は領主館を目指して下さいね。キッチリ止めを刺してくるんですよ？」

「はい！」

「かしこまりました」

「よろしい。それでは……」

　威い勢せいよく返事をする新たな魔人達に満足そうな返事をしたシュトロームは、空に向かって魔法を放った。

　すると、街の上空で爆発の魔法が炸裂した。

　まるで花火のように打ち上がった魔法を、住民達は呆ぼう然ぜんと見ていた。

　魔法が炸裂したあと、住民達が息を呑のんでその光景を見つめていたため、水を打ったような静けさが広がっていたが、それは突然破られた。

　激しい爆発音と共に東西南北の門が魔法によって破られ、魔人や魔物が雪崩れ込んできたのだ。

「ウワアアアア!!」

「キャアアアア!!」

「イヤアアアア!!」

　雪崩れ込んできた魔人と魔物によって住民達は蹂じゆう躙りんされていく。

「フフ、いい光景ですねえ」

　街が蹂躙されていく様子を、シュトロームは城壁の上から満足そうな顔で眺めていた。

　そこで繰り広げられたのは、帝都で行われたのと全く同じ地じ獄ごく絵え図ず。

　ある者は爪によって切り裂かれ、またある者は生きたまま喰われた。

　食しよく糧りよう不ぶ足そくにより逃げる体力も奪われていた住民達は、次から次へと魔物と魔人の手によってその人生を終わらせていった。

　そんな住民達が蹂躙されている様子をしばらく見ていると、遠くに見えていた領主館に火の手が上がるのが見えた。

「フム、あちらもうまくやったみたいですね。領主館を封ふう鎖さしてこの街の貴族を逃がさないようにしておいて良かったですね」

　シュトロームは街中に布告を出したそのあと、この街の貴族が逃げられないようにゼスト達元諜報部隊の手によって領主館を封鎖していた。

　今頃、新たに魔人にした者が領主である貴族を追い詰めていることだろう。

　フワリと城壁から浮き上がったシュトロームは、領主の館へと向かった。

　辿り着いた領主の館には、無残な肉塊となった門番、上半身がどこかへ行ってしまった護衛兵、使用人の遺体が散乱していた。

　領主以外は魔人と同じ平民なのだが、膨ぼう大だいな魔力を手に入れて新たな魔人となった人々は破は壊かい衝しよう動どうが抑えられず、なんの躊ちゆう躇ちよもなく使用人達まで手にかけていった。

　そして魔人達は、貴族の家族を取り囲み、ジワジワと痛めつけているところだった。

「いぎっ！　ギ、ギザマァァ!!　この私にこんなことをしてタダで済むとおもっているのか!?」

　手や足を魔法で打ち抜かれながらも虚勢を張る領主。

　痛みに耐えながらもそんな態度を取れる辺り、よほど自身が貴族であることの矜きよう持じが大きいようである。

　しかし、魔人となった元住民達の心には届かない。

　むしろ、ニヤニヤと薄ら笑いを浮かべ、領主以外の家族、妻や子、妾めかけ達たちまで魔法で攻撃をし始めた。

「ギャアア!!　痛い！　痛いよ！　父上え！」

「やめて！　ああ!!　痛い！　足が！　足があっ!!」

　女性や子供をいたぶり、それでも彼らの心は痛まない。

　むしろ、この声が聞きたかったとばかりに、攻撃の手を増やしていく。

「はいはい。遊んでいないで、そろそろ仕留めましょうね。この後もやることは沢山あるんですからね？」

　まるで引率の教師が、生徒を窘たしなめるかのような口調で新たな魔人達に声をかける。

　そして、その声でようやく攻撃が止むと、ここぞとばかりに領主が魔人達に罵声を浴びせ始めた。

「貴様ら！　この私にこのような仕打ちをしてタダで済むと思うなよ!?　皇帝陛下が必ず私を助けにきて下さるのだからな！」

　この期に及んで、まだ自分が助かると思っている領主に、その場にいた者は呆れ、そしてその滑こつ稽けいさに笑いが起きた。

「な、なんだ！　なにが可笑しい!?」

「いやあ。貴方、まだ助かる気でいるのですか？　助けに来る皇帝すらいないのに？」

「な、なにを言っているのだ!?　皇帝陛下は必ずや助けに来て下さる！　貴様らのような下げ賤せんな輩やからには分からない絆きずなが、我ら帝国貴族にはあるのだ!!」

　領主のその言葉に、シュトロームは笑みを失った。

　そして、魔人達を下がらせ、領主の胸むな倉ぐらを摑つかむと、仰向けに地面に押し倒した。

「ぐはっ！　き、貴様！　なにを……」

「下賤と言ったか？　この木っ端貴族が」

「な、なにを？」

「帝国貴族には絆があると、そう言ったな」

「あ、ああ！　それがどうした!?」

　異様な迫力をもって迫るシュトロームに、領主は気け圧おされながらも言い返した。

　そして、シュトロームはその領主に向けて顔を近付けた。

「その絆とは……ヘラルドを皇帝にするために、とある貴族を嵌はめた絆か？」

「っ！　き、貴様！　なぜそれを!?」

「やれやれ、もう忘れたのか？」

「……はっ！　ま、まさか!?　あぐぅっ！」

　誰も知らないはずの秘密を言い当てられ、領主は激しく動どう揺ようした。

　そして、間近に迫るシュトロームの顔をじっと見ていた領主は、あることに気付いた。

　なにかを口走りそうになった領主の口を、シュトロームは摑んで閉じさせた。

「やれやれ、ようやく思い出したか。そんな私がだよ、ヘラルドをそのまま放置していると思うかい？」

　先程までの凄みはなくなったが、その口から出てくる言葉は絶望すら感じる内容だった。

「ま、まさか……まさか貴様！」

「その通り。ヘラルドは真っ先に始末させてもらったよ」

「そ、そんな……それでは、我が帝国は……」

「貴方の想像通りですよ」

　皇帝が自分を助けてくれると思っていた領主は、すでにその皇帝が討たれていることに絶望を感じた。

　これが並みの相手であれば、そんな言葉は鼻にもかけなかったであろう。

　しかし領主はシュトロームの正体に気づいた。

　帝国皇帝であるヘラルドを誰よりも怨んでいるであろう人物。

　その人物がヘラルドを始末したと言った。

　信じたくないが、信じざるを得なかった。

　ようやく領主の絶望した姿を見ることができたシュトロームは、満足したのか胸倉を摑んでいた手を離した。

　そして……。

「もういいですよ。始末して下さい」

「ま、待て！　待ってくれ！　スト……ギャアアアア!!」

　今までの嬲なぶるような魔法ではなく、必殺の威力が込められた魔法が放たれ、なにか言い縋すがろうとした領主はあっという間に消し炭にされてしまった。

　残る家族も同様に始末され、街には魔人と魔物以外生きている者がいなくなってしまった。

「フフ。これでまた一つ、街がなくなりましたねえ。フフフ、アハハハハ!!」

　街に住む人間を完全に根絶やしにする。

　その異常ともいえる成果に、笑いが抑えられないシュトローム。

　そんなシュトロームを、魔人達は尊敬と畏おそれの目で見つめていた。





　　　　　◆






　シュトロームは一気に街を蹂躙させることなく、ジワリジワリと住民や領主達を苦しめ、その肉体も精神も限界に達した頃合いを見み計はからって街を襲撃していった。

　しかしシュトロームは住民達が領主の館を襲撃することだけはさせなかった。

　自分の手で領主を討ってしまうと、それで満足してしまい、手て駒ごまとなる魔人が手に入らなくなるからである。

　こうして一つ一つ、街全体に絶望を与え、襲撃していき、ついには帝国中にある全ての街や村を滅亡させていったのである。

　最後に残った街を殲せん滅めつした後、シュトロームは、高らかに哄こう笑しようした。

　その姿を見た魔人達の反応は二つに分かれた。

　ついに本ほん懐かいを遂げたシュトロームのことを我がことのように喜ぶ者。

　そして、帝国が終われば、次の目標があるはずと、未来に思いを馳はせる者。

　そんな中、ひとしきり笑い終わったシュトロームは、ポツリと呟つぶやいた。

「さて……この後どうしましょうか？」





　　　　　◆






　シュトロームの手により、帝国は滅亡した。

　街が破壊され、領主が討ち取られただけではない。

　文字通り、帝国国民の全てが滅亡したのである。

　そんな歴史上、最も苛烈で残ざん虐ぎやくな行為が全て完了した後、魔人達は旧帝都にある元帝国城に集まっていた。

　集まった魔人達は、気分が高こう揚ようしていた。

　シュトロームがこだわっていた帝国は滅亡させた。

　なら次は？

「なあ、いよいよだな！」

「ああ、時間はかかったが帝国は全て掃そう討とうした。俺達に敵かなう奴などいないさ。これはいよいよ世界統一の布ふ告こくが為なされるぞ」

「そうだよな！　いやあ楽しみだな！　おい！」

「まったくだ」

　俺達が世界を統一する。俺達の力なら必ずできる。それを実行するための力を手に入れた。

　虐しいたげられていた帝国の平民達は力を得て増長し、今まで見られなかった夢を見るようになった。

　その新たに得た野望がもうすぐ布告される。

　そう期待して待っていると、ようやくシュトロームがミリア、ゼストを伴って謁えつ見けんの間に現れた。

　シュトロームは魔人達の間を通って玉座に向かって歩いて行く。

　それを見送る魔人達の目には尊敬と期待が込められていた。

　シュトロームは、そんな視線を受けながら歩いて行き、そして以前は皇帝が座していた玉座に腰を下ろした。

　いよいよ布告が為される。

　そう期待した魔人達の希望は……次に発したシュトロームの言葉によって打ち砕かれた。

「さて、皆さんの働きのお陰で無事帝国を滅亡に追い込むことができました。これは大変に喜ばしいことです」

「おおお！」

　シュトロームの言葉に、声をあげる魔人達。

「それは喜ばしいんですが……」

「いかがなされました？　シュトローム様」

「うーん……帝国を滅亡させる事が私の目標でしたからねえ……このあとは何をしましょうか？」

「……は？」

　魔人達は耳を疑った。

　帝国を滅亡させたらやる事がない？

　一体、この男はなにを言っているのか？

　自分達の聞きたかった言葉は、そんな言葉ではない。

　魔人達の中でも、特に期待の大きかった男は発言せずにはいられなかった。

「な、なにをお戯たわむれを……次は世界を統一なされるのではないのですか？」

　その男は、祈るような気持ちでシュトロームに問いかけた。

　どうか先程の言葉は聞き間違いであって欲しいと。

　しかし、その期待はアッサリ裏切られる。

「は？　なぜ私が、そんな面倒な事をしなければいけないのです？」

　その言葉を聞いた魔人達は言葉を失った。

　世界統一が面倒？

　なぜしなければならない？

　この御方は本当になにを言っているのだろうか？

　力を持った自分達がしなければいけないことは、その力を世界に知らしめることだと、その男は真剣に思っていた。

　それを為さないということは、どういうことなのか？

　自分達の存在意義を問わずにはいられなかった。

「それでは……なぜ……なぜ私達を魔人にしたのですか？」

「ん？　駒にするために決まっているでしょう？」

「駒……私達が駒だと!?」

　実にあっけなく、自分達の存在意義が否定された。

　その男はそう思った。

　それは、その男の肥ひ大だいした思い込みがそうさせているのであって、シュトロームは別段その男に特別な役割を持たせていた訳ではない。

　手駒。

　本当にそれ以上の意味はなかったのである。

　しかし男は、自分が強大な力を持ったことで自分を特別な存在だと思い込むようになっていった。

　いつしか、自じ尊そん心しんが膨れ上がり、自分を魔人化させたのは自分が必要だったからと、そう思っていた。

　そしてそれは、この男に限った話ではなく、襲撃した街で魔人にしていった元平民達のほとんどがそういった思いを抱いていた。

　元が今まで虐げられていた平民だからだろう。

　彼らの自尊心は、シュトロームの思おも惑わくを超えて肥大化してしまったのである。

　当然、シュトロームのその言い様に我慢ができるはずもなかった。

「私は！　貴方となら世界を征服できると思ったから、魔人になったのに！」

「は？　私は言いましたよね？　貴族に怨みを持っている者はいないかと。貴族に復ふく讐しゆうをしたくないかと。なぜそんな話になっているんですか？」

　激しい怒りをぶつける男に対して、心底不ふ思し議ぎそうな顔をするシュトローム。

　この場合、シュトロームの方が正しい。

　彼らを魔人とする際に言い続けていたことは『貴族を打倒する力をあげましょう』という言葉だ。

　世界を征服するための力を分け与えるとか、一緒に世界を征服しようなどとは一言も言っていない。

　それは、肥大した自尊心が生んだ妄想であった。

　これほどまでに力を持った自分が、貴族を倒すだけで終わるはずがない。

　シュトローム様は、自分が力を持つに相応しいと思ったから、魔人にして下さったのだ。

　自分は駒じゃない。

　道具じゃない。

　そう、思い込みたかった。

　しかし、シュトロームから突き付けられたのは、手駒にするために魔人化させたのであり、それ以上の意味はないという現実であった。

　それを聞いた男は、ついにキレてしまった。

「き、貴様あ！」

　シュトロームを攻撃しようと、魔力を集め始めた。

　シュトロームを護ご衛えいする役割も担っている元諜報部隊の魔人が、シュトロームの前に出る。

　しかし、シュトロームが面倒そうに腕を振るっただけで、男の元に集まっていた魔力が霧む散さんし、男の顔は驚きよう愕がくに包まれた。

　その光景を見ていた魔人達の反応は二つに分かれた。

　やはりシュトローム様は凄い、と感心する元諜報部隊。

　こんな力を持っているのになぜ世界統一をしないのかと、シュトロームに苛いら立だちを感じる元平民。

　特に数が多い元平民の魔人達がザワつき出した。

　そして、シュトロームに対して、不信と不満を口にし始めた。

　その言葉を聞いたシュトロームは、心底面倒そうに元平民の魔人達に言い放った。

「あなた方がどういう野望を抱こうと自由ですけど、それを私に押し付けないで頂けます？　迷惑ですから」

　反抗しようとした男を特別咎とがめる訳でもなく、ただ自分の考えを押し付けるなと言うシュトローム。

　それを聞いた男は、失望と怒りを込めた表情でシュトロームを睨にらんだ。

「つまり……どうあっても世界統一はするつもりはないと……？」

「だから、さっきからそう言ってるじゃありませんか」

　改めて問い質ただしても答えは変わらない。

　反抗していた男は、ついにシュトロームからの決別を決意した。

「そうか……そうですか！　分かりました！　もう貴方に期待するのは止める事にする！　ならば私は私で好きにやらせて頂く！」

「どうぞ？　というか、最初からそうして下さいよ」

「くっ！　……失礼する！」

　至極もっともなことをシュトロームに言われた男は、怒りと羞しゆう恥ちで目だけでなく顔まで真っ赤にして踵きびすを返し、謁見の間を出て行ってしまった。

　そのやり取りを見ていた元平民の魔人達は動揺を隠せない。

　なぜこうなった？

　さっきまで、自分達が世界を征服するという、素す晴ばらしい未来を夢見ていたはずではなかったのか？

　それがどうして、こんな魔人同士が決裂するような事態に陥ってしまったのか？

　こんな筈じゃない。

　これが現実である訳がない。

　そんな彼らに、シュトロームが無む慈じ悲ひな言葉を言い重ねた。

「彼の考えに賛同したい方はどうぞ？　遠えん慮りよしないで、彼と一緒に行って頂いていいですよ」

　行きたければどこにでも行けばいい。

　まるで自分達にはなんの価値もなく、ただの駒であると言わんばかりのその言葉。

　実際にその通りであるし、そのように言ったのであるが、その言葉で元平民の魔人達の心も切れた。

　最初に出て行った男を追うように次々と謁見の間を出て行ってしまった。

　その数は百人程になり、それは全体の三分の二に及ぶ数である。

　結局謁見の間に残った者は、初期に帝都を陥落させた際にいた元諜報部隊の五十人程だけだった。

　謁見の間を出て行った魔人達を目で追っていたシュトロームは、深い溜ため息いきを吐ついた後、言葉を発した。

「はあ……一体なにを考えているんでしょうねえ……」

　シュトロームには、元平民の魔人達が何を考えているのかさっぱり分からなかった。

　まさか本当に世界征服ができるとでも思っていたのだろうか？

「恐らく……急に不相応な力を得たので、その力に酔っているのでしょう」

「そういうものですか」

　それはあるかもしれないと、シュトロームはようやく納得がいった。

　そして、側近であるミリアは、さらに言葉を続けた。

「ここに残っている者は、諜報部隊とはいえ元々軍に在籍していた軍人です。さっき出て行った者達は、魔人となるまで戦闘を経験していない者達ばかりでしたから」

「おや、よく見ていますね」

「シュトローム様の駒となる者達ですから、戦力を把は握あくするのは当然です」

　ミリアはシュトロームが帝国を滅亡させるという野望を聞き、自身も帝国貴族には強い恨みがあったためにその野望に同調した。

　彼に心しん酔すいし、さらに想いも寄せていた。

　そのためシュトロームが魔人化させた者達を把握・管理し、帝国滅亡の作戦のために配置を考える事を、自分の役割と考え実践していた。

　全てはシュトロームのために。

　先程出て行った魔人達に今まで戦闘経験がない事も知っていた。

　その力に酔い、元は貴族を打倒するために与えられた力であったものを、自分の力だと勘違いしていることも。

　その上、その力は世界を統一するために使うべきだと考えるようになっていた事も、全て知っていた。

　知っていて放置した。

　彼女は理解していたのだ。

　シュトロームが、自分達に特別な感情など一切持っていない事を。

　用が済み、不要になればそれを処分する事も考えられると。

　そのため、シュトロームの意にそぐわない考えを持つようになっても、処分されて終わるだろうと考え、指導をしなかった。

　なので、シュトロームが彼らを見逃したことが不思議で仕方がない。

「それより、よろしいのですか？　彼らをあのまま放置していても」

「別に構いませんよ。彼らが私の障害になる訳でもないでしょうし……ああ、その方が面白いかもしれませんねえ。いい暇潰しになりますから」

「シュトローム様……」

　本当にやることがなくなってしまったんだなと、ミリアはシュトロームを気の毒に思った。

　周りに対し一切の興味が持てないシュトロームと違い、ミリアや出て行った男達には、以前とあまり変わらない感情が見られる。

　ミリアはシュトロームに恋れん慕ぼの感情を持っているし、出て行った男達は世界統一という野望を持った。

　自ら魔人に至った者とそうでない者、その違いだろうか？

　真の魔人であるシュトロームは自分達の事を特別な存在とは見ていない。

　それでもミリア達残った者達は、自分に力を与えてくれたシュトロームの事を尊敬し崇拝し、どこまでも付いていくと心に誓っていた。

　そんなシュトロームに、なにか目標を提示することはできないか？

　ミリアはそう考え、あることを思い出した。

「ところでシュトローム様。以前、王国でシュトローム様に手傷を負わせた者がいたと思うのですが……」

　やることがなくなってしまったのなら作ればいい。

　ミリアは以前、手傷を負ったシュトロームを看かん病びようしていた経験を持つ。

　そんなシュトロームにさえ深手を負わせる者を標的にすれば、無む為いの時を過ごさなくてもいいのではないか？　そう考え話題を変えた。

「……シン＝ウォルフォード君ですか。彼には痛い目にあわされましたねえ」

「シュトローム様に手傷を負わせた!?」

「ほ、本当ですか!?」

　シュトローム自らの口から痛い目にあわされたとの告白を聞いたゼスト達は、耳を疑った。

　ここに残っている者達は、心底シュトロームの力に惚ほれこみ、忠ちゆう誠せいを誓っている者達ばかりだ。

　そのシュトロームに手傷を追わせる者がいるなどすぐには信じられなかった。

　だが、シュトロームはさらに言葉を続ける。

「ええ、本当ですよ。私もそうでしたが、ウォルフォード君も全力を出していた訳ではなさそうですし、相当厄やつ介かいな人間でしょうね」

「そ、そんな人間がいるのですか？」

　俄にわかには信じられない。

　それほどの力の差をシュトロームとの間に感じている。

　それは本当に人間なのだろうか？

　そんな疑問すらゼストの脳裏には浮かんできていた。

「さっき出て行った彼らですが……ウォルフォード君が出張って来たら、そう時間を置かずに討伐されるでしょうね。それほどの実力者ですよ、彼は」

「そ、そんなに……」

「ま、彼には手を出さないのが吉ですよ。死にたくなければね」

　その言葉に、息を呑む魔人達。

　シュトローム様にここまで言わしめるシン＝ウォルフォードとは何者なのか？

　畏れにも似た感情を持ち始める者もいた。

　そんな中、諜報部隊の長であったゼストは、ある計画を考え始めていた。

　そしてミリアはシュトロームの思考を誘導することに失敗したと悟った。

　確かに、シュトロームに手傷を負わせるほどの人間を標的にするのはやり過ぎかもしれない。

　しかしそうなると、他に何を目標にすればいいのか全く分からなくなった。

　その時ミリアは、ふと以前疑問に思っていたことを思い出した。

　今はちょうどいい機会だ。

　次の目標を決めるための参考にしようと、思い切って聞いてみることにした。

「あの……シュトローム様。シュトローム様はどうしてそこまで帝国を憎まれているのですか？　元は帝国の貴族だったとお伺いいたしましたが……」

　ミリアが前々から不思議に思っていた事を聞いた。

　ここまでシュトロームが帝国を憎む理由は何なのか？

　貴族を怨む者が多いのは分かる。しかしシュトロームの憎悪は平民にまで向いていたのだ。

　それに、そもそもなぜ魔人になったのか？

　その理由を聞いた事がなかったミリアは、本ほん懐かいを遂げた今ならばと訊たずねてみたのだ。

「そういえば、話した事がなかったですね」

　そう言うと、シュトロームは過去に何があったのかを話し出した。

「私はね……元は帝てい位い継けい承しよう権けんを持つ公こう爵しやくだったのですよ」













　今から二年程前。




　ブルースフィア帝てい国こくに、とある貴き族ぞくが治める領りよう地ちがあった。

　その領地を治める貴族は、帝国の帝てい位い継けい承しよう権けんをもつ公こう爵しやく。

　その公爵が治める領地は、他の帝国貴族が治める領地と違う点がいくつかあった。

　まず税ぜい率りつである。

　農民であれば収しゆう穫かく高だかの何割か。

　町人であれば収入の何割か。

　それは一定であり変わることはない。

　そして、徴ちよう税ぜいは年に一回である。

　通常それは当然のことなのであるが、平民を搾さく取しゆの対象としかみていない帝国貴族にはそんな決まり事などあってないようなものであった。

　農民に対しては飢うえないギリギリまで、それも年に何回も徴税されることも決して珍しいことではなく、町人は街中で課かせられるありとあらゆる税金を支払わなくてはいけなかった。

　それに対し、この公爵領では徴税は年に一回、一定の税率を納めるのみでいい。

　しかし、それでも他の領地よりも多くの税収を得ていた。

　それはなぜか。

　収穫高が多く、町人の収入が多く、その何割かの税金を徴収するだけで、大きな額となっていたからである。

　帝国にある農村に住む農民のほとんどが飢えないギリギリまで搾取されているので、作さく付づけ面めん積せきを増やそうとしても労働者の体力がもたず、思うように開かい墾こんできないのに対し、十分な収入と栄養を得ているその公爵領の農民は開墾するのに十分な体力をもち、領りよう主しゆからの援えん助じよも厚い。

　その結果、開墾により作付面積がどんどん増え、逆に収穫時に人手が足りなくなるなどの不都合が出ていたりしていた。

　多く収穫できた作物は他領へ輸出したりすることでさらに収入を得る。

　そしてその収入によって、さらなる農地改良を行い、さらに収穫高を上げる。

　農業という生活の根底が安定することで町人の暮らしは豊かになり、賃ちん金ぎんが増え、それにより製せい造ぞう業ぎようも盛んになっていく。

　その結果、年々税収が右肩上がりに増えていくという好こう循じゆん環かんをもたらしていた。

　このような政策になったのは、先代領主から現領主に代替わりしてからで、今までの苦しい生活から救い出してくれた名領主として、領民達の尊敬を集めていた。

　そして、その領主は……。

「領主様！　そのような格好で畑に入るのはおやめ下さい！」

「そうですよ！　せっかくの綺き麗れいな衣服が汚れてしまいます！」

「なに、構わんさ。汚れた服など洗えば済む話ではないか」

　視し察さつに訪れた農村の畑の土の具合を見ようと、訪問した時の姿のまま畑に入り、土をいじりだした。

　それに慌てたのが農民達である。

　いくら裕福になったとはいえ、それは以前に比べればの話。

　ようやく人並みの生活に多少の余裕が出てきた程度の農民には決して手に入れられないような高級な衣服に身を包んだ領主が、その服を惜しげもなく汚そうとしている。

　そんなことはさせられないと必死に食い止めようとするが、領主はその声を無視して、とうとう畑に入ってしまった。

「あ、ああ。お綺麗な服が……」

「オリベイラ様はどこに行かれてもあの調子だ。気にすることはあるまい」

「で、でも……」

　護ご衛えいの兵士が、どこか呆あきれた様子でそう話す言葉に、農民達は戸と惑まどいを隠せない。

　その戸惑いの対象である、オリベイラと呼ばれた領主は、畑の様子を見て回り一人で納得したような表情をしていた。

「うん。土も肥ひ沃よくな状態を保っているし、作物も元気に育っている。これは今年の収穫高も期待してよさそうだね？」

「は、はい！　そりゃあもう。領主様が行われている農のう地ち改かい革かくのおかげでどこの畑も大豊作です。逆に収穫の人出が足りなくて困っておる次し第だいでして……」

「ははは。それは良かった。あ、そうだ。なんなら収穫の時に手伝いにこようか？　皆でやれば楽しそうじゃないか」

「り、領主様にそんなことさせられる訳は御座いません！　どうか！　どうかご勘かん弁べんを！」

「オリベイラ様……農民達が気き疲づかれで倒れてしまいます。お戯たわむれもその辺にして下さいませ」

「ええ？　楽しそうじゃないか？」

「オリベイラ様……」

「はいはい、分かったよ」

　護衛の兵士の言葉に渋々納得し、収穫に参加することは諦あきらめた様子のオリベイラ。

　そして、そのことにホッとする農民達。

　これも他領ではありえないことである。

　領主が農作物の収穫に参加する……という話ではない。

　護衛の兵士と領主のやり取りである。

　帝国貴族に付いている護衛の兵士というのは、貴族の完全なイエスマンである。

　異いを唱となえることなど絶対にしない。

　それは、主である貴族に忠ちゆう誠せいを誓っているからではない。

　逆らえば殺されるからだ。

　ところが、先程の兵士は、領主であるオリベイラの言動に苦く言げんを呈した。

　そして、オリベイラはそれを渋しぶ々しぶだが受け入れ、了承した。

　そして、農民達と少し会話を交わしたオリベイラは村長の家に行くということで、ようやくこの場を後にした。

　オリベイラが去った後に残るのは、農民達の溜ため息いきである。

「はあ……緊きん張ちようした……」

「オリベイラ様は素す晴ばらしい御方だし、嫌いなんて訳がないけど……」

「気軽過ぎ……貴族様と話をするのがこんなに緊張するとは……」

　はぁ……と農民達はもう一度溜め息を吐ついて、オリベイラの去って行った方を見た。

　そして、そのオリベイラは馬車ではなく歩いて村長邸ていを目指していた。

「この村も大分人が増えたねえ」

「はい。オリベイラ様の農地改革により作付面積が増えましたから。人手が足りなくて、他領から流れてきた者達も受け入れているようです」

「へえ。じゃあ、もっと増えるかな？」

「そうですね。ただ、農村ばかり増えられるのも困りものです。今、街では人手不足が深刻化している業種もあるようですから」

「どこもかしこも人手不足かあ……」

「豊かになると、色々な問題が出るものですな」

「全くだよ」

　これは領主と『護衛の兵士』の会話である。

　ぞろぞろと大仰な集団となることを嫌ったオリベイラは、護衛の兵士を一人だけつけてあちこちの視察に行くことにしている。

　当然、その視察地に行くまでに二人きりなどということは決してない。

　あくまで現地視察。

　町や村を周まわる時だけ少人数で移動することにしている。

　そうなると、随ずい行こうする人間にも多少の領りよう地ち経けい営えいに関する知識がないと会話が続かないし、さっきのように意見することもできない。

　なので、兵士といえど領地経営の現状を把は握あくしておく必要があり、それをクリアできた今の兵士が、オリベイラ専属の護衛として随行しているのである。

　このように、オリベイラの為すことは全てと言って良い程、帝国貴族としては異端なものばかりである。

　オリベイラの取る政策は平民優先の政策ばかり。

　自身も市井に下り、自らの足と目をもって視察し現状を把握する。

　そして、自身の側近には気軽に意見を許す。

　なにもかもが異色の帝国貴族。

『オリベイラ＝フォン＝ストラディウス』

　ブルースフィア帝国帝位継承権を持つストラディウス公爵家の当主にして。




　後の、オリバー＝シュトロームである。




　そんな帝国貴族のオリベイラが、なぜこうも平へい民みん優ゆう遇ぐうの政策ばかりを施し行こうするのか。

　彼の父である先代ストラディウス公爵は、平民優遇主義の貴族ではなかった。

　むしろ、平民を搾取の対象と見る、一般的な貴族であった。

　その息子であるオリベイラも、幼少の頃はなんの疑問も持たずに貴族優遇の世界を受け入れていた。

　その意識が変わったのは偶然である。

　いつものように食卓に並べられる食事。

　それを見たオリベイラは、ふと疑問を持った。

「父上。この食べ物は誰が作っているのですか？」

「うん？　料理人に決まっているだろう？」

「いえ、そうではなくて。その料理人が料理する食べ物です」

「ああ、食材か。農民だな。それがどうした？」

「私は、街中でこのような物が作られているのを見たことがありません」

「はっはっは。それはそうだろう。こういった農作物や家畜は農村で作っているものだ。街中にはないんだよ」

「そうなのですか」

　その時はそれだけで終わった会話だが、幼いオリベイラの中にはその農村に対しての興味が湧わいてきた。

　そのことがきっかけで世の中の仕組みについて興味を持つようになった。

　次代の公爵として、そしてあわよくば次の皇帝へという父の期待を一身に受けたオリベイラは、自身が興味を持ったこともあり領地経営についても積極的に勉強するようになった。

　そして、オリベイラが十八歳になった時、今までの価値観をひっくり返す経験をすることになった。

　帝国にある学院を、学業・剣技・魔法の全てにおいて優秀な成績で卒業したオリベイラは、いよいよ父の補佐として領地経営に携わることになる。

　しかし、そうなってしまうと自由な時間がほとんどなくなってしまうため、学院卒業後、最後の自由な時間として帝国や他国への旅行を行うことが慣習となっていた。

　オリベイラが選択したのは、学院で知り合った他の貴族の子し弟てい達たち、公爵家であるオリベイラより高い家格の家はないため、全てオリベイラの取り巻きと化していたが、その取り巻き達だけで魔ま物ものハントをしながら生活するというものだった。

　そのあまりにも危険な計画をそのまま告げれば確実に反対されると分かっていたオリベイラは、表向きは友人達との旅行であるとした。

　友人というか子分と言った方がいい同行者達だが、学院で得た友人である。

　護衛がいては友情を育むことなどできないと、護衛の同行を断り、成績優秀者ばかりでグループを組んでいたため、どうにか承しよう認にんしてもらい、オリベイラ達は魔物ハンターの真ま似ね事ごとをすることとなった。

　帝国貴族の子弟として贅ぜい沢たく三ざん昧まいな生活をしていたオリベイラ達であったが、護衛に御付きと、常に誰かしらの目があり、本当の意味での自由な立場になったことはなかった。

　ほんの僅わずかの期間とはいえ、実家の目から逃れられたオリベイラ達は、生まれて初めて得た自由を満まん喫きつしようと決めていた。

　となると重要なのが行き先である。

　自らの身分を名乗っては、行く先々で良い暮らしはできるだろうが、その動きは間違いなく実家に報告されるだろう。

　そうなっては、折せつ角かくの自由が台なしだ。

　かと言って、帝国内で平民として生活することの辛さは自分達が一番よく知っている。

　その結果、目的地として決まったのが、平民優遇の政策を取っている国。

　アールスハイド王国である。

　その国の在り方は、貴族至上主義の彼ら帝国貴族達には受け入れがたい思し想そうであったが、平民として自由に暮らすのにこれほど都合の良い国もそうはない。

　かつてはこの世界の覇は権けんを争った国であるが、もう長いこと戦争はしておらず、戦争を体験した世代も二～三世代前。

　今の世代の若者達に、アールスハイド王国への忌き避ひ感かんがなかったこともあり、オリベイラ達の行き先はアールスハイド王国に決まった。

　各々の実家がある各領地から、一いつ旦たん学院のある帝てい都とに集まり、そこからアールスハイド王国を目指す。

　優秀な学生であった彼らは異い空くう間かん収しゆう納のうが使えるため、必要なものは元々そこに収納されているが、金だけは魔物をハントし、それを換金することで得ようということで決まっていた。

　生まれて初めての、仲間だけでの旅。

　親や護衛などに頼らず、自分達だけの力で魔物を狩り、換金し現金を得て、宿を取り、飯を食い、途中で立ち寄った街で見かけた女の子達をナンパし、振られたり、時とき折おり上手くいっておいしい目をみたり、それを見た仲間達から羨うらやましそうな目で見られたり。

　楽しかった。

　何気ない行動全てが新しん鮮せんで、楽しかった。

　そんな旅を満喫していたオリベイラ達は、旅の途中であるものを見た。

　それは、幼い頃に興味を持った、ブルースフィア帝国内にある農のう村そん地ち帯たいである。

　ようやく念願だった農村を見ることができたオリベイラは、初めて見たその光景に失望してしまった。

　人が営みを続ける上で絶対に必要な食しよく糧りよう。

　それを生み出している農村は実に寂さびれ、そこにいる農民達も元気がないというより生気がない。

　これまで訪れた街では、平民といえども最低限の生活はしていた。

　搾取されている現実に不満を言いながらも酒場や街にはそれなりに活気があった。

　しかし、ここはどうだろうか？

　農民達はただ黙々と仕事をしている。

　その顔に充じゆう実じつ感かんもやる気も見られない。

　土地は見るからに痩やせており、本当にこんなところで作物が育つのかと、素人しろうとであるオリベイラですら心配するほどであった。

「オリベイラ様、どうされましたか？」

　取り巻きの一人である子し爵しやくの子弟が声をかけてきた。

「あ、ああ。ここは皆が口にしている作物を育てている農村なのだろう？　こんな様子で大丈夫なのか？」

「え？　ああ。それなら心配には及びませんよ」

「どういうことだ？」

「一つの農村から収穫できる量などたかがしれています。ですからこのような農村をあちこちに作り、色んな所から徴収しているのですよ」

「こんな農村が他にもあるのか？」

「というか、農村とはこのようなものですよ？　まあ、公爵家であるオリベイラ様が知る必要のないことです」

　オリベイラは、人々の営みを支える農村がこのような寂れたものであることにショックを受けていた。

　毎日おいしい食事を食べているオリベイラ。

　その食事を提供している農村は、さぞかし食料に溢あふれているものだと思っていた。

　それが現実にはどうだろう。

　こんなに寂れた農村からどれだけの徴収が行われているのだろうか？

　あちこちにこのような農村があるとはいえ、街や自分達が贅沢に食するほどの量を集めるとしたら……。

　農民達に生気がないのも当然かと、そう思わずにはいられなかった。

　帝位継承権を持つ公爵家という、権力のほぼ頂点。

　そこにいる人間ならば、ほぼ一生見ることのない現実。

　その現実を見てしまった時から、オリベイラの胸には言いしれない感情が渦うず巻まいていた。




　そんなもやもやした気分を引きずりながらも旅は進む。

　そしていよいよ、しばらくの拠きよ点てんとするアールスハイド王国に辿り着いた。

　ブルースフィア帝国とアールスハイド王国の国境を越え、目的地である王国に入ったオリベイラが見た物は……。

　帝国国内で見た物とは、天と地ほどの差のある、一面の穀こく倉そう地ち帯たいであった。

　そのあまりの光景に声を失うオリベイラ。

　取り巻き達も驚きを隠せない様子だった。

「ははっ。この光景に驚いているということは、お前さん達帝国の人間だな？」

　呆あつ気けに取られて、穀倉地帯を見ているオリベイラ達に声をかけた男がいた。

　その男の出いで立たちは魔物ハンターのそれであった。

「あ、ああ。そうだが。なぜ分かる？」

「そりゃあ、この光景に目を奪われてるからさ。初めて帝国からアールスハイドに来た奴は大抵同じ反応をするからな」

　それはそうだろうとオリベイラは思った。

　今まで帝国内で見てきたのは、本当に農作物が収穫できるのか疑問に思うほどの寒かん村そんだった。

　それがこの光景はどうだ。

　一面、黄おう金ごん色いろの絨じゆう毯たんのようではないか。

　この光景を見て目を奪われない帝国人がいようか？

　そして、オリベイラはさらに疑問を持つ。

　それは帝国と王国の差である。

　この差を調べ、帝国でも広めることができれば帝国はもっと繁はん栄えいする。

　そう思い至り、帝国に戻るまでの期間、魔物を狩りながら王国の政せい治じ形けい態たいについても調べてみようとオリベイラは心に誓った。




　アールスハイド王国のとある街に拠点を置いたオリベイラの生活は充じゆう実じつそのものだった。

　帝国よりも豊ほう富ふな食物に、活かつ気きある街。

　街にいる平民達の顔は皆充実感に溢れ、魔ま物もの駆く除じよの依頼を受けて訪れた農村地帯の農民達ですら活気にあふれていた。

　そして、なにより驚いたのが、平民ですら毎日学校に通っていることだった。

　帝国において、子供は立派な労働力だ。

　それを日中の時間、なにも生産しない学校に通わせるなど、貴族や豪ごう商しよう達たちにしか許されないことであった。

　なにより、平民達がいらぬ知恵を身に付けてしまう。

　帝国では考えられないことであったが、オリベイラはこれこそが国として正しい在り方なのではないかと考え始めていた。

　しかし、同行していた取り巻き達はそうは思わなかったようだ。

　アールスハイドに滞在して一ヶ月が過ぎようとしていた頃、取り巻きの一人から提案があった。

「オリベイラ様。そろそろ帝国に戻りませんか？　あまり長く領地から出ている訳にも参りませんし、それになにより……この国の人間は馴なれ馴れし過ぎます！」

「そうですな。いくら身分を隠しているとはいえ、私達は選ばれた民である帝国貴族です。これ以上王国の平民どもに紛れて生活することは耐たえ難がたくあります」

「そうか……お前達がそう言うなら、そろそろ戻るか。確かにこれ以上放ほう蕩とうしていては父上から怒られそうだ」

　こうして、オリベイラ達のアールスハイド滞在は終わったのだが、この時の記憶がオリベイラには色濃く残っていた。

　父が公爵位に在位していた時は、大人しくその政策に従う振りをし、自分が爵位を継ぐと共に、大だい胆たんに、帝国の常識からすれば非常識極まる政策を打ち出したのだ。





　　　　　◆






　オリベイラが公爵の地位を引き継いでから数年後。

　ストラディウス公爵領の中心街。

　そこにあるストラディウス公爵邸。

　すでに日も落ちているというのに、その一室ではまだ蠟ろう燭そくの明かりが灯ともっていた。

「アナタ、そろそろお休みになったら？」

「ああ、アリアか。いやこの地域の収穫高が他より少なくてね、どうにかできないかと思っていたんだ」

　蠟燭の明かりを頼りに、執しつ務む室しつで仕事をしていたのはオリベイラだった。

　日中も忙しく働き回り、家に帰ってさえ仕事を続ける。

　そんなオリベイラの様子を、妻であるアリアが心配し、休むように勧める。

　彼女は、ゆったりしたナイトドレスを着ており、そのお腹は少し膨ふくらんでいる。

「民達のために働くのもいいですけど……アナタの身体も心配ですわ」

「はは、君の方こそ身体には気を付けてくれよ？」

　そう言うとオリベイラは妻のお腹を撫なでた。

「ようやく授さずかった私達の宝なんだからね」

「フフ、分かっていますわ、アナタ」












　帝国貴族の夫婦としては珍しい程オリベイラは愛あい妻さい家かであり、側そく室しつを持たず妻であるアリアを愛し、アリアもまたオリベイラを愛していた。

　そんな二人にはしばらく子ができなかったのだが、この度ようやくアリアが懐かい妊にんしたのである。

　その報告を聞いた時、オリベイラは歓かん喜きし、我が子を身ごもっているアリアを抱き上げてしまい、侍じ医いから怒られるという経験をしている。

　そんな仲なか睦むつまじい二人の様子は世間でも評判であり、理想の夫婦像として平民達の人気も高かった。

　さらに領地は過ごしやすいと評判で、領主であるオリベイラの人気も高い。

　そんなストラディウス領に憧あこがれを持つ事は自然な流れであり、生活の厳しい他領の領民達はストラディウス領への移住を願うようになった。

　そして、生産性が上がったことによる領内の好景気により慢性的な人手不足のストラディウス領は、移住を歓迎し受け入れている。

　そうなると面白くないのが移住を希望している領民達のいる領の貴族達である。

　搾取の対象である領民が減るという事は、税収の減げん少しようを意味する。

　帝国に他領への移住を禁止する法はないのだが、各領主達は自身の権限によって他領への移住を禁止する条例を出し、ストラディウス領へ向かわせないようにした。

　しかし、禁止されるとなおさら行きたくなるのか、その条約を無視してストラディウス領へ移住していく者は後を絶たなかった。

　同じ帝国内であり関所もないため、領民の流出を抑えることはできなかった。

　そして、各領主だけでなく次じ期き皇こう帝ていの可能性がある公爵達もオリベイラを疎うとましく思っていた。

　領民が増えた事による税収の増加、資金力が増えた事による事業の拡大と、それに伴う上じよう納のう金きんの増加が帝国への貢こう献けんとみなされ、皇帝選挙で一歩リードしている印象があった。

　このままではオリベイラが皇帝になってしまう。

　そうなると平民優遇の政策を打ち出して来るだろうから、今まで当然のように受けていた恩おん恵けいを受けられなくなるかもしれない。

　平民のために働くなど冗談じゃない。

　そんな欲と権力にまみれた思おも惑わくが、彼らの思考を支配していた。

　そんな思考に付け込んだのが、当時まだ公爵だったヘラルド＝フォン＝リッチモンドであった。

「皆、よく集まってくれたな」

「は！　リッチモンド公爵様におかれましては、御ご機き嫌げん宜よろしゅう……」

「ああ、堅苦しいのはいい。それよりお前達に頼みがあるのだが」

「は、なんなりと申し付け下さい」

「ストラディウスをな、帝都に呼び出して欲しいのだ」

「ストラディウス公爵を……ですか？」

「ああ、お前達はストラディウス領に領民を盗られた者達だろう？」

「そ、それは……」

「ああ、それを咎とがめている訳ではないのだ」

「はあ……」

「ストラディウス……目め障ざわりだとは思わんか？」

「それはもちろん！　我々の領民を掠かすめとり、私腹を肥こやしている奴には腸はらわたが煮にえくり返っております！」

「そうだろう。そして領民を掠め取った結果、奴は上納金を増やし、帝国への貢献大とし、貴族院の評価も高いのだ」

「領地を持たぬ法ほう衣い共どもが！　我らの苦労も知らずになにが評価だ！」

　帝国の貴族には二種類ある。

　領地経営をする領地もちの貴族と、領地を持たずその帝国への貢献度から貴族になり、議会にあたる貴族院での仕事をすることで年金を受給する法ほう衣い貴き族ぞくである。

　領地を経営する貴族達は自領での搾取と豪ごう勢せいな生活に忙しく、貴族院の仕事などできないと過去の領主達が主張したため、貴族院は法衣貴族が運営する事になっていた。

　ゆえにオリベイラが平民優遇の政策をとっても、自身は国からの年金で生活をしているため収入は変わらないし、直接平民と関わりになる訳でもないので自じ尊そん心しんも全く痛まないのである。

　そんな法衣貴族からの評価が高い、という事は……。

「このままではストラディウスが次期皇帝の座に就ついてしまうぞ」

「そ、そんな！　奴が皇帝になれば平民優遇の政策を取るではありませんか！」

「そうなると困るなあ？」

「我々は選ばれた民なのです！　そんな無法は許されません！」

「そこでだ、お前達はストラディウスを帝都に呼べ。その間に私が奴の失しつ脚きやくを図はかってやろう」

「本当で御座いますか!?」

「ああ、だからお前達はストラディウスをできるだけ長く帝都に留とどまらせろ。理由は何でも構わん」

　そのヘラルドの命令に、欲に頭の濁にごった貴族達はどうやってストラディウスを帝都に縛り付けるか話し合いを始めた。

「くっくっく、ストラディウス……お前はもう終わりだよ……」

　ヘラルドはああだこうだと言いあう貴族達を見ながら笑いを堪えきれずにいた。





　　　　　◆






　貴族達がヘラルドに召集され、会合が行われてから数日後、オリベイラの元に貴族達からの連絡が入った。

　領地経営に成功し、収入を増やしたその手しゆ腕わんを教きよう授じゆして欲しいとの申し出だった。

　この連絡が入った時、オリベイラは時代が動く予感がした。

「アリア！　アリア、見てくれ！」

「まあ、どうなさったのですか？　アナタ」

「貴族達が！　他の貴族達が私の考えに賛同してくれたのだ！」

「まあ！　それはおめでとうございます！　でも、突然どうして？」

　夫であるオリベイラの思想に共感してくれる者がいるというのは喜ばしいことである。

　しかし、アリアはオリベイラが他の貴族達からあまりよく思われていないことも知っていた。

　そんな貴族達が掌てのひらを返したようにオリベイラの考えに賛同するという。

　なにか陰いん謀ぼうがあるのではないか？　そう勘ぐるのは当然のことである。

「なんでも、最近思うように税収が上がらないらしくてね。このままだと帝国への上納が厳しいらしい。そうなるとなりふり構っていられなくなったと書いてある。藁わらをも摑つかむ気持ちなんだろう」

　なるほど。それならばある程度は納得できる話だ。

　しかし、本当にそれだけだろうか？

「近いうちに帝都にて貴族達に領地経営についての指し南なんをして欲しいとも書いてある」

「帝都へ？　本当に大丈夫なんですの？」

「帝国への上納金の遅れは貴族位の剝はく奪だつだ。特権階級を守るためならばなんだってやるつもりなんだろう。謀ぼう殺さつされるような心配はないさ。良くも悪くも彼らは貴族位が大事なんだからね」

　確かに、貴族位の剝奪というのは貴族達にとっての死刑宣告に近い物だろう。

　それを回かい避ひするためならば思想の違いには目を瞑るということか。

「そういうことでしたら。私はこれ以上なにも言いませんわ。ですが、私にとって一番大事なのは他の貴族ではなくアナタなんです。それをお忘れにならないでね？」

「大丈夫だよ。これでも若い頃には魔物ハンターとして過ごしていた時期もあるんだよ？」

「一ヶ月だけでしょう？」

「これは手厳しいな」

　確かに、オリベイラの実力はこの領地でも抜きんでている。正直、護衛よりも強いので護衛の兵士が「自分は飾かざりですよ」と言うほどだ。

　オリベイラは自分を害そうとする者を返り討ちにできるだろう。

　しかしアリアは胸騒ぎが収まらなかった。

（オリベイラに何事も起こりませんように）

　アリアには、ただ神に祈ることしかできなかった。




「それでは行ってくるよ」

「はい、気を付けて下さいね」

「ハハハ、私の実力は君も知っているだろう？　軍が取とり零こぼした魔物など相手にならないさ」

「それでも心配するのが妻というものです」

「フフ、ありがとう。十分気を付けるよ。君もね？」

「ええ、分かっていますわ」

　ついにオリベイラが帝都へと向かう日がやってきた。

　心配そうにしているアリアに見送られ、オリベイラは帝都に向かった。

「いよいよですな。オリベイラ様」

「ああ。私の考えはこの帝国では異質なものだろう。だが、貴族が平民から財を吸い上げているだけではいつか破は綻たんする未来しかこない。今でさえギリギリなんだ」

　帝国の未来を憂うれいているオリベイラは、馬車の外を見ながら独り言を呟つぶやいた。

「ここが分ぶん水すい嶺れいだ。ここで軌道修正しないと、帝国は内側から倒れる」

　そう言うオリベイラの顔には不ふ退たい転てんの決意が見て取れた。

　護衛の兵士は、その言葉を聞き、この方は本当に優しい方だと思う。

　平民優遇の政策を打ち出しているオリベイラに対し、公爵家という立場の違いから面と向かっては言われないが「貴族の誇りを捨て、平民に頭を下げた愚か者」などと陰口を叩かれ、領内での仕事が忙しく帝都での貴族の集まりに参加できないときは「平民のご機嫌を取るのに忙しい方ですから」と嘲ちよう笑しようの対象となっている。

　護衛の兵士は、交こう易えき商しよう人にん達たちがそう噂しているのを聞いたことがある。

　そして恐らく、オリベイラ自身もそう揶や揄ゆされていることを知っている。

　それでも自分の考えが正しいと信じ、そして自領を繁はん栄えいさせることでその考えが正しいことを証明してみせ、帝国を救う礎いしずえになれればいいと考えている。

（正に、次代の皇帝に相応しいのはこの方をおいて他にはいないな）

　兵士は、窓の外を眺ながめるオリベイラに、改めての忠誠を誓っていた。
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　帝都のストラディウス公爵邸には連日多くの貴族達が訪れていた。

　初めはどれほどの貴族が集まるだろうかと不安に思っていたオリベイラだったが、連日途切れることなく集まってくる貴族達を見て、帝国の明るい未来を幻げん視ししていた。

「税を集めると言っても、そもそも元となる財がないと集められない訳です。なので、まずは徴収の対象である平民達の暮らしを向上させ、財を成してもらうことが重要なのです」

『おおお』

　次々と訪れる貴族達に対し、一人一人対応していたのでは、時間がかかりすぎると判断したオリベイラは、何人かを一堂に集め、講演という形で自分の政策について説明するようになっていた。

　集まった貴族達の反応は上々だ。

　自分がなにか言う度に「それは画かつ期き的てきな」とか「なるほど」といった肯定の合あい槌づちが聞こえてくる。

（自分の考えが受け入れられている）

　オリベイラは、真面目に話を聞いている貴族達に、今自分は時代の転換点を見ているのだという思いを抱いていた。

「いや、さすがストラディウス公爵。素晴らしい講演でした」

「ですな。まさかこのような方法で税収を上げることができるとは」

「ストラディウス公爵の御ご慧けい眼がんには頭が下がります」

　講演を聞いていた貴族達が口々に賞しよう賛さんの声を上げる。

　彼らは公演中、皆真面目にメモなども取っていた。

　彼らは本気なんだと、彼らが上手く領地経営ができるようにサポートは惜しまないと、オリベイラはそんな気持ちになっていた。

「分からないことがあればいつでも訪ねて来てください。私はしばらく帝都にいますから」

「ほう。それは有難い。では遠えん慮りよなく伺わせていただくとします」

　講演を聞き終わった貴族達は、また訪れると約束してストラディウス公爵邸を後にした。

「帝国は変われる。そう思わないか？」

　貴族達の馬車が走り去った方角を見ながらオリベイラは護衛の兵士に語り掛けた。

「そうですね。きっと変われます」

　そして、その帝国の変革の先頭にはオリベイラが皇帝となって指揮する姿を護衛の兵士は夢見るようになった。

　二人はしばらく、貴族達が去っていく様子を見つめていた。





　　　　　◆






　帝都のとある貴族の館。

　そこに、先程までオリベイラの講演を聞いていた貴族達が集っていた。

　贅ぜいを凝こらした料理が並ぶ食卓につき、マナーなど欠片かけらも見えないほど嫌らしい音を立てながら、先程のオリベイラの講演について話していた。

　クチャクチャ。

「聞きましたか？　私はあの講演の最中、怒りで声を上げそうになるのを、都合五回ほど我が慢まんしましたよ」

　クチャクチャ。

「私は笑いを堪えるのに必死でしたな。明日は腹筋が筋肉痛になってそうだ」

　違いない！　と下品な声でゲラゲラと笑い合う貴族達。

　そこには、先程見せた殊しゆ勝しような態度など欠片も見えない。

「大体、上納金が足りなくなるなど、ありえない話ではないか。よく信じたな」

「公爵様は平民に寛かん大だいでいらっしゃいますから、年に一度しか徴税を行っていないそうですよ？」

「なんと！　本当に愚か者ですな、公爵様は！」

「上納金など、そのために改めて徴税すれば済む話ですのになあ」

　グフフフッ！　と、貴族達が笑うのを、壁に立っている使用人達は内心でどう思っているかはともかく表面上は平へい然ぜんとして聞いていた。

　そして、貴族達の話を聞いているのは使用人達だけではない。

「おお、そういえば。また新しい玩具を手に入れましてなあ」

　貴族の一人がそう言うと、手元にあった鎖を引っ張った。

「ぐえっ！」

　蛙かえるのつぶれたような声を上げながら全裸の少女が貴族の下に引き寄せられた。

「この玩具は最近手に入れた奴ど隷れいでしてな。大変素晴らしい身体をしているのですよ」

　帝国には奴隷制度がある。

　表向きは犯罪者や借金によって身売りせざるを得なくなった者が奴隷に堕おちるのだが、貴族達の間では、無理矢理拐さらってこようが平民ならば奴隷にしていいという暗黙の了解があった。

　この少女も、不幸にも貴族の目に留まり連れ去られた少女であった。

　そして捉えた貴族の手によって散々に嬲なぶられた後、他の貴族の接待をするためにこの場に連れてこられていた。

「ほう。それは楽しみですな。では私の方も」

　奴隷を連れていた貴族は一人ではなかった。

　全員がそれぞれに奴隷を所有し、この場に持ち込み、他の貴族の奴隷と交換し、新たに得た奴隷と愉たのしむ。

　そんな人間の尊そん厳げんを完全に無視した遊びが、帝国貴族の間で流は行やっていた。

　グフフフ。

　ゲヘヘヘ。

　欲望を抑えきれない貴族達の不ふ快かいな笑い声が食堂に響き渡る。

　奴隷の少女達の瞳ひとみに、もはや生せい気きはない。

　いっそ殺してほしいとも思わない。

　完全に心が壊されていた。

　そんな異常な光景が繰り広げられている食堂から、次の料理を運び入れた使用人が退出していった。

「人の皮を被った豚どもめ……」

　誰にも聞こえない程の小声で、そう呟きながら。





　　　　　◆






　オリベイラが帝都で、全く無駄であるとは知らずに貴族達に毎日講演をしていた頃。

　ストラディウス領ではある異変が起こっていた。

　領民達の失しつ踪そう事じ件けんが相あい次ついだのである。

　若い女や子供がその被害者となり、日の落ちた夜だけでなく昼間でも失踪は起きた。

　そのことに住民達は、次は家の子供が、妻が、娘がと不安と恐怖に怯おびえながら暮らしていた。

　そして、領民の間でそのような重大な事件が起きているというのに、領主は全く動く素振りを見せない。

　そのことに対し領民達は不ふ思し議ぎに思うと共に、少しずつではあるが不ふ信しん感かんを募らせていった。

　そんなある日、ストラディウスの街にやってきたある男が、街にいる領民の男に声をかけた。

「君、ちょっといいかね？」

「は、はい……なんでしょうか？」

　見るからに仕立ての良い服を着ている男を見て、声をかけられた領民は緊張した。

　恐らく貴族か位の高い役人だろうと思われる男。

　そんな人物が声をかけて来るとは厄やつ介かい事ごと以外考えられなかった。

「そんなに緊張しなくてもいい、少し聞きたいことがあるのだが」

「はあ……なんでございますか？」

「実はな……私は帝都から来た憲けん兵ぺい団だんの者なのだが、この街で人拐いが横おう行こうし、奴隷として売り飛ばされているという情報を入手したのだ。君、何か知らないかね？」

「ひ、人拐い!?」

「シッ！　声が大きい！　それで……何か心当たりがあるのかね？」

　そう訊たずねられた領民はここ最近起こっている事件について話した。

「え、ええ……実は最近、女子供が失踪する事件が相次いでまして……皆不安がっているんです」

「失踪事件……それだな」

「それにしても、なぜ帝都の憲兵団の方が……」

　領民の当然ともいえる質問に対し、憲兵の男は驚きよう愕がくの秘密を口にした。

「これは内密なのだがな……実はこの街の領主が関わっているらしいのだ」

「りょ、領主様が!?」

「だから声が大きい！」

　領民の男は信じられなかった。平民である領民のために尽力してくれている領主様がそんなことに荷か担たんする筈はずがないと、そう思った。

「この領地のストラディウス公爵は平民優遇の政策をとっているだろう？」

「は、はい。お陰様で良い生活をさせてもらっています」

「それがエサなのだ」

「エサ？」

「ああ、平民優遇の政策をとり周りの領地から平民を集めてな……その実、集めた平民を捕らえて売り飛ばしているらしいのだ」

「ま、まさか……そんなこと……」

「考えてもみろ、帝国の貴族が平民優遇など考えられると思うか？」

「そ、そう言われれば……」

　俄にわかには信じられなかった。

　しかし、帝国の貴族が平民を大事にするなど聞いたことがない。

　説明されればされる程、オリベイラが平民優遇の政策を取っていることを不自然に感じ、憲兵の言う事が真実であると思うようになっていった。

「私達はしばらくこの街にいる。何かあったら知らせてくれ」

　そう言って憲兵の男は去っていった。

（こいつも落ちた……）

　そう思い、口くち許もとを歪ゆがめながら。

　実はこの男は、ヘラルドが送り込んだ工作員である。

　そうした憲兵を騙かたる工作員が街中、周辺の村にまでその噂を広め、領民達の猜さい疑ぎ心しんを煽あおり続つづけた。

　そして、人拐いの実行犯もこの工作員達であった。

　さらにヘラルドは、街中で起こっている失踪事件は大規模な犯罪組織が関係する帝国全土を揺るがす事件であり、帝都の憲兵団が直々に捜そう査さする旨を領主館に伝えていた。

　これで、領主館側と領民側に認識の齟そ齬ごが生まれた。

　領主館側は、街で起こっている事件は領地を超えた全国規模の犯罪であり、地方の警備隊が口や手を出すと情報や動きの統一化ができなくなるから手を出さないようにと言われているため、身動きが取れない。

　一方領民側は、工作員の手によりこの一連の失踪事件は領主自らが加担しているものであり、その証拠に警備隊は一切動いていないと認識していた。

　こうして、オリベイラに優遇され、豊かな生活をしていた領民達は、ヘラルドの送り込んだ工作員の手によって、感謝するどころか、徐々に憎ぞう悪おを抱くようになっていった。
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　自分の領地で失踪事件が起きていること、領民達が不信感を募らせていることなどの情報も、ヘラルドの策略によりオリベイラの下には一切入っていない。

　自らの領地がそんなことになっているとは夢にも思っていないオリベイラの帝都での生活は約二ヶ月に及んだ。

　まだ帝都のストラディウス公爵邸を訪れる貴族達は多い。

　しかし、そろそろ妻の出産が近付いていたオリベイラは、さすがに一いつ旦たん領地に帰り出産に立ち会うことを決めた。

　長く彼を帝都に留めていた貴族達も、二ヶ月も留めていれば十分だろうとオリベイラを快く解放した。

　そして、その情報を得たヘラルドは、ストラディウス公爵領での工作をついに最終段階へと進めた。




　オリベイラが帝都を出発した一方、オリベイラが治めるストラディウス領では、憲兵の男達が街の領民達に声を掛けていた。

「皆聞いて欲しい。我々はついに人拐いの足取りを摑んだ。もうじきこの街を馬車で出るらしい。その馬車を取り押さえたいのだが協力してくれるか？」

　なにもしない領主への苛いら立だちが最高潮に達していた領民達は、大した考えもなくその言葉に飛び付いた。

　憲兵達は、馬車を取り押さえる場所までほくそ笑みながら領民達を先導していった。

　しばらくそこで待っていると、本当にストラディウス公爵家の家か紋もんが付いた馬車が近付いてきた。

「停まれ！」

　憲兵を名乗る男が停止を求めると、なんの抵てい抗こうもなく馬車は停止した。

「荷を改めさせてもらうぞ」

「これは公爵様の馬車ですよ？　そんな事が許されるとでも？」

「これは皇こう帝てい陛へい下か直じき筆ひつの取り調べ令れい状じようだ。口答えは許さん！」

　はっきり言って三さん文もん芝しば居いである。

　演技は下手だし、皇帝陛下直筆の令状なども存在しない。

　しかし怒りに震ふるえる領民達は全く気付かなかった。

　そして馬車の荷台を改めると……。

「おい！　これは何だ!?」

「それは公爵様の命で配送する商品ですよ」

　馬車の荷台には……失踪したと思われていた女や子供達が縄に縛られ檻おりに入れられていた。

　それを見た領民達は確信した。

　憲兵の言う事は正しかった。

　俺達は甘いエサに引き寄せられた獲物だったのだと。

　そうなると、領民達は怒りを抑えきれなかった。

　領主は悪魔だ。

　奴は倒さなければ、まだまだ被害者が増えていく。

　そうなる前に……オリベイラを討うつ。

　領民達の頭は、すでにそれしか考えられなくなっていた。

　よく考えれば分かりそうなことに、全く気付いていなかった。

「街に戻って皆に伝えるぞ！　領主は……いやオリベイラは俺達の手で討たないといけない敵だ！　正義は俺達にあるんだ！」

『おおおおお!!』

　怒りに震え、領主館を襲しゆう撃げきしに戻っていく領民達を見て工作員達は……笑っていた。

「クックック。平民ってのはなんて馬鹿なんだろうな」

「しょうがねえよ、今までお勉強なんてさせてもらってないんだから」

「まあ、だからこそ我々貴族の思い通りになるんですがね」

　ここにいたのは貴族の長男以下の子し弟てい達たち、家を継げず無む為いの時をすごしていた者達である。

　そんな自分達が、公爵であるヘラルドから声をかけられ、将来を約束すると言われれば断る理由など全くなかった。

　元々、貴族の間で評判の悪いストラディウス公爵領である。

　計画に加担し、実行することになんの罪悪感も持たなかった。

　自分達の思い通りに踊ってくれた領民達を見送りながら談笑していると、その中の一人がふと呟いた。

「ところで……こいつらどうしようか？」

　その男の視線の先には、縛られ、檻に入れられた街の女や子供達がいた。

　怒りに震える男達は、彼女達を解放することも忘れて街に戻ってしまったのである。

「ホント、馬鹿過ぎだろ？」

「まあ、そう言ってやるな。せっかく俺達に玩具を残していってくれたんだから感謝しなくちゃな」

「クフッ！　本当にそうだな。それじゃあ適当に遊んでから始末するか」

「そうだな」

　平民達を搾取の対象としか見ていない彼らに、平民にかける慈じ悲ひなど全くなかった。




　そして……街に戻った男達は他の住民にも声をかけて回った。

「皆聞いてくれ！　さっき俺達は見てしまったんだ！　失踪したと思われていた女や子供が、領主の馬車に乗せられて売られていくところを！」

「なんだと!?」

「あの噂は本当だったのか！」

「ここの領主は悪魔だ！　甘いエサに吸い寄せられた俺達を獲え物ものとしか見ていなかったんだ！」

　自分達が工作員の手によって踊らされているとは微み塵じんも思っていない領民達は、自分達こそが正義であると思い込んでいる。

　そして、悪あくの権ごん化げである領主を討つべきだと声こわ高だかに主張した。

「このまま領主を……いや、オリベイラを放置していたら、次の犠牲者が増えていくだけだ！　今こそ、俺達の手でオリベイラを討つべきだ！」

　その言葉に、領民達は大声を上げて応えた。

　ハンターでない彼らは、各々の家から武器になりそうなものを手あたり次し第だいに持ってくると領主館に向けて行進し始めた。




「なんだか、外が騒がしいわね？」

「そうですな。ひょっとして、憲兵団の方が街で捕り物をしているのかもしれませんな」

　憲兵団を騙る工作員達の手により、街の情報が全く入ってこない領主館では、臨りん月げつを迎えいつ産さん気けづいてもおかしくないアリアが、使用人である老人の男と騒がしい街の様子について話していた。

　アリアは、オリベイラが帝都に旅立った日から、毎日その無事を神に祈っている。

　そして、幸いなことにオリベイラが害されたという報告は一向に入ってこない。

　祈りが通じたのかしら？　とそんな風に思いながらも、最愛の夫と二ヶ月も離れたことのないアリアは、寂しさも感じていた。

　でも、出産の時期には帰ると言っていたオリベイラの言葉を信じるならば、そろそろ戻ってくるはずである。

　アリアは、窓から見える通りに目を移し、その角からオリベイラの馬車がひょっこり現れたらどんなに幸せだろうかと、そんなことを考えていた。

　しかし、そのアリアの淡あわい期待は、踏みにじられることになる。




　角から現れたのは、武ぶ装そうした領民達であった。




「な!?　なに？　あの集団は!?」

「こ、これは!?　一体何事ですか!?」

　その異様な光景に、アリアだけでなく、使用人の男も驚きよう愕がくする。

　オリベイラの統治は順調だったはずだ。

　領民に不満が出るとすれば、慢まん性せい的てきな人手不足くらいのもので、こんなクーデターのような行動の原因になるとは思えない。

　そうして戸惑っているうちに、武装した集団は領主館の門前に到着した。

「貴様ら！　なんの真似だ!?」

　門番を務める兵士の一人が叫び、もう一人が応援を呼びに走る。

「なんの真似だあ!?　うるせえんだよ！　この悪魔の犬が！」

「あ、悪魔の犬？」

「俺達は、人間の皮を被った悪魔であるオリベイラを討とう伐ばつしにきたんだよ！」

　討伐。

　人類に害をなす魔物を狩る際に使われる言葉。

　まさか領民達が領主であるオリベイラに対し、そんな言葉を使うとは夢にも思っていなかった門番が言葉を失う。

「いいから門を開けろ！」

　その領民の怒ど声せいでハッと正気を取り戻した門番は、その要求を拒絶した。

「できる訳がないだろうが！　それに領主様はお留守だ！　話があるなら後日改めろ！」

「話なんかじゃねえって言ってんだろうが！」

「俺達は領主を討伐しにきたんだよ！」

　領主はいないという門番の言葉は耳に入っていない。

　はっきり言って領民達の様子は異常だ。

　このままでは、一気に雪崩れ込まれかねない。

　そう門番が思った瞬間だった。

「もういい！　強行突破するぞ！」

『おおおおおお!!』

「なっ！　ちょ、ちょっと待……うわああああ!!」

　門番は最後まで言葉を言い切ることができなかった。

　その前に領民達が門に殺さつ到とうしたのである。

　そして、門番を殴なぐり倒し集団で滅めつ多た打うちにする。

　その間に他の領民達が一斉に門をこじ開ける。

　頑がん丈じような門扉も、大勢の人間の力が一斉に殺到すればどうなるのか。

「おおっし！　門が開いたぞ！」

　力ずくで押し開けた門をくぐり抜けた領民達を、領主館の警備兵たちが迎え撃つ。

「止まれ！　止まらんと斬り捨てるぞ！」

「上等だ！　やれるもんならやってみやがれ！」

　怒りの熱に浮かされ、自分達が正義だと思い込んでいる領民達はもう止まらなかった。

　領主館に常じよう駐ちゆうしているのは熟練の兵士達であるが、残念ながら領民達とは数が違う。

　圧倒的な数の暴力の前に、警備兵たちは何人か斬り捨てたものの、アッという間に人の波に呑のまれてしまった。

　暴徒と化した領民達が去った後、そこにあったのは斬り捨てられた数人の領民と、大勢により滅多打ちにされ、顔は原形すら留めていない警備兵たちの姿であった。




　門を突破された瞬間に、使用人の男はアリアを連れて脱出しようとしたが、ここで思わぬ事態が起こった。

　アリアに陣じん痛つうが起きたのである。

「あっ……くぅ！　こ、こんな時に……」

「お、奥様！　大丈夫でございますか！」

「ええ、平時なら問題ないのだけれど……」

　部屋の扉を見ながら、苦痛に歪む顔でこう言った。

「今は……致命的かも」

　使用人はその言葉を聞き、アリアを抱えて逃げたかった。

　しかし臨月を迎えているアリアを背負う訳にはいかない。

　となると、前に抱えていかなければいけないのだが、すでに老ろう境きように入っている男にその腕わん力りよくはなかった。

　やむを得ず肩を貸しながら男はアリアに声をかける。

「奥様！　ご辛しん抱ぼう下くだされ！　ここを乗り越えれば旦だん那な様さまが必ずやお助け下さいます！　ですからしばしご辛抱を！」

　男は、なんとかアリアを逃がしたかった。

　しかし、無情にもその願いは叶わなかった。

「オリベイラはどこだあ!?」

　アリアのいる部屋の扉を蹴け破やぶって、複数の男が雪崩れ込んできたのである。

「ああ？　お前、オリベイラの嫁か!?」

「き、貴様！　無礼であるぞ！　ストラディウス公爵夫人であるアリア様に向かってなんたる言い草だ！」

「うるせえ！　オリベイラはどこだ!?　隠し立てしやがったら容よう赦しやしねえ！」

　この暴徒達は、オリベイラを狙っている。

　まさか帝都にいる貴族達からではなく、大事にしていた領民達から命を狙われることになるとは、アリアは全くの予想外だった。

「貴様！　いい加減にしろ！」

「うるせえジジイ！」

　先程から吠えていた男の手には、警備兵から奪ったのであろう剣が握りしめられており、それが使用人の男に向かって振り下ろされようとしていた。

「いけない！　下がって」

　だが、アリアの叫びも空しく、男は振り上げた剣を使用人に向かって振り下ろした。

「ギャアアア！」

　使用人の男はなす術なく切り殺され、アリアを庇かばう者は一人もいなくなった。

「さて……オリベイラはどこだ？」

「い、いないわ！　夫はずっと帝都に行っているの！　ここにはいないのよ！」

「噓うそを吐くんじゃねえ！　俺は見たんだぞ!?　公爵家の紋もん章しようのついた馬車に拐われた女と子供が乗っているのを！　オリベイラ以外の誰が指示を出すってんだ!?」

「紋章のついた馬車？」

　アリアには意味が分からなかった。

「待って……一体何がどうなっているの？」

「だから！　オリベイラが街の人間を拐って奴隷として売り飛ばしてるんだろうが！　しらばっくれてんじゃねえ!!」

「いいからオリベイラを出せよ！」

　男達は興奮してしまい、アリアの言うことを聞こうとしない。

　それでもいない人間を出せる筈もない。

「ねえ、お願い！　聞いてちょうだい！　本当に夫はいないのよ！」

　どうにかして男達を退去させようとアリアは必死だった。

　男達は誤解している。

　ならば日を改めさせ、話し合いの場を設ければ、その誤解は解けると、そう思っていた。

　しかし、感情的になって領主館に押し入り、すでに何人もの使用人や警備兵を殺害してしまっている男達は、引くに引けない状況になっていた。

　そして、あくまでオリベイラを庇い立てする目の前の女が、途と轍てつもない悪女に見えてきた。

「そうか……お前も、オリベイラの同類か」

　そう言った男は、先程使用人の男を斬り捨てた剣を振り上げた。

「いや！　お願い！　話を聞いて！」

　お腹には、オリベイラが待ち望んだ子供が宿っている。

　この子を守らなければいけない。

　そう思ったアリアは、咄とつ嗟さにお腹を庇い……。

　その無防備になった頭に向かって。




　剣は振り下ろされた。





　　　　　◆






　その頃、オリベイラは久しぶりに会う妻のために買った土産みやげと、産まれてくる子供のための玩具を手に、領地への帰き路ろについていた。

「アリアは大丈夫だろうか？　もう子供が産まれていたりしないだろうか？」

「オリベイラ様、落ち着いて下さい。仮に産気づかれても館には医師が常じよう駐ちゆうしておりますし、オリベイラ様がおられたところでなんの役にも立たないのですよ？」

「む。や、役に立たないかは分からないだろう」

「分かりますよ。私がそうでしたから」

　すでに妻の出産を経験しているらしい護衛の兵士が、自身の経験をもとにオリベイラを諭さとした。

　経験者に言われてしまっては、なんの反論もできない。

　オリベイラは逸はやる気持ちを抑えるように、ふーっと息を吐いた。

「生まれてくる子は男だろうか？　女だろうか？」

「さて。こればかりは神の思し召しですからな。なんとも言えません」

「男の子だったら、きっと強くて賢い子が生まれるだろうから、大きくなったら一緒に魔物狩りにも行けるな！　女の子だったら……嫁にやる自信がないな」

　産まれる前から親馬鹿なのかと、護衛の兵士は呆れた目でオリベイラを見ている。

　そんなやり取りをしている内に、見覚えのある地形が見えてきた。

　ここを過ぎれば、ストラディウスの街が見えてくる。

　そう思って馬車の窓から街を見ると……。

「な、なんだ……なんだあれは!?」

　領主館から……身重の妻がいる筈の自宅から煙が出ているのを目撃した。

　あまりの出来事に思考が停止してしまったオリベイラは、ハッと正気に戻ると周りにいた護衛の人間に声をかけた。

「お、おい！　誰か馬を、馬を貸してくれ！　なにか大変な事が起きている！　急いで戻らないと！」

　騎馬で随行していた護衛の馬に乗り換え、領主館を目指した。

「俺も行く！　お前達は後から来い！」

　いつも付き従っている護衛の兵士も馬を駆り、オリベイラに並走して街を目指して行く。

「一体何が起こっているんだ!?」

「分かりません！　しかし……」

　こんなことはあり得ない。

　その言葉を護衛の兵士は呑み込んだ。

　オリベイラは常に平民の暮らしのことを考え、その向上に努めてきた。

　そして領民達も、そんなオリベイラに感謝し、尊敬していたはずだ。

　だからこんなことは起こり得ないと、そう思っていたのだが……。

　実際に目の当たりにすると、そんなことも言っていられない。

　とにかく全速力で馬を走らせたオリベイラ達は、街に着くとそのままの勢いで街に入っていった。

　人の多い街中を馬で疾しつ走そうするなど普段なら考えられない事だが、事態が事態だけにそんな事に構っていられなかった。

　すると。

「ああ！　オリベイラだ！」

「なに!?　本当か!?」

「貴様！　オリベイラ！　この悪魔め！」

　オリベイラに気付いた領民達がなにかを叫び、馬に乗って走っているオリベイラに向けて物を投げ始めた。

「うわ！　な、なんなんだ!?　一体！」

　戸惑いながらも、自身の領地の領民である彼らに手を上げることなどできず、投げられる物を避けながら街を疾走していく。

　さすがに馬に乗っている人間には追い付けないが、領民達はオリベイラ達の後を走って追いかけてきている。

「マズイな……このままでは領主館まで付いてきてしまう」

「オリベイラ様。館には先にお入り下さい。私がなんとか食い止めます」

「……済まない」

「いえ。それが務めですから」

　程なくして辿り着いた領主館だが、その惨さん状じようをみて二人とも声をなくしてしまった。

　無理矢理押し開けられ、倒された門。

　その前に倒れている、鎧を着ていることでようやく人間だと判別できるもの。

　同じようなものが館の入り口の前にも複数あった。

　そして、斬り殺されたと思われる領民。

　あまりの光景に思考を停止していたが、こうなるとアリアの安否が不安になる。

「ア、アリア！」

　オリベイラは、妻の名を叫びながら館へと飛び込んだ。

　その中は……まるで強盗に押し入られたかのようだった。

　綺麗だった内装はアチコチ破られ、火をかけられ、使用人達が倒れている姿もあちらこちらで見られた。

　帝都に赴おもむく前とは全く違ってしまっている様子に呆ぼう然ぜんとするオリベイラだったが、気を持ち直し一目散に妻の部屋を目指した。

　そして、ようやく辿り着いた妻の部屋には……複数の男達がいた。

　そして、男の一人は手に剣を持ち、その剣からは血が滴したたり落おちている。

　そして……その足元には……。

「アリア！　アリアアア!!」

　そう叫びながら、妻の部屋にいた男達を魔法で吹き飛ばした。

　領民に対する配はい慮りよなど、全く考えられなかった。

　オリベイラは、血溜まりに倒れていたアリアのもとへ駆け寄ると、その身体を抱き締め、生きている人間ならば胎たい児じであっても発している魔力の有無を確認するが……アリアの身体からは、すでに魔力が感じられなかった。

　お腹にいる子供の魔力も……。

「そんな……アリア……アリア……目を開けておくれ？　身体に気をつけると言ったじゃないか……私達の宝を守ると言ったじゃないか……お願いだアリア……アリア……頼むから……」

　オリベイラは信じられなかった。今起きている現実が受け止められなかった。

　なぜこんな事になっている？

　ここにいるのは、自分が身を睹として守ってきた領民達ではないのか？

　この現状を見るに、アリアを殺害したのはここにいる男達だ。

　なぜこんな暴挙に出る必要があるのか？

　全てが分からなかった。

　そしてオリベイラは、その怒りを男達にぶつけた。

「なぜですか!?　なぜこんな非ひ道どいことを!?」

　すると吹き飛ばされた男達がヨロヨロと立ち上がり、オリベイラに向けて罵ば声せいを浴びせかけた。

「なにがなぜだ!?　お前の悪あく逆ぎやく非ひ道どうな行いのせいだろうが!!」

　オリベイラは、その男の言葉が理解できない。

「悪逆非道な行い？　なにを……一体なにを言っているんですか!?」

「惚とぼけるな！　全て知っているぞ!!　お前が俺達を甘い言葉で集まったエサだと思っている事も！　集めた住民達を次々に拐って売り飛ばしている事も！　全部、全部知ってるんだ!!」

　オリベイラには全く意味が分からない。そんな事は考えた事もない。

「なんですかそれは……なぜ、なぜ私がそんなことをしたことになっているんですか!?」

「ふざけるな！　俺は見たんだ！　公爵家の家紋が付いた馬車で、拐った女や子供を運んでいる所を！　憲兵団の捕り物に付いて行ってな!!」

「……憲兵団の捕り物に付いていった？　一般人の貴方が？」

「そうだよ！」

　この時点でオリベイラは、明らかにおかしい点に気付いた。

「……おかしいとは思わなかったのですか？　憲兵団の捕り物に一般人を同行させる事などあり得ませんよ……」

「そ、それは！」

　当然憲兵団や警備隊が、犯罪者の捕り物に一般人を同行させることなどあり得ない。

　しかし、教育を受けていない平民達では、思考することすらできなかった。

「それに……私の家紋が付いた馬車で拐ってきた人間を運ぶ？　犯罪奴隷と借金奴隷以外の奴隷は違法なんですよ？　明らかに闇やみ取とり引ひきの奴隷を、そんな馬鹿な方法で運ぶとでも思ったのですか？」

「……」

　確かに、そんなに堂々と誘拐した人間を運ぶだろうか？

　憲兵団が一般人の自分達を同行させるだろうか？

　言われて初めて気がついた。

　そして、男達は外が騒がしいことにも気がついた。

「おい！　オリベイラが入って行っただろう！　出せ！」

「何を言っているんだお前達は!?　いいから家に帰れ！」

「そんな訳にいくか！　馬に乗っているオリベイラをこの目で見たんだぞ！」

「オリベイラを出せ！」

『出せ！　出せ！』と連呼する領民達の声でようやく気がついた。

　オリベイラはたった今、どこからか帰ってきたのではないのか？

　それを見たから街の領民達が、こうして領主館に詰めかけてきているのではないのか？

　そして、この街にいなかった人間にあんなことができるのか？

　そして、先程のオリベイラの言葉。

　まさか……いや、もしかして……。

　自分達は、騙されていたのではないのか？

　その事にようやく、本当にようやく思い至った。

　そう思い至った瞬間、詰めかけていた領民達は、自らが起こしてしまった事を自覚した。

　領主館に大勢で押し寄せ、門番や警備兵、使用人達まで殺害し、果ては……。




　大変な事をしてしまった。




　領民達は蒼白になり、後悔するがもう遅い。

　すでにアリアを、手にかけてしまった。

　もう……もう取り返しが付かない。

　男達は自分達のしでかしたことの重大さに真っ青になり、その罪の大きさからなにをしていいのかも分からずにいた。

　そしてオリベイラは、悲しみの淵ふちにありながらもこの事態について分析し始めた。

　自分がいない間に、こんなことが偶然引き起こされたのか？

　いや、そんな都合の良い事がある訳がない。

　自分がこの街にいない時を狙って、意い図と的てきに領民達に噓の情報を流し、自分が憎まれるように仕向けたのだろう。

　ならば自分は、誰かの意思によって領地を離れさせられたのだろう。

　ということは……帝都の貴族達もグルか。

　そして、そんな貴族達をも動かせる人物。

　それは……。

「ククク、アハハ、アハハハハハ!!!!」

　この事態を引き起こした犯人に思い当たり、オリベイラは狂ったように笑い始めた。

　これは帝位継承権を持つ公爵の仕し業わざだ。

　選せん民みん意い識しきの高い貴族を自分の策さく略りやくのために利用するなど、全ての貴族の頂点であり、次の皇帝の可能性がある公爵にしかできる訳がない。

　そして自分は、他の公爵から疎まれていたはずだ。

　つまりこれは、最初から最後まで、完全に仕組まれた策略だ。

　自分の政策が受け入れられたと思って帝都に赴いたことも。

　足しげく帝都の屋敷に足を運んでいた貴族達も。

　そして、自分が全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて守ってきた領民達を騙したことも。

　全て誰かの思惑通りだったのだ。

　オリベイラは自分の愚かさを呪った。

　なにが帝国の未来だ。

　帝国はすでにここまで腐ふ敗はいし、もはや建て直すことなど不可能だ。

　そんな帝国のために、自分はなぜあんな夢を見てしまったのか。

　オリベイラは呪った。

　ここまで腐敗した国になってしまった帝国を。

　自らの権力のために、ここまで人を貶おとしめることができる貴族を。

　そして、大した考えもなく、他人の言葉に惑わされ、今まで受けてきた恩をまさしく仇で返した平民を。




　全てを呪った。




「ああ……私はなんと愚かなのでしょう？　こんな恩を仇で返すような愚かな人間のために、こんな下らない事を画かく策さくする貴族をのさばらせる帝国のために、今まで尽じん力りよくしていたとは……」

　そう言いながら、オリベイラは魔力を集め始めた。

　濃のう密みつで、同じ部屋にいるだけで魔法が使えない者ですら息苦しさを覚える程の魔力。

　それは、部屋の外どころか屋敷の外にいる人間にさえ感じ取れた。

「こ、この魔力は！　オリベイラ様！」

　門の前で領民達と押し問答を続け、今にも突とつ破ぱされそうだった護衛の兵士が、オリベイラの集め始めた魔力に反応して屋敷を見た。

「な、なんだ？　この嫌な感じ……」

「あ、あそこ！　屋敷のあの部屋から感じるぞ！」

　その魔力は、領民達でさえ感じ取れた。

　オリベイラが集め始めた魔力は、元々魔法使いとしても優秀であったオリベイラでさえ、明らかに制御しきれる魔力量を超えている。

　しかも領民に嫌な感じがすると言わしめた通り、集まってきていた魔力は……。

　視認できるほど、色が黒かった。

　黒く、禍まが々まがしい魔力が部屋どころか、屋敷を越え街中にすら広がっていく。

　その光景に恐ろしくなった領民達は、思わずオリベイラに許しを請こうた。

「ひっ！　りょ領主様！　お許しを!!」

「許す？　こんなことをしでかした愚か者を許す？　一体、なにをふざけた事を言っているのですか？」

　その言葉に、領民達は絶望した。

　そしてオリベイラも、その領民の言葉に……キレた。

「許す訳がないだろうがあああ！！！　お前らも！　お前らを唆そそのかした貴族共も！　そんな奴らをのさばらしている帝国も！　全部！　全部！！！　全部！！！！　全部許すものかあああああ！！！！」

　その叫びと共に、爆発的に増えた黒い魔力。

「あ……ああ……あああ」












　その絶望を感じるに十分な光景に、領民達はもはや言葉も出ない。

　どんどん広がっていく黒い魔力は、ついに街を完全に覆おおい尽つくし、さらに外へと広がっていった。

「オ、オリベイラ様……一体なにが!?」

「あ、うあ……」

　そのあまりの事態に、オリベイラの身を案じる護衛の兵士に比べて、領民達は恐怖で声が出ない。

　そして……。

「全て滅びればいいんだああああああ！！！」




　魔力が爆発した。




　街の中心地にあった領主館で起こった爆発は、尋じん常じようではない威力の爆風を巻き起こした。

　そして爆風は、部屋にいた男達も、屋敷の外にいた領民達も、最後までオリベイラの身を案じていた護衛の兵士も、代々受け継がれてきた街も、そして……。

　最愛の妻であるアリアでさえ巻き込んで吹き飛ばした。

　のちにこの地を訪れる人間は、恐らく自分の目を疑うだろう。

　爆風が収まった後に広がっていた光景は、そこに……ついさっきまで街があったとはとても信じられない。

　建物があり、人が住んでいたとは到底思えない、一面の荒野が広がっていた。

　そして、その中心地には、オリベイラただ一人が立っていた。

　その目を真っ赤に輝かせて……。

「ククク、ハハハ！　アハハハ!!　待っていて下さいねえブルースフィア帝国……全てを……皇帝から貴族平民に至るまで、全て滅ぼしてあげますからね……」

　そして……オリベイラは姿を消し、アールスハイド王国にオリバー＝シュトロームとして現れたのである。





　　　　　◆






　シュトロームの話を聞いた魔人達は、その凄せい惨さんな過去に言葉を失っていた。

　そして、シュトロームが貴族だけでなく平民に対しても容赦なく、全てを滅ぼしたかった理由も理解した。

　彼は大切にしていた領民に裏切られ、大切にしていた家族を奪われたのだ。

　それを唆した貴族はもとより、簡単に騙されて大切な人を奪った愚かな平民も許せなかったのだ。

「さっき出ていった人達も考えなしで行動してますからねえ。奴らを思い起こさせるものですから、殺意を抑えるのに苦労しましたよ」

　やけにアッサリと離脱を許したものだと思っていたが、彼らはシュトロームの憎んだ愚かな平民と同じなのだ。

　シュトロームによって力を与えられたのに、その力を自分の実力だと勘違いし、さらにその力を使えば世界を統一できると思っている。

　そんな愚かな人間を、側に置いておきたくなかったのだ。

「彼らは分かっているんですかねえ？　世界を統一した後の事を」

　シュトロームには世界統一に乗り出さない理由がいくつかあった。

　一番大きい理由は興味がないという事だが、まだ確定していない事があったのだ。

　それは、魔人には子供ができるのか？　という事。

　自身が魔人となって二年。

　自分が人類史上二人目の魔人であり、また前回出現した魔人は理性をなくしていたためか、そういった記録は残っていなかった。

　もし子供ができなかったら？

　魔人によって統治された世界は一代で終わる。

　仮に子供ができたとして、その子は魔人なのか？　人間なのか？

　魔人であるならその次の子は？

　魔人自体が自然なものではない。とても血脈が続いていくとは思えない。

　全て分からない状態でそんな面倒な事はしたくなかったのだ。

「なにも分かってないんでしょうねえ……所しよ詮せん、元は愚かな平民ですから」

　出て行った魔人達を、よくシュトロームが殺さなかったものだと、残った者達は冷や汗を流した。

「そうだ！　しばらく彼らを観かん賞しようしましょうか？　どんな愚かな行動を取ってどんな風に討伐されるのか、面白い見せ物になると思いませんか？」

　そう楽し気に話すシュトロームを魔人達は畏れと……同情を込めた目で見ていた。

　そんな中ミリアはある決意をしていた。

　ある実験を提案する決意を……。
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　元もと帝てい国こく諜ちよう報ほう部ぶ隊たいの長ちようであるゼストが、部下であった男を呼び、ある指示を与えようとしていた。

「なんでしょうかゼスト様、特別な任務とは？」

「なに、シュトローム様の話を聞いてな、次の目標を見つけて差し上げたいと思ったのだ」

「次の目標？」

「いいか、ローレンス。お前は出て行った魔人達に紛まぎれて奴らの行動を、こちらの思惑に副そうように誘導してこい」

　ローレンスと呼ばれた元諜報部員の魔人は、上司であるゼストの言葉に首を傾かしげた。

「それのなにが次の目標になるのですか？」

「次の目標はすでに決まっている。その戦力の確認をしたいのだ」

「え？　もう決めているのですか？」

「ああ。次の目標は……」

　ローレンスは息を呑んで次の言葉を待った。

　そして、ゼストの口から出てきたのは恐るべき言葉だった。

「シン＝ウォルフォードだ」

「え!?　ま、まさか!?　シュトローム様をあと一歩まで追い詰めた化け物ですよ!?」

「だからこそのお前の任務なのだ」

　そこでようやくローレンスは理解した。

　自分の使命は、魔人を誘導し、シン達と戦わせ、シン達の戦力を図はかることだと。

「それは……危険ではないですか？」

「フフ、お前ならできると信じている。期待しているぞ？」

「はあ……そう言われては断れないではないですか」

　こうして、元諜報部員であったローレンスは、シュトロームと袂たもとを分かった魔人達に紛れ、その行動を誘導することになった。
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「あーあ。シュトロームの腰抜けにはガッカリしたぜ」

「全くな。これだけの力があれば世界征服なんてあっという間に終わっちまうのによ」

「違えねえ」

　ギャハハハ！　と頭の悪そうな笑い声が響いている。

　今ローレンス達がいるのは、かつて彼らが滅ぼした街の一つである。

　魔人となり、魔力のある肉を食っていれば生きていくことができるようになっていた彼らであったが、睡すい眠みんは必要だ。

　そして、魔人になったとはいえ、風雨に曝さらされている状態で眠るというのは、やはり気分が悪い。

　そのため、廃はい墟きよと化した街に拠きよ点てんを持ったのだ。

　そしてその拠点で、自分達の力で世界征服をしようと話し合っていた。

　シュトロームの過去の話を聞いていたローレンスは、このいかにも考えなしの元平民達に苛いら立だちを覚えてしょうがないが、これは任務。

　上手くあいつらを誘導しなければと、早速動き出そうとした。

　すると謁えつ見けんの間でシュトロームに反抗した魔人がとんでもないことを言いだした。

「もう帝国は滅ぼしたからな。次に狙うのは、アールスハイド王国だろう！」

　おお、という他の魔人に紛れて、ローレンスは非常に焦あせっていた。

（何考えてんだ！　馬鹿野郎！　アールスハイドにはとんでもない化け物がいるってのに！）

「あ、あの！」

「ん？　なんだ？」

　焦ったローレンスは、咄嗟に声を上げてしまった。

「えーっと、そう！　アールスハイド王国を攻めるのは少し早いのではないですか？」

「あ？　どういう意味だ？」

「あの、ほら！　アールスハイドの周囲にはもっと小さい国があるじゃないですか。そっちの方が簡単だし、なにより周辺国を制圧してから大国と対たい峙じする方がロマンがあるじゃないですか!?」

　ロマンってなんだよ!?　とローレンスが自分で自分にダメ出しをしていると、意外にもその魔人は反応を示した。

「フム。周辺国を制圧して大国となった後に、大国であるアールスハイドと対決するのか……いいじゃないか」

　良かった！　頭の悪い奴で本当に良かった！

　何とかアールスハイド王国から目線を逸そらせることに成功したローレンスはホッと息を吐ついた。

「で、どこから攻めればいいと思う？」

「そうですね。まずはアールスハイドに多少なりとも脅きよう威いは与えておきたいので……帝国と王国に国境を接する、スイード王国でどうですか？」

「なるほどな、直接はアールスハイドは攻めないが、国境が接していることで脅威は与えられるか。帝国側は腰抜けのシュトロームだしな。よし！　まずはスイード王国から攻め込むぞ！」

『ウオオオオオ！』

　ひとまず、無事に誘導し終えたローレンスは胸を撫で下ろすが、ローレンスがスイード王国を標的に進言したのは、全く別の理由からである。

（さて……これで後は、ウォルフォード達が現れるのを待つだけか）

　アールスハイドに近い国の方が、シン達が現れやすいと踏んだからである。

　こうして、シュトロームと決けつ別べつした魔人達は数日後、一番近いスイード王国へ襲撃を仕掛けたのである。













　アールスハイド王おう国こくの王都でアウグストの立りつ太たい子しの儀式が行われていた頃、旧きゆう帝てい国こく領りように隣りん接せつしているスイード王国では、兵士達がここ最近の外せない日課である哨しよう戒かい任にん務むに当たっていた。

　元々周辺国を取り込む野望を持っていた帝国に対し、監視の目は常に光らせていたが、その帝国の帝都をあっという間に陥かん落らくさせてしまった魔ま人じん達たちに脅きよう威いを覚え、今までより監視体制は強化されていた。

　魔人に攻め込まれるとひとたまりもないため、いざという時の避ひ難なん経けい路ろの確保や、アールスハイド王国より貸たい与よされた通信機を設置するなどの対策を取っていた。

「とは言ってもなあ、実際攻め込まれたらどれぐらい耐えられると思う？」

「そうだなあ……帝国軍は半日もたなかったらしいぜ？」

「……とにかく住民達を避難させないとな……」

「そうだな……」

「「はあ……」」

　スイード王国軍の哨戒部隊が絶望的な状況に溜ため息いきを吐つき、せめて住民だけでも避難をと話をしていたその時。

「おい……あれ……」

「え？　ま、まさか……」

　城じよう壁へきの上から望遠鏡で周囲を見渡していた哨戒兵が視線を向けた先には……信しん号ごう弾だんが上がっていた。

　これもアールスハイド王国より貸与された物で、通信機は有線のため移動による哨戒には使えない。

　もし魔人や魔ま物ものを発見しても、馬で走っての連絡では遅くなる。

　そこで、どういう仕組みなのかは全く分からないが魔ま道どう具ぐを起動させると弾が打ち上げられ、遠くからでも分かるように発光する信号弾も貸与されていた。

　信号弾の色には何種類かあり、色により意味合いが違うのだが、打ち上がっていた信号弾の色は……。

「……赤い信号弾だ……」

　魔人の目を表すかのような赤だった。

　一瞬、なにが起こったのか理解できなかった哨戒兵達だがすぐに我に返り、一斉に動き出した。

「赤い信号弾を確認！　魔人が襲しゆう来らいしてきたと思われる！　直ただちに王城へ報せを出せ！　それと、全住民に避ひ難なん勧かん告こくだ!!」

『了解!!』

　万が一に備えてシミュレーションを繰り返していたため、軍に、そして住民達へと迅じん速そくに指示が伝わっていく。

「また赤い信号弾が打ち上がりました！　間違いないと思われます！」

「くそっ！　まさか現実にこんな事が起こるとは！」

　ついに起こってしまった最悪の事態に、兵士が悪あく態たいをつく。そしてその発言の後、ついにその報告がもたらされた。

「見えました！　魔人の集団です!!」

　魔人の集団。

　長い人類の歴史上、去年までは一体のみしか観かん測そくされていない魔人が集団で現れた。

　まるで悪い冗談のようなその報告に、なかば現実感がないスイード王国軍の兵士達。

「規模は!?　規模は分かるか!?」

「魔人の数は……およそ……およそ百！」

　一体でも絶望的な魔人が百体。

　スイード王国の兵士達は死を覚悟した。

　そして、もう一つ気になる情報を確認した。

「魔物は!?　魔物は何体いる!?」

「そ、それが……」

「なんだ？　数え切れないくらいいるのか？」

　そのあまりの絶望に、ついに自じ虐ぎやく的てきな言葉も出てくるようになってしまった兵士。

　だが……。

「それが、魔物の姿が見えません！　魔人のみの集団です!!」

「魔人のみ？」

　アールスハイドからもたらされた情報と違う。

　魔人は魔物を引き連れているということだったが、それがいないという。

「まあ……絶望的な状況が最悪の状況に変わったくらいの内容だな。総員に告つぐ！　城壁を死守せよ！　それが敵かなわなくとも住民への被害は出させるな！」

『おお!!』

　スイード王国軍の指し揮き官かんが指示を出し、軍隊が一斉に城壁外へと整列した。

「この城壁は絶対通させるものか！　おい！　アールスハイドへの報告を頼む！　救きゆう援えん要よう請せいもだ!!」

　そう言って通信機に向けて伝令を走らせる。

　だが、伝令に走っている兵士は、絶望的な気分で呟つぶやいた。

「報告はすぐに届いても……アールスハイドからここまで何日かかると思っているんだよ……」

　実は、スイード王国の兵士達は皆同じ事を考えていたが、今はそれでも現代に現れた魔ま人じん討とう伐ばつの英雄の力に縋すがるしかない。

　スイード王国兵はそんな一いち縷るの望のぞみに賭けてアールスハイドへ救援要請を出す。

「アールスハイドから防御の魔道具も借りているんだ。せめて……せめて足止めだけでもしてやる！」

　そして……魔人の集団とスイード王国軍はスイード王国王都の城壁の前で衝しよう突とつした。
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　立太子の儀式の最中に恥ずかしい事を言ってしまった俺は、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうで移動している最中も恥ずかしさの余り皆の顔を見られずにいた。

　……アルティメット・マジシャンズって……。

　我ながらこれは非ひ道どいと思うが、もう声に出してしまった。

　皆の前で宣言してしまった。

　あそこに集まっていたアールスハイド国民は、俺達が飛び出した後その名を連呼していたからすでに浸しん透とうしてしまっただろう。

　……これからこのチーム名で活動していかなければいけない……。

　なんて重い十字架を背負ってしまったんだ!!

「おいシン、なにをさっきからクネクネしてるんだ。気持ち悪いぞ？」

「お前！　お前があんな！　急にチーム名を考えろとか言うから!!」

「ふっ、くっ……いや……良いチーム名だと思うぞ？」

「笑いを堪えながら言うな！　言っとくけど、お前もそのチームの一員だからな！」

「別にいいじゃないか。悪くないと思うぞ？」

　俺達は自分の周りに空気の壁を作り、お互いの声が聞こえるように風の魔法で音声のバイパスを繋つなぎながら空を飛んでいた。

　風の音が酷ひどくて声が届かないということは実験で分かっていたから、その対策をしたのだ。お陰で飛行移動中でも会話ができる。

　さらに訓練中の息抜きとして、よく皆で飛び回っていたので風の魔法で移動するのも慣れたものだ。

　なので、今出せる最高速度である時速二百キロくらいで飛行している。

　速度計なんてないので憶測だけど。

　通信は一瞬でできるが、移動はそうはいかない。

　すでにスイード王国には魔人が現れている。

　一刻も早く現地に向かう必要があるので、馬車の数倍のスピードが出せるこの移動方法をとっているのだ。

　こんな事なら、スイード王国にゲートを開くポイントを設定しておけば良かった。

　でも魔人がどこに現れるか分からなかったからなあ……。

　そんな若干の後悔の念に苛さいなまれていると、さっきのチーム名についてリンがフォローしてきた。

「でも実際良い名前。私は気に入った」

「リンに気に入られるとますます自信がなくなるんだけど……」

「むっ、それは失礼」

「はあ……もう皆に浸透しただろうし、諦あきらめるしかないのか……」

「そんな事よりシン殿、もうそろそろアールスハイドとスイード王国との国境です。気を引き締めて下さい」

　トールが俺に注意してきた。

「え？　もう国境なの？」

「空を飛んでますからね」

「凄すごいね！　馬車だったら何日もかかるのに！」

　マリアやアリスもそのスピードに驚いている。

　俺は実際にスイードに行った事がないから知らないんだけどね。

「速い事は良いことだ。スイード王国からの連絡を受けてから、遅くなればなる程被害が大きくなるのだからな」

「でも……魔人ですか……災さい害がい級きゆうを単たん独どく討とう伐ばつできるようになったとはいえ緊きん張ちようしますね……」

　魔人からの被害を少しでも小さく食い止めるべきだというオーグに、魔人と戦うことに若じやつ干かんの緊張を見せるマリア。

「大丈夫だ。マリアは魔人よりも強くなってるから心配するな」

「それはそれでどうなのよ……」

　女の子としては、魔人より強いってのは褒ほめ言葉じゃないのかな？　マリアが微妙な顔をしてる。

「私も頑張ります！」

「シシリーは、魔人達に負傷させられた人達を診みてもらいたいんだ」

「あ、そうですね。じゃあ、一人でも多く助けられるように頑張ります！」

「うん、頼むな」

　スイード王国に着くまでに戦せん法ぽうを決めた。

　俺は一人で遊撃。

　シシリーは負傷者の治ち療りよう。

　他は二人一組となって魔人と戦うことにした。

「マーク、ちゃんとフォローするから……無茶しないでね」

「ああ分かってる。信じてるよ」

「マーク……」

　……あ！　マークか！

　ッス！　って言ってないから誰かと思った！

「……チクショウ……アッチもコッチもイチャイチャしやがって……」

　珍めずらしくイチャついているマークとオリビアを見ていると、マリアから怨おん念ねんの籠こもった声が聞こえてきた……

「マ、マリア殿、落ち着いて……」

「大体！　ウチの男子はリア充が多過ぎんのよ！　女子余り過ぎでしょうがあ！」

　何かマリアがキレだした。

「確かに……相手がいないのはトールとユリウスだけか……」

「自分、婚約者いますよ？」

「拙せつ者しやも許嫁いいなづけがいるでござる」

「全滅じゃないのよ！」

　うわ、マリアがキレた。

「くそう……待ってろよ魔人共め……私のこの鬱うつ憤ぷんを全部ぶつけてやる……」

　うん！　良い感じに緊張が解ほぐれたし、結果オーライだ！

　魔人の集団が相手だからな、変に緊張して力を出し切れないと大変な事になるから良い事だろう。

　マリアには是ぜ非ひ大暴れして頂こう！

「おい、スイード王国の王都が見えてきたぞ」

　これから戦いに赴おもむこうというのに、緊張感の欠片かけらもないやりとりをしてしまったが、とうとうスイードに到着したらしい。

　オーグの言葉に俺達は視線を前に向けた。

　城壁に囲まれた大きな街が見える。あれがスイード王国の王都か。

　そして……王都の城壁前で魔法が飛び交い、それを防ぐ魔ま法ほう防ぼう御ぎよの障しよう壁へきが見えた。

「あれ？　あの障壁って……」

「ああ、お前に作ってもらった防御魔法の魔道具だ」





　　　　　◆






「総員！　魔道具の起動準備！」

　魔人の襲撃を受け、アールスハイド王国に救援要請を出してすぐのこと。

　スイード王国兵がアールスハイド王国より貸与されたもう一つの魔道具である、防御魔道具の起動準備に入る。

　一般的な防御魔道具しか知らない彼らは、いくらアールスハイドからの貸与品とはいえこの時点では魔人の攻撃を防げるとは思っていなかった。

「来たぞ！　魔道具起動！」

　若干の諦めにも似た心境でいると、ついに魔人から魔法が放たれた。

　それを見たスイード王国兵の魔法使いが一斉に防御魔道具を起動したのだが……。

「うわっ!!」

「え？　マジか!?」

「防いだ！　魔人の攻撃を防いだぞ!!」

「スゲエ！　なんてスゲエ魔道具だ！」

　防げるとは思っていなかった魔人の魔法攻撃を完璧に防いだ。

　そのことにスイード王国兵から歓かん声せいが上がる。

「感激してる場合じゃないぞ！　魔人の攻撃を防げても撃退できなければ意味がない！　総員、全力で魔人を攻撃しろ！」

『了解!!』

「魔ま法ほう師し団だん！　魔法準備！　……撃て!!」

　絶望的な状況だったが、防御魔道具により魔人の攻撃を防げると分かった彼らの士し気きは一気に上がった。

　そして、時折防御の間隙を縫ぬって城壁内に潜もぐり込まれながらも、なんとか魔人達を押し留め戦線を維い持じする事に成功していた。

「耐えろ！　耐えていればアールスハイドの魔人討伐の英雄が駆かけつけてくれる！　それまで耐えるんだ！」

『オオオ!!』

　彼らは、シン達の到着を、心から熱望していた。





　　　　　◆






　ディスおじさんからやけに多くの防御魔法の魔道具を作ってくれと依頼されたと思ったら……各国に配ってたのか。

「それでも数は足りていないのだろう。魔力障壁の合間を縫って魔人の攻撃も通ってるな」

　確かに、王都に魔法がいくつか着弾してる。これは急がないと！

「全員全速力！　索さく敵てき魔ま法ほうで魔人を選別し撃破するぞ！」

『おお！』

　オーグの号令でさらに速度を上げ、魔力による索敵を始めたところで……。

「ヤバイ！　誰か魔人に追いかけられてる！」

　通常の人間の魔力が二つ、禍まが々まがしい魔人の魔力に追いかけられている。

　急げ！　急げばまだ間に合う！

　高速で城壁の上を通り過ぎ、数人のスイード王国兵と思われる人物がこちらを見ていたが構っている余裕はなかった。

　そして索敵した場所に辿り着くと……。

「いやあああ!!」

「アハハハ！　ホラホラ、ちゃんと逃げないと当たっちゃうぞ？」

「いや！　やめて！」

「ああああん！　ママァ！」

　逃げ遅れたと思われる、子供を抱えた母親を、魔人の内の一体が威力の小さい魔法を放ちながら追いかけていた。

　それはまるで獲え物ものを弄もてあそぶように……。

「ホラ！　ホラ！　当たっちゃうぞ？」

「やめて！　お願いやめてえ！」

「アハハハ！　早く逃げないと殺しちゃうげべら！」












「いや……え？　げべら？」

　子供を抱えながら逃げていた母親がこちらを振り返る。

　俺は……親子を追いかけている魔人を攻撃し、着地した所だった。

　そして、ふっ飛ばした魔人のいる方を見ながら母親に訊たずねた。

「大丈夫ですか？　怪け我がは？」

「あ、はい……大丈夫です。あの、あなたは？」

「シン殿！　イキナリ上空からドロップキックをかますとか、なに無茶な事をしているんですか！」

「悪い、どうしてもかましたかった」

「あ、あの……」

「あ、ご安心下さいご婦ふ人じん。我々はアールスハイド王国より派は遣けんされてきた者です。誰か！　彼女を安全な所に避難させて下さい！」

　空から降りて来たトールが母親に説明し、周辺にいた兵士に呼びかけた。

「は、はい！　ご婦人、こちらです！」

「あ、ありがとうございます！」

　兵士と親子が走り去って行った後、改めて周囲を見渡した。

　城壁は魔道具のお陰か、まだ完全には突破されていない。

　しかしオーグの指摘通り何体かの魔人は障壁の合間を潜り抜け、王都内に侵入していた。

　アチコチ壊された建物や、少なくない数の兵士達や住民達の倒れた姿がここからでも見られた。

　その光景に……俺はかつてない程の怒りを覚えた。

『スイード王国国民、および魔人共に告ぐ！　私はアールスハイド王国王おう太たい子し、アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ！』

　オーグと他の皆は地上には降り立たず、周りの高い建物の上にいた。

　そしてオーグは風の魔法の応用で自分の声を拡かく声せいし、救援到着の宣言をしていた。

『スイード王国国民よ、安心するがいい！　我々は魔人を打倒するだけの力を手に入れこの地に参った！　王国兵と協力し必ずや魔人共を撃退してみせよう！』

　オーグが魔人に襲撃された国民達を励はげますようにそう言った。

『そして魔人共よ、絶望するがいい！　我々の中には、かの英雄マーリン＝ウォルフォードの孫であり、アールスハイドに現れた魔人を圧倒的な力で討伐したシン＝ウォルフォードがいる！　万が一にも勝ち目があると思うな！』

　そうオーグが宣言した時……。

『オオオオオオ！！！』

　王都の中心に近い、王城の辺りから大きな歓声が聞こえた。

　あの辺りに皆避難しているんだろうか。

　俺はいつもなら、なに大声で宣言してくれてるんだと言っている所だが、今回はそんな気になれなかった。

『魔人共……覚悟しろよ？　一体残らず討伐してやるからな！』

　俺もオーグのように声を拡声させ、魔人に対し宣せん戦せん布ふ告こくした。

　こんな事をする奴らを……許すつもりはない！





　　　　　◆






「出てきたな、シン＝ウォルフォード。さて、どれくらいの実力を持っているのか……見せてもらおうか」

　ゼストから、シンの実力と弱点を探ってくるように言われているローレンスは、ようやく現れたかと、得意である隠おん密みつの技術を使い、シンの実力を分析しようとしていた。





　　　　　◆






「痛ってえええええ！　テメエ！　なにしやがる!!」

　怒りに任せて魔人達に殲せん滅めつ宣せん言げんした後、先程蹴り飛ばした魔人がようやく立ち上がり俺に向かって吠えてきた。

「なにしやがる？　それはこっちのセリフだよ。テメエこそ……ここでなにしてやがった？」

「ああ？　俺は魔人だぜ？　力のねえモンをいたぶってなにが悪いよ？」

　立ち上がった魔人は、ヘラヘラ笑いながら一般人をいたぶる事を魔人の特権だと言った。

　ああ、なるほど。魔人になって得た力に酔っている、ただの下げ衆すか……。

「オーグ！　コイツらどうすればいい!?」

　建物の上にいるオーグに確認してみる。

「もちろん！　決まっている！」

　するとオーグは当然の事だと、こう言った。

「殲滅しろ！」

「了解!!」

　オーグの宣言で覚悟は決まった。

　元は人間だろうが、今のコイツらは魔人。

　しかも力のない一般人を弄ぶ事を当然だと思っている下衆の集団だ。

　討伐する事に……なんの躊躇ためらいもない！

「は！　高たか々だか人にん間げん風ふ情ぜいが魔人の俺に敵うとでも思ってんのか？」

「うるせえな。大量に討伐しなきゃいけないんだ。無駄口叩いてる暇はねえんだよ！」

　そう言って一番近くにいた魔人に向かう。

　魔法で迎げい撃げきしようとするが……遅い！

「ゴアアア!!」

　後ろにいたトールがその魔人に先制の青白い、高温の炎の魔法を浴びせた。

「ナイス、トール！」

　魔法を浴びて悶絶している魔人にバイブレーションソードを一いつ閃せんする。

「どんな気分だ？　高々人間風情に討伐される気分は？」

「そ、そんな……馬鹿な……」

　そう呟くと……魔人は縦に二つに分かれた。

　たった今討伐した魔人を見下ろしたあと、次の魔人を索敵魔法で探す。

　他の皆も戦闘を始めたようだ。索敵にかかった魔人達の数がみるみる減っていく。

「シシリー！　負傷者の治療に向かってくれ！　誰か！　彼女を負傷者のいる所へ！」

　そう叫ぶと、近くにいて呆ぼう然ぜんと俺達の戦闘を見ていた兵士が我に返った。

「は、はい！　こちらです！」

「シン君！　気を付けて下さいね！」

「ああ！　シシリーも！」

「はい！」

　兵士に先導され、シシリーが負傷者のいる所へ向かって行った。

　シシリーが治療に向かったことで、救われる命が多くなるだろう。

　これで安心して……。

「殲滅してやる！」

　索敵にかかった魔人を片っ端から討伐してやる。





　　　　　◆






「いくよ！　リン！」

「任せて」

　二人一組。所謂いわゆるペアやバディと呼ばれる単位で戦闘をすることになり、アリスが望んだのはリンと組むことだった。

「やはり、誰か前衛ができる人間と組んだ方がいいのではないか？」

　アウグストはマリアと組むことになっている。

　トールはユリウス。トニーはユーリ。マークはオリビアと。

　そうなると、アリスとリンだけ余ってしまったのだ。

「大丈夫ですよ殿でん下か！　それに前衛がいたら……」

「魔法で仕留められなくなる」

　このペアだけ前衛がいないことを心配するアウグストの思いをよそに、実に物ぶつ騒そうなことをいうアリスとリン。

「合ごう同どう訓くん練れんの時から思ってたんですよね！　魔法だけでいけるじゃんって！」

「前衛にトドメを譲るのはストレス」

　見た目はチーム内で一番小こ柄がらな二人だが、中身は中々の武ぶ闘とう派はのようだ。

「はあ……張り切るのはいいが、張り切り過ぎて街を破壊するなよ？」

「大丈夫ですって。そんなシン君みたいな真似しませんから！」

「その心配は失礼です」

「……実に的を得た注意だったと思うのだが……ならばきっちり実行してみせろ。もし街に損そん害がいを出したら……」

「だ、出したら……？」

　アウグストはそこで一いつ旦たん言葉を切った。

　そしてアリスが、そのアウグストを見て息を呑のむ。

　すると、アウグストはアリスとリンが驚きよう愕がくすることを言った。

「シンと同じ『常識知らず』と呼んでやる」

「絶対に街に傷は付けません!!」

「任せて下さい！」

　珍しく、リンまで声を張り上げて返事してきた。

「言っておいてなんだが、そんなにシンと同列は嫌か……」

　内心で効果てきめんだなと、ほくそ笑んでいるのだが誰も気づかない。

「さて、そのシンも戦闘を始めたようだし、我々も行くぞ」

『はい！』

　こうして、スイード王国を魔人の手から救う戦せん闘とうが始まった。




「魔人発見！」

　散開したアルティメット・マジシャンズ。

　アリスは早速索敵魔法にかかった魔人を視認した。

　早い者勝ちとばかりに、その魔人に向かっていく。

　対する魔人側は、向かってきたのが小柄な女の子であったことに、あからさまな溜め息を吐く。

「なんだよ。俺なんか幼女で十分だってか？　舐なめやがって！」

「幼女じゃなぁーい！」

　小柄ではあるが、アリスはすでに誕生日を迎えた十六歳の成人だ。

　まさか幼女扱いされるとは思いもしなかったので、つい怒りで叫んでしまった。

　自分はそこまで小さくはない！

　小柄ではあるが、十分女性としての魅み力りよくもあるはずだ！

　と、戦闘中に抱くにはおかしい思いを抱いて魔人に向かっていった。

　すると、そんな怒いかり心しん頭とうなアリスの横を……。

「うひゃあ！」

　突然、細く圧あつ縮しゆくされた高圧の水流が物凄い勢いで通り過ぎ、アリスは間の抜けた声を出してしまった。

「リン！　危ないじゃん！」

「アリスは変なことに興奮し過ぎ。頭冷えた？」

　通り過ぎた水流はアリスにも若干かかっていた。

　沸ふつ騰とうしかけた頭に、文字通り冷や水を掛けられたアリスは、きょとんとした後、リンにお礼を言った。

「ゴメン、リン！　頭冷えた！」

「良かった」

「よし！　覚悟しろ！　魔人め！」

「もう倒した」

「え？」

　冷えた頭で、改めて魔人の方を見ると……。

　高圧水流には砂でも混ぜていたのであろうか、鋭えい利りな刃物で切ったように上半身と下半身に綺き麗れいに分かれて倒れている魔人の亡なき骸がらがあった。

「うわ……魔人って言っても、人の形してるから結構クルね……」

　いくら魔物化した魔人とはいえ元は人間。

　やはり人型をした生物の死は精神的にクルものがある。

　というのに、リンは平然とした顔をしていた。

「そう？　私は平気」

「う……」

「アイツらは魔人。魔物。人じゃない」

「そうだけど。そうなんだけど……」

　リンのように割り切れないアリスは、自分が強くなったことで魔人討伐は簡単だと軽く考えていたことを、少し後悔した。

　そう思ったアリスの目の前で、魔人が兵士と相対している現場を目撃した。

　兵士の方は、すでに満まん身しん創そう痍いである。

「くふふ。加勢が来て盛り上がっても、所しよ詮せん俺らには勝てねえんだよ」

「はぁ、はぁ、くっ！　ふ、ざけるな……お前らに、お前らなんかに……！」

「ギャハハハ！　お前らになんだよ！」

「グアアアッ!!」

　兵士など一撃で倒せるだけの力の差がありながら、魔人は戦闘に、兵士をいたぶることに愉ゆ悦えつを感じている。

　その光景を見たアリスは……。

　ブチッと、自分の頭の中のなにかが切れる音を聞いた。

「お前ええっ！　なにしてるんだああ！」

　怒りの咆ほう哮こうを上げながら、その魔人の下に疾しつ走そうした。

「ああ？　なんだあ？　子供？」

　その一言がトドメだった。

「いい加減にしろおおっ！　あたしは子供じゃなああい!!」












　先程までの葛かつ藤とうはどこに行ったのか、アリスは自分の周りに渦巻く炎の魔法を全力で魔人に向けて放った。

「なっ!?　こ、このまほ……」

　魔人の言葉は最後まで言われることはなかった。

　言葉の途中でアリスの魔法が着弾し、魔人の上半身を跡あと形かたもなくフっ飛ばしてしまったからだ。

　あまりの高温で焼けた傷口からは血も流れていない下半身がゆっくりと倒れる。

「ふぅ～！　ふう～っ！」

　肩で荒く息をするアリスを、助けられた兵士は、驚きと戦せん慄りつを湛たたえた目で見つめていた。

「兵士さん。大丈夫？」

「っ！　あ、ああ！　大丈夫だ！」

「なら良かった。早く救きゆう護ご所しよに行って」

　自分が手も足も出ず、嬲なぶり殺ごろしにされそうだった魔人を、突然目の前に現れた小さい女の子が瞬しゆん殺さつしてしまった。

　その事に若干複雑な思いを抱いていると、その兵士に声をかけたのも小柄な女の子だ。

　その女の子に、早く救護所に行けと言われ情けない思いをしたが、このままでは自分は戦えない。そう思って、素直に救護所に行くことにした。

「ありがとう、助かったよ」

　その言葉を残し、傷だらけの兵士は救護所へ向かった。

　そして、その感謝の言葉を聞いたアリスは。

「なんか、くすぐったい」

「でも助けたのは事実。見て」

　そう言いながらリンが指差したのは、上半身がなくなった魔人。

「これ……あたしがやったんだよね……」

「そう。そして、兵士さんに感謝された」

　その言葉を聞いたアリスは、自分の頰ほほをパチンと叩いて気合いを入れた。

「よおーし！　ドンドン魔人を倒して、スイードを救うぞ！」

「なら、どっちが多く魔人を狩れるか競争」

　そう言いながら次の魔人のもとへ急行するリン。

「あ！　ズルイ！　待ってよ！」

　ようやく元の調子が戻ったアリスが、その背中を追いかけていった。





　　　　　◆






「トール！　俺は大丈夫だからユリウスの所に行ってくれ！」

「了解しました！　シン殿、御ご武ぶ運うんを！」

「ああ！　トールも！」

　そう言って俺は単独で魔人に襲いかかった。

　魔人が魔法を放って迎撃してくるが、俺の魔力障壁によって簡単に防げた。

　コイツら……魔人化したカートより格段に弱い！

「くそお！　なんでだ!?　なぜ通じない!?　俺達は魔人だぞ!?」

「は！　この程度でよく偉そうにできたもんだな！」

「ウオオ！　チクショオ！」

　また魔人を一体、無数に発生させた風の刃で細切れにすると、次の魔人を討伐するために王都中を駆け巡っていく。

　その途中にも、兵士や逃げ遅れたと思われる住民達の亡骸を見つけ、その度に怒りが込み上げてきた。

「俺達は！　世界を統一するために魔人になったんだ！　こんなところで死ねるか！」

「分ぶん不ふ相そう応おうな夢見てんじゃねえよ！　下衆野郎共が!!」

　バイブレーションソードで魔人を切り捨て……。

「クソッタレが！　城壁もやたら硬い障壁が張られてるし！　どうなってやがる!?」

「そんな事、お前が知る必要なんかない！」

「ガアアアア！　オ、オノレエエエ!!」

　青白く、高速で回転する炎の弾丸でもう一体を撃ち抜いた。

　世界統一？　それが魔人達の、シュトロームの目的なのか？

　そんな事、こんな下衆共にさせる訳にいかない！

　今この場で、その野望ごと打ち砕いてやる！





　　　　　◆






　ついに、シン達アルティメット・マジシャンズとの戦闘が開始された。

　その様子を、ローレンスは建物の陰から魔力を遮しや断だんしながら窺うかがっていた。

「うおっ！　なんだ、あの魔法の威力は!?」

　シンの放った風の刃が、魔人の魔力障壁をいとも簡単に貫通し、魔人をバラバラにしたところを目撃した。

　その隙すきに肉薄できた魔人もいたのだが、シンが手に持つ剣を一閃すると、魔人はいとも簡単に上下に両断された。

　ローレンスは悪い夢でも見ている気分になった。

『彼には随ずい分ぶんと痛い目に遭わされましたねえ』

　シュトロームの言っていたことは本当だった。

　魔法の威力は尋じん常じようじゃないし、おまけに剣まで魔人を一いつ刀とう両りよう断だんにできるときている。

　本当に冗談のような存在にしか見えなかった。

「弱点？　そんなもんあるのかよ？」

　そのあまりに圧倒的な力を前に、ローレンスは恐怖すら抱いていた。

　極力魔力を感知されないようにごく少量の魔法でシンの後を付いて回るが、このままでは魔人が全滅させられそうである。

　そうなると、ローレンスとしては困ってしまう。

　まだシンの実力の全容を見た訳ではない。

　その前に、シンの実力を測るための相手がいなくなってしまうのは都合が悪い。

　退却させよう。

　そう決断したローレンスは、スイード王国王都を抜け出し、外にいるまだ王都内に侵入してきていないリーダー（仮）に撤てつ退たいを進言しに行った。





　　　　　◆






「ウゴアアアア！」

「おのれ！　おのれええ！」

「アアアアア！」

　オーグ達の方も順調に魔人の討伐ができている。

　マリアは不安そうだったが、もうこれくらいなら苦戦すらしてないな。

　この分ならそう時間もかからずに殲滅できるだろう。

　そう思った時……。

「退却だ！　退却しろ!!」

　魔人の内の一体がそう叫んだ。

　すると、魔人共の魔力が街の中から外に向かって移動し始めた。

　しかも散り散りに移動するものだから、全員を捕捉する事が難しい！

「クソッ！　逃がすか！」

　逃げようとする魔人に向かって例の指し向こう性せい爆ばく発はつ魔ま法ほうを放った。

　城壁を飛び越えようと空中に飛び上がった魔人達を狙ったのだ。

「な！　そんな馬鹿……」

「うおおおお……」

「チ、チクショ……」

　何体かの魔人を巻き込みながら爆発魔法は炸裂したが……。

「ああ！　くそっ！　何体か逃げられた!!」

　城壁内に侵入した魔人共の内の何体かと、城壁外に押し留めていた魔人達を逃がしてしまった。

　全滅させるには至らなかった。

　城壁外にいたほとんどを取り逃がしてしまった事に顔を歪ゆがませていると……。

『ウオオオオ！！！』

　周りにいた兵士達が雄お叫たけびを上げた。

「撃退した！　撃退したぞ!!」

「スゲエ！　魔人討伐の英雄は本物だった！」

「ありがとう！　アールスハイド！　ありがとう!!」

　半分近くを逃がしてしまい後悔している俺を、スイード王国の兵士達が讃たたえてくれる。

　彼らは魔人を撃退し、被害が最小限で済んだことに安あん堵どしていた。

　しかし、俺は……。

「すいません……外にいた魔人達を捕り逃がしてしまいました……それに、もっと早く来られていたら犠ぎ牲せい者しやももっと少なくできたのに……」

　もっと早く到着すれば犠牲者をもっと抑えられた。

　どこに現れるか分からないとか言わずに、可能性のある所全てにゲートを繋げるようにしておけばよかったと、俺には後悔と反省しかなかった。

「いやいや！　十分でしょ？」

「それにしても、随分早かったですね？　数日かかると思っていたのが数時間で来られるとは。近くまで遠えん征せいでもしていたのですか？」

「いえ？　アールスハイドの王都から来ましたけど」

「……？」

　どうも、魔人襲撃の第一報から到着するまでの時間が短かった事を、不ふ思し議ぎに思ってるみたいだな。

「空を飛んできましたから」

「空？」

「あ！　そういえばなにかが飛んできてた！」

「え？　もしかして空を飛べるんですか？」

「ええ、まあ」

　その言葉に唖あ然ぜんとしているスイード王国兵達。

　うん。そういう反応にも慣れてきたよ。

「シン、無事か？」

「ああ、そっちは？」

「私は大丈夫だな」

「あたしも怪我してないよ！」

「私も」

「不思議な事に私もよ」

「多分、誰も怪我してないんじゃないかなあ？」

　次々と皆が集まってきた。

　いないのはシシリーだけだが、彼女は負傷者の治療に回っている。

　索敵で位置も確認済みだ。

「皆無事だったんだな」

「ええ、正直魔人が相手ですからね、もっと苦戦するかと思ったんですが……」

「意外と弱かったね！」

「よ、よわ……」

　この中で一番小柄なアリスの言葉にスイード王国兵達は言葉も出ない。

　皆も順調にこういう反応され始めてるな。

「ところで、ここの責任者は誰だ？」

「あ、はい、私ですが？」

　オーグの問いかけに、壮年の兵士さんが前に出た。

「私はアウグスト＝フォン＝アールスハイド。魔人撃退の宣言をしたいのだがいいか？」

「ア、アウグスト殿下でしたか！　これは御ご無ぶ礼れいを！」

「今はそういうのは良い。それで？　宣言していいか？」

「はい！　是非お願い致します！」

　この辺りの部隊の隊長さんかな？　その人から宣言の許可を得て、オーグは再び拡声の魔法を展開した。

「む、無む詠えい唱しよう!?」

「え？　王子様だろ？」

「てか、俺見たぜ。アウグスト殿下メッチャ魔人討伐してた……」

　オーグがなんとなく引きつった顔をしていたが、上手く取とり繕つくろい言葉を発した。

『スイード王国国民達よ！　私はアールスハイド王国王太子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドである！　皆安心するがいい！　魔人は……』

　そこまで言うとチラリとこちらを見た。

『魔人は我々、『アルティメット・マジシャンズ』が撃退に成功した！』

　……おおい!!　なに大声で宣言してくれちゃってんの!?

「アルティメット・マジシャンズ……」

「おお……」

「凄いぞ！　アルティメット・マジシャンズ！」

「ありがとう！　アルティメット・マジシャンズ！」

　スイード王国兵達が口々にその名を叫び出した。

　やめて!!　そんな大声で連呼しないで!!




　オーグのスイード王国中に発せられた宣言により、スイード王国王都には大歓声が響いていた。

　チーム名の合がつ唱しようと共に……。

　俺は……アールスハイドだけでなく、スイード王国にまでそのチーム名が知れ渡ってしまった事に絶望していた。

「落ち込んでいる場合じゃないぞシン」

「誰のせいだ！　誰の！」

「メリダ殿みたいな事を言うな。そんな事より、気づいたか？」

「そんな事って……シュトロームがいなかった事か？」

「それと魔物の姿も見えなかった。つまり……」

「半分近く逃がしちまったし、まだこれからって事か……」

「そういう事だ」

　確かに、さっき退却の命令を出した声はシュトロームの声じゃなかった。

　つまりこの襲撃は、シュトローム以外の魔人による行動という事になる。

　シュトロームに全権を任されてスイード王国に襲撃をかけたのか？

　それとも……。

「!!　オーグ！　一旦アールスハイドに戻る！」

「っ！　そうか！　陽よう動どうか!?」

「あまりにもアッサリし過ぎてる！　その可能性は高い！」

「分かった！　戻るぞ！」

　スイード王国に魔人だけで襲撃をかけ、その隙にアールスハイドに攻め入る！

　クソッ！　その可能性を考えてなかった！

　あまりにも焦あせっていたため、オーグだけ連れてアールスハイド王国王都にゲートで戻った。

　無事でいてくれよ！




「あれ？　殿下にウォルフォード君。どうしたんですか？」

「あ、あれ？　魔人は？」

　あまりにものんびりした口調の警けい備び兵へいさんに、俺は戸と惑まどいの声をあげてしまった。

「え!?　魔人が攻めてきたんですか!?」

「ああ、いや……こっちに魔人はきていないか？」

「ええ、殿下達が出て行かれてから何もありませんでしたけど……」

　オーグの問いに、警備兵さんは魔人など現れていないという。

　……あれ？

　てっきりあの襲撃が陽動で、本命はこっちだと思ったんだけど……。

「それよりも、スイード王国の方はどうだったのですか？」

「安心しろ。スイード王国側に多少の被害は出たが、魔人共は撃退した」

『オオオ!!』

　ゲートをいつもの警備兵の詰つめ所しよに繋いだんだけど……そこにいた警備兵の人は魔人の襲撃なんてなかったという。

　そしてスイード王国に現れた魔人を撃退したという報告に歓声を上げている。

「さすが！　ウォルフォードさん率いるアルティメット・マジシャンズです！　さっそく陛下に御報告して参ります！」

「なら私は国民に布告して参ります。皆安心するでしょう」

「ああ、我々はスイード王国に戻るから、後は頼むぞ」

『はっ！』

　……すでにチーム名が浸しん透とうしてる……。

　その事にどうしようもない絶望感を感じたが、覆ふく水すい盆ぼんに返かえらず……受け入れるしかないか……。

　魔人達の行動がどうにも腑ふに落ちないけど……スイード王国に皆置いてきてるし、事後処理もあるので一旦戻る事にした。

「あ！　殿下！　シン君！　急にどこに行ってたんですか!?」

「ああ……アールスハイドにな……」

「あ、そっか！　報告ですね！」

「……ああ。そうだな」

「どうしたんですか？　殿下」

　なんとも微妙な反応をするオーグに、アリスが不思議そうな顔をしている。

「いや……それはまた後でな。それよりクロードを迎えに行って、王城に報告に行こうか」

『はい！』

「じゃあシン、頼む」

「オッケー」

　浮遊魔法を全員に掛け、宙に浮く。

　スイード王国兵の唖あ然ぜんとした顔が見える中、俺達はまず負傷者の治療に当たっているシシリーを迎えに行く。

　居場所はすでに魔力探査で分かっている。

　負傷者が収容されている建物に着いた俺達は空から舞い降りた。

「え？　な、誰だ!?」

「空を飛んでくるとは！　まさか魔人か!?」

「落ち着け！　私はアウグスト＝フォン＝アールスハイド。それとシン＝ウォルフォードとアルティメット・マジシャンズのメンバーだ」

　その言葉に、収しゆう容よう施し設せつを警備していた兵士が顔を見合わせた。

「そ、そんな事を言っても騙されないぞ！　空を飛ぶなんて魔人くらいしかできないじゃないか！」

　この兵士はなにを言っているのだろうか？　魔人の特徴を知らないのか？

「シン、お前のせいで私まで魔人扱いだ」

「ちょっ！　空を飛べって指示したのオーグじゃん！」

「私は『頼むぞ』と言っただけだぞ？」

「て、てめ……」

「おい！　なにをふざけてるんだ！」

　警備の兵士が声と身体を震わせながら叫んできた。

　もう説明してやれよ。

「ああ、スマンな。ところで、お前達は魔人の特徴を知らんのか？」

「魔人の特徴？」

「確か……禍々しい魔力を発していて、目が……」

　そこでようやく思い至ったらしい。

「それと、先にここに来ていたシシリー＝フォン＝クロードも同じ服を着ていたと思うのだが？」

「た、確かに……シシリー様と同じ服だ……」

「目も赤くない……」

「という事は……」

　そこまで言った兵士達はその場に高速で土下座した。

　はやっ！

「も、申し訳御座いません!!　我が国の窮きゆう地ちを救って頂いた英雄様に向かって大変な失礼を致しました!!」

「どうか！　どうか我らの首だけで御許し下さい！」

　ようやく誤解が解けたのは良いけど……兵士の首って……それに、なにか気になる事を言ったな。

「気にするな。私達の顔を知らなかったのだ、警戒して当然であろう。むしろ魔人かもしれないと思いながらも、逃げ出さずにこの場を護ろうとした事は称しよう賛さんに値する行為だ。胸を張れ」

『は、ははっ！　有り難き御言葉！』

　おお、他国の兵士なのに懐柔しちゃったよ。兵士達が潤うるんだ目でオーグを見てる。

「それで？　通って良いか？」

「はい！　どうぞ！」

「おい！　誰かシシリー様の所へご案内しろ！」

　また言った。

　シシリー様？

　なにか嫌な予感がする……。

　案内の兵士に連れられて行った先はホールのような場所で、ここに負傷者が収容されているらしい。

　そのホールに入ると……。

「シシリー様！　この子の怪我もお願いします！」

「私の夫をお助け下さい聖せい女じよ様さま！」

「あ、あの俺の怪我も……」

「てめえはさっき治療してもらってたじゃねえか！」

「あ、あの！　順番に診ていきますから！」

　なんかシシリーを中心に凄い人だかりができていた。

　シシリー様？　聖女様？

　なんだこの騒ぎは？

「ナニコレ？」

「はい！　シシリー様はこの収容施設に来られたあと、次々と重症の患者を治療されまして、多くの命が助かったのです！　いやあ、まさに聖女様と呼ぶに相応しい御方だ！」

　……なにか大変な事になってるみたいだ……。

　とりあえず重症の患者は見当たらないし、シシリーを連れて行こう。

「シシリー！」

「え？　あ！　シン君！」

　それまで押し寄せる人達に困こん惑わくしていたシシリーは、俺が声をかけると嬉しそうに俺に笑顔を向けてくれた。

　そんなシシリーを可愛いと思っていたら、周りから剣けん呑のんな声が上がり始めた。

「おい、シシリー様を呼び捨てにしたぞ？」

「なんだと!?　誰だ！　俺達のシシリー様を呼び捨てにする奴は！」

「おい、あの男じゃないか？」

　ああ、もう！　なんか変な視線を感じるぞ！

　ざわつき出した周りの視線を気にしていると、シシリーが俺の胸に飛び込んできた。

「シン君！　大丈夫でしたか!?　怪我はしてませんか？」

　いつもの恒こう例れい行ぎよう事じだな。身体をペタペタ触りながら怪我はないかと訊ねてきた。

「大丈夫だよ。あんな魔人達が束になって来たって、怪我なんかしないよ」

「それは分かってますけど……やっぱり心配します……」

　そう言ってギュッと抱きついてきた。

「あああ！　てめえ！　なんて羨うらやま……けしからん事を！」

「そうだ！　なんの権利があって俺達の聖女様に抱きついてやがる！」

「さっさと離れろ！　この野郎！」

「やめんか！　お前達！」

　嫉しつ妬とに狂った男達の叫びに、段々イライラしてきた所で兵士さんが大声で怒ど鳴なった。

「へ、兵士様……しかし！」

「しかしもへったくれもあるか！　この方は魔人から我々を救って下さった魔人討伐の英雄、シン＝ウォルフォード様だぞ！　なんて無礼な口をきいてるんだ！」

　さっきの事があるからか、兵士さんは俺の事を必死で擁よう護ごしてくれてる。

「ま、魔人討伐の英雄!?」

「そ、そんな……こんな奴が？」

「なにかの間違いじゃないのか？」

　おおっと……そろそろキレてもいいかな？

「私の旦だん那な様さまをそんな風に言わないで下さい！」

　俺がキレる前にシシリーがキレた。

　つか、旦那様って……。

「だ、旦那様……？」

「そ、そんな……」

「あ、あの……正確にはまだ旦那様じゃないですけど……でも！　正式な婚約者なんです！　そんな風に言わないで下さい！」

　シシリーのその言葉に、ホールにいた男のほとんどが絶望の表情をし……。

「きゃあ！　素敵！　英雄様と聖女様のカップルなのね！」

「ウォルフォードって、あの？」

「そうよ、聞いた事があるわ！　かの英雄マーリン＝ウォルフォード様には御孫さんがいて、アールスハイド王国に現れた魔人を討伐したって！」

「ああ……なんてロマンチックなのかしら……英雄の御孫さんと聖女様のカップルなんて！」

「まるで物語のようですわ！」

　代わりに女性陣が騒ぎ出した。

「あの……そろそろ王城に報告に行きたいんだけど……」

「シン君……その前に良いですか？」

　なにかシシリーが、若干暗い顔になって俺に話しかけてきた。

「どうした？　シシリー」

「ついてきて下さい……」

　そう言うシシリーに先導されていくと、そこには……。

「……私では……手の施ほどこしようがなかったんです……」

　かなりの重傷を負い、息も絶え絶えな男性が寝かされていた。

　その傍かたわらには妻か恋人と思われる女性が寄より添そっていた。

　その女性はシシリーを見ると……すがりついてきた。

「シシリー様お願いします！　夫を……夫をお助け下さい！　なんでもしますから！　お願いします……」

　最後はハッキリ聞き取れないくらいか細い声になりながら、シシリーに懇願していた。

「……申し訳ありません……私には……もう手の施しようがないんです……」

「そんな……そんな……」

　すがりついてきていた女性が、力なく項うな垂だれてしまった。

　その姿を、泣きそうな顔になりながら見つめているシシリー。

　すると、ハッと何かを思い出した表情をしたシシリーは、突然着ていた戦闘服を脱ぎ始めた。

「シシリー!?　なにを!?」

「この戦闘服！　これに付与されている治癒魔法なら！　この人を助けられるじゃないですか！」

　そんな言葉を発しながら、服を脱ごうとするシシリー。

　俺は、慌ててシシリーを抱き締めることで、その行為を止めさせた。

「馬鹿！　他にも人がいるんだぞ!?」

「でも！　全部……いつも全部シン君に頼りっぱなしで……これなら私でもできるじゃないですか！」

「いいから！　頼ってくれていいから！」

　その言葉でようやく大人しくなったシシリーは、俺の胸ですすり泣いていた。

「ごめんなさい……役に立てなくてごめんなさい……」

「そんなことない。そんなことないよ」

「シシリー、頑張った。本当によく頑張ったよ」

「そんな、そんなことないです……」

「いや、シシリーが治癒魔法を掛けてくれていなかったら、俺がここにくる前に、確実に亡くなってる。今この人が生きているのは……助かるのは、シシリーのお蔭だよ」

「それじゃあ……」

「俺が治すよ」

　男性にすがりついていた女性に声をかけ離れてもらう。

「奥さん、大丈夫ですよ。シシリーが治癒魔法をかけてくれていたお蔭で旦那さんはまだ生きています。これなら……亡くなっていないなら、治癒できます」

　奥さんにそう言って安心させ、男性への治癒を開始した。

　俺は、身体に麻ま酔すいが掛かるように、首から下の神しん経けい伝でん達たつを遮しや断だんした。

　実際の麻酔の原理なんてしらないし、薬の調合も出来ない。痛みが伝わらなければ麻酔と同じでいいかなと考えたのだ。

　魔法でないとできない超力業だけどね。

　男性に麻酔をかけると、まず一番危ない心臓近くの血管の修復から始める。

　周囲の細胞から、血管と同じ細胞を培ばい養ように増ぞう殖しよくさせ、血管の欠けつ損そんを修復していく。

　一番危なかった箇所が終われば、次は内臓だ。

　同じように、周囲の細胞から培養・増殖・修復を続けていく。

　最後の損そん傷しようを修復し終わり、神経伝達を回復させて治療は終わった。

　治療した男性を見ると……。

「……うん、呼吸が安定しましたね。これでもう大丈夫ですわあ！」

　大丈夫と言おうとしたら、奥さんにタックルされた。

「ありがどうございばず……ありがとうございます……」

　奥さんが抱きつき、号泣しながら感謝の言葉をかけてくれた。

　魔人を撃退して感謝された時より、命を救って感謝された時の方がずっと嬉しいな。

　奥さんが離れて旦那さんの所に行った後、今度はシシリーに抱き付かれた。

「ありがとうございます……助けてくれて……ありがとうございます……」

　そう感謝の言葉を言ってくれるが、その言葉から自信を喪失している感じがした。

「シシリー」

「……はい」

「この人が助かったのはシシリーのお蔭だよ？」

「そんなこと……ありません……私は……私はなにもできなくて……」

　俺の胸に顔を埋めながら嗚咽を溢し始めるシシリー。












　すると……。

「そんなことありません！」

「奥様？」

　治癒した男性の奥さんがシシリーの言葉を否定した。

「先程こちらの方も仰っていたじゃありませんか！　シシリー様が治癒魔法をかけて下さらなければとっくに死んでいたと！　夫が助かったのは間違いなくシシリー様のお陰です！」

「奥様……」

　最終的に治療したのは俺だけど、それまで命を繋いだのは間違いなくシシリーだ。その事を奥さんはよく理解してた。

「ありがとうございます……ありがとうございますシシリー様。この御恩は生涯忘れません」

　俺から離れたシシリーはその言葉に涙を流しながら応えた。

「いえ……当然の事をしただけです……助かって良かった……」

「ありがとうございますシシリー様、それと……」

　奥さんが俺の方も見た。

「この人はシン、シン＝ウォルフォード。私の治癒魔法の師匠であり、魔人討伐の英雄であり、そして……」

　シシリーは俺を見て涙を拭い、ニコリと笑った。

「私の……未来の旦那様です」

「あらまあ……それじゃあウチの夫は、英雄様と聖女様のご夫婦に助けて頂いたんですね。生しよう涯がいの自慢になります」

　旦那さんが助かって安あん堵どしたのだろう、軽口も言えるようになっていた。

「奥さん、旦那さんの命は取り留めましたけど、治療の際に周りの細胞……肉から大分寄せ集めて来ました。相当に体力が落ちてると思いますから、まずは栄養のあるものを沢山食べさせて、落ち着いてきたら運動をして体力を回復させて下さいね」

「はい！　ありがとうございます！」

　大分周りの組織から細胞を引っ張ってきたからな。相当に筋力が落ちてると思う。

　十分にリハビリをしてもらわないといけないから、奥さんにその旨むねを伝えてこの部屋を後にすることにした。

「それでは、そろそろ王城に報告に行かないといけませんので」

「はい！　シシリー様、シン様、ありがとうございました」

　そして二人を残し、俺達は部屋を出た。

　そこには……いつからいたのか、多くの住民達がいた。

「スゲエ……シシリー様ですら手の施しようがなかった患者を救ったぞ……」

「マジかよ……なんだよこれ……」

「魔人を討伐するくらい強くて……シシリー様以上の治癒魔法が使えて……しかもシシリー様を嫁に貰うだと……？」

「なぜだ!?　なぜこの世界はこんなに不公平なんだ！」

　一斉に世界の不ふ条じよう理りを呪い始める男性陣。

　彼らの怨おん念ねんに殺されそうだ！

　そして女性陣は……。

「はあ、英雄様って凄いのね」

「英雄様の妻には、シシリー様程の女性でないとなれないのね」

「お似合い過ぎる……誰か！　御二人の物語を書いてくれない!?」

「それはやめてえ！」

　ヤバイ！　このままだと爺さんとばあちゃんの二の舞になる！　ここで食い止めなければならない！

「おいシン、そろそろ行くぞ。いつまでもスイード王を待たせる訳にはいかん」

「ちょっ、ちょっと待って！　これだけは！　この話だけは潰さないと！」

「駄目だ。もう相当時間を食ってる。行くぞ」

「待て！　待ってえ！」

　両脇をトニーとユリウスに抱えられ、引ひき摺ずられるようにその場を離れる。

　駄目だ！　その話は進めちゃ駄目だ！

「ふっ、心配するなシン」

「オ、オーグ……」

　必死な俺に、心配するなと言うオーグ。

　ひょっとして、オーグが阻そ止ししてくれるのだろうか？

「すでにアールスハイドでその話は持ち上がっている。もう少しエピソードが溜まれば出版するらしいぞ？」

「まさかの手遅れ!?」

　噓うそだ！　そんな簡単に物語になるなんて！

「諦めた方が良いよシン、僕の家族も本の出版を心待ちにしてるからねえ」

「あ、ウチもよぉ」

「あたしん家も！」

「ウチも、楽しみにしてると言っていた」

「スイマセン、ウォルフォード君、ウチもッス！」

「ウォルフォード君の物語って事は私達も出ますから……研究会の家族は皆待ち望んでると思いますよ」

　なんて事だ！　チーム名で世間に恥を晒しただけでなく、物語まで！

「……もう表歩けない……」

「だ、大丈夫ですよ！　皆さんシン君の事好意的に見てくれてますから！」

「……俺の話って事は、シシリーとの事も世間に知られちゃうよ？」

「はぅ！　そ、それはぁ！」

　シシリーが真っ赤になってしまった。

「マーリン殿やメリダ殿みたいに諦めるんだな。世間は英雄の話を聞きたがる。それを止める事はできん」

「マジか……」

「心配せずとも、私が責任をもって正確な情報を提供しよう」

「そうだと思ったよ!!」

　コイツ！　俺が王都に来てからずっと一緒にいたからな、絶対情報提供者はオーグだと思ったわ！

　なんとか……なんとか阻止する方法はないのか？

「すでに第一巻の草案はほとんどできてるからな、次になにかあれば出版できるんだが……今回の事でいけるんじゃないか？」

「もう手の施しようがない！」

「シンでも手の施しようがない事があるんだな」

「お前のせいだろうがああ!!」

　本当に！　本当にコイツは！

「おっと、騒ぐのはここまでだ、王城に着いたぞ」

「む、うぐぐ！」

「アールスハイド王国王太子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ、スイード王に報告がある。御目通り願えるか？」

「これは！　お待ちしておりましたアウグスト殿下！　陛下がお待ちです、どうぞこちらに！」

「さて、行くぞシン」

「お、覚えてろよ……」

「どこの悪役の捨て台詞だ」

　楽しそうに笑っているオーグが憎らしい！

　国民の声を聞く事が王族の義務らしいけど……こんな事優先的に聞かなくて良いのに！

　楽し気にくっくっと笑っているオーグに続いて、スイード王に今回の件の報告をするため、王城に通してもらった。

　先程の絶望的な話のダメージが抜けきれないまま、俺はスイード王国の王城を歩いていた。

「シン、そんな疲れた顔をするな」

「誰のせいだ！　誰の！」

「だからメリダ殿みたいな事を言うな。まあ、お前の物語を読みたいというのは国民の願いでもあるんだ、諦めて娯ご楽らく提てい供きよう者しやになれ。印税も入ってくるぞ？」

「もうこれ以上金は要らねえよ！」

「そうは言ってもな。これからも防御魔道具の料金に通信機の料金に使用料、それに今回の褒ほう賞しよう金きんに印税も入ってくるんだぞ？」

「なにそれ！　シン君超羨ましい！」

「なら代わってやろうか？　アリス」

「え？　いやあ……王国中の晒さらし者ものになるのはちょっと……」

「やっぱり晒し者か！」

「そんな事より、魔人を討伐した英雄がそんな疲れた顔をしていたら皆が不安がる。無理にでも平気な顔をしていろよ？」

「……俺が疲れた原因の九割九分はオーグのせいだけどね……」

「はっはっは、おっと、王の執しつ務む室しつに着いたようだぞ」

　笑って誤ご魔ま化かしやがった！

　オーグを追及したいけど、本当に王の執務室に着いたのでこれ以上は突っ込めない。

　案内してくれた兵士さん、超戸惑ってたな……。

　その兵士さんが執務室のドアをノックすると、中から壮そう年ねんの男性の声が聞こえ、入室の許可を出した。

　部屋の中には、白髪の混じった茶髪に口髭を生やした恰かつ幅ぷくのいい男性が椅い子すに座っており、その脇に鎧を着た金髪の男性と、文ぶん官かんと思われる老齢の男性がいた。

「お久しぶりです、スイード王」

「おお！　アウグスト殿下！」

　恰幅のいい男性が王様だったみたいだ。スイード王は席を立つと、オーグの手を握り感謝の言葉を述べた。

「此こ度たびの事、アールスハイド王国には格段の支援をして頂いた。あの通信機で迅じん速そくに救援要請を出せなければ……あの防御魔道具で魔人の攻撃を防げなければ……そして、殿下達が駆けつけてくれなければ……今頃スイード王国は灰かい塵じんに帰きしていた事だろう。本当にありがとう！」

「いえ。魔人は世界の脅威です。この世界に住む者として当然の事をしたまでです」

「それでもだよ。現実にスイード王国という国を守ってくれた事に変わりはない。改めてありがとう。ディセウム陛下には直接御礼を言いに伺うと伝えてくれ」

「分かりました」

　スイード王とオーグのやり取りを見ていると、傍らに控えていた金髪の兵士？　騎士？　さんが訊ねてきた。

「それと、あの防御魔道具を作ってくれたシン＝ウォルフォード君というのは？」

「あ、俺……私です」

「おお、君か！　君の魔道具のお陰でこの国を守る事ができた。部下の被害も最小限に食い止められたと聞いている。礼を言う、ありがとう」

　そうお礼を言ってくれた。けど……。

「いえ……もっと早く来られたら良かったんですけど……」

「君達は十分早く駆け付けてくれたよ。正直、想像を絶する程の早さだった。これ以上望むのは贅ぜい沢たくだし酷こくというものだ」

「……ありがとうございます」

　そう言ってくれるけど……やっぱり亡くなった人が少なくない数いるのは……傲ごう慢まんかもしれないけど、どうしても俺の心に棘が刺さったままだ。

「シシリー＝フォン＝クロードさんというのはどの子かな？」

「あ、はい！　私です」

　もう一人控ひかえていた文官の男性も声をかけてきた。

「君のお陰で多くの住民の命が救われたと聞いたよ。本当にありがとう」

「いえ……救えなかった人もいましたから……」

「全て救うなんて到底無理な事だ。君は君のできる範囲でできるだけの事をしたんだ。それでも他の者より多くの住民を救ってくれた。本当にありがとう。住民を代表してお礼をさせてほしい」

　そう言って深々と頭を下げた。

「そ、そんな！　頭を上げて下さい！」

「クロードさん、私からもお礼を言うよ、ありがとう」

「そんな陛下！　畏れ多いです！」

「巷ちまたではクロードさんを聖女と言う者もいるようですね」

「ほう、そうなのか？」

「こ、困ります……」

　聖女様と言われる事にシシリーが困こん惑わくしてる。

「ほほ、そういえばクロードさんはウォルフォード君と婚約したんでしたな。夫となる者がいては聖女はできませんな」

「なんで知ってるんですか？」

　文官の男性がそう言うが、外国の、それも片方は平民との婚約のことをなんで知ってるんだ？

「君は自分の価値が分かってないようだね？」

「そうなんです。コイツは自分がどれだけ凄い人間なのか分かってないんですよ」

「おい、オーグ」

　オーグまでそんな事を言い出した。

　すると、スイード王が俺に話しかけてきた。

「君の事はアールスハイドだけでなく、各国の注目事項なんだよ。どんな行動を取るのか、誰と婚約するのか。本当なら私の娘を嫁とつがせたいところだったんだよ」

　うえ！　王族とか勘弁して下さい！

「まあ、アールスハイド王の宣言でそれはできなくなってしまったがね」

「でもあれってアールスハイド王国内向けの宣言だったんじゃ？」

「同じ事だよ。国内向けの宣言だとしても、それに乗じて外国から婚礼を申し込めば、アールスハイドだけでなく他の国からも疎外されてしまう」

　そうなのか。色々大変なんだな。

「だから、君が婚約したという事も、アールスハイド王国にいる大使から連絡を受けていたんだよ。通信機を借りてね」

「ああ、なるほど。昨日婚約披露パーティーをしたばかりなのになんで知っているのかと思いました」

「あれは良いものだね。今、もういくつか都合を付けてもらえないか交渉をしているんだよ。もちろん、料金も通信料も支払うつもりだよ」

　また金が入って来るのか……使い途みちがないよ……。

「まあ、そんな訳でね、君達の事は知っているのだ。君が婚約するという事は、婚礼の押し付けではなく君達が恋仲になって婚約した事もね」

「そ、そうですか」

「おめでとう、私からも祝しゆく福ふくするよ」

「ありがとうございます」

　スイード王から祝福してもらってしまった。

　そんな祝福ムードの中だが……ここに来たのは祝福してもらうためじゃない。

「スイード王、お話の途中で申し訳ありませんが、今回の事で報告しなければいけない事があります」

「報告なら現場の兵達から上がっているが？」

「私が報告したいのは魔人の首しゆ魁かい、オリバー＝シュトロームを知っているからこその情報です」

　オーグのその言葉に、スイード王国側の三人が緊張した。

「今回の魔人襲撃ですが……魔物を帯たい同どうしていませんでした」

「それは聞いているよ」

「そして……シュトロームもこの襲撃に参加していませんでした」

「なんだと？　首魁がいなかった？」

　一国を攻めるのにその首魁がいなかった。一般人に対して大きな戦力になる魔物もだ。

　まあそれでも、一般人や魔人に対抗できない者にとっては脅威となる。

「我々は魔人に対抗できるだけの力を手に入れておりますが……失礼ながら貴国ではそうではないでしょう。それを考えればおかしな事ではないのですが……」

　確かにそれだけならおかしな事ではない。

　しかし、とオーグは俺の顔を見て話を続けた。

「ここにいるシンは、魔人共の首魁であるシュトロームをあと一歩の所まで追い詰めています。帝国を陥落させるために、王国や帝国を相手にあそこまで策を練り手玉に取ったシュトロームが、最大の脅威であるシンの存在を無視するとは思えません」

「確かに……」

「それで、私とシンはこれが陽動ではないかと考え、急ぎアールスハイドに戻ったのですが……」

「アールスハイドに戻った？」

　あ、ゲート……。

「ええ、シンは転てん移い魔ま法ほうが使えます。特定の場所しか行けませんが……」

「なんと！　転移魔法とな!?」

「特定の場所？　ああ、アールスハイドにその地点を設置しているのか」

　微妙に事実を曲げたな……流石さすがに一度行った事のある場所なら行けるとか言えないか。

　……今、王の執務室にいるし……。

「はい。それでアールスハイドを襲撃するための陽動だと思ったのですが……」

「殿下がここにいるという事は……襲撃はなかったと……」

　そう、そこが今回の一番分からない事だ。

　確かに俺達が出張ってこなければ、あの魔人達だけでもスイード王国は陥落していただろう。

　しかし俺達がその襲撃に対して準備をしていないと、俺達が出張ってこないと、そんな事をシュトロームが考えるだろうか？

　その事も含めて襲撃の作戦を練るのではないのか？

　だからこそ、この襲撃が陽動でありアールスハイドが本命だと思ったのだが……。

「結果、この単調な襲撃が魔人達の行動の全てでした。これが一体なにを意味するのか……全く分かっていないのです」

「つまり……魔人達の意い図とが分からない……この襲撃を退けただけでは安心できない……そう言いたい訳ですか」

「その通りです。これで襲撃が終わるかもしれないし、またあるかもしれない。シュトロームがなにを考えているか分からない以上、警けい戒かいを緩ゆるめるべきではありません」

　全く意図が分からない魔人達の行動に、王の執務室に沈黙が下りた。

「今後の事もあります。できれば各国と連合を組み共同戦線を張りたいと考えています。どうか御ご賛さん同どう願えませんか？」

「そうですな……これは一国で抱えるには重すぎる案件だ。一応協議はするがスイード王国はその連合に参加すると考えてもらっていい」

「ありがとうございます」

　スイード王は協力を約束してくれた。

　これから他の国とも連合の話を進めていく必要があるだろう。

　皆で団結すれば、シュトロームの思惑も打ち砕く事ができると思う。

　俺も頑張らないと……。

「近い内に各国首脳との首脳会議を考えています。決まり次第連絡します。宜しくお願いします」

「分かった。連絡を待っているよ」

「報告は以上です。それでは我々は失礼します」

「この度は救援に加えて貴重な情報をありがとう。こちらも定期的に通信機で報告をしよう。うん、やはり便利だな。ディセウム陛下にその事も宜しく言っておいてほしい」

「分かりました」

　そうして俺達は王の執務室を後にした。

「なにか……大変な事になってませんか？」

　先程のやり取りに不安を感じたんだろう。マリアがそう呟いた。

　そう思うのも無理はない。シュトロームの意図が分からない以上、あらゆる可能性を視野に入れて行動しないといけない。

　そのためには、さっきオーグの言った連合を組むのが一番いい。

　世界連合とか……大分大おお袈げ裟さな話になってきたな。

「それも含めてアールスハイドに戻ってから協議する。シン、頼む」

「……ああ」

　ゲート……だよな？

　そんなふざけてる場合じゃないから大丈夫だろう。

　俺はいつものアールスハイドの警備兵詰所にゲートを繋ぎ、皆で潜った。

　すると……

「おお！　殿下達が戻られたぞ！」

「お帰りなさい！　アルティメット・マジシャンズ！」

「お帰りなさい！」

　多くの警備兵が待ち構えており、一斉に拍手が起きた。

「わ！　ビックリした！」

　アリスが驚いてるが俺も同意だ。なんでこんなに集まってるんだ。

「お帰りなさいませ殿下。陛下がお待ちです」

「ああ、分かった。それより、なんの騒ぎだ？　これは」

「先程、殿下からスイード王国に現れた魔人を撃退したとの報告を受けて、皆さんを出迎えたいと手の空あいている者が詰めかけたのです」

「……そうか」

「国民にも布告致しましたので、王都中が大変な騒ぎになっております。殿下の王太子就任の祝しゆく賀がも相まって、数日は収まらんでしょうな」

　そうか、スイード王国魔人討伐の報はすでに広まったか。

「皆、アルティメット・マジシャンズの活躍に沸わいております！」

　そのチーム名と共に……。

「しばらくはお祭り騒ぎか、仕方あるまい。チーム名も浸透した事だし、なによりだな」

「はい。この先行きの見えない状況での皆様の御活躍……恐らく叙じよ勲くんがあるのではないでしょうか？」

「え？　叙勲？　あたし達が!?」

「これはまた、凄い事になって来たねえ……」

　それはそうだろうな。魔人を一体討伐しただけで勲章を貰ったんだ。今回は何体倒したのか。それに加えて一国の危機を救うという行為に勲章が出ない訳がない。

　もうすでに一度叙勲を受けている身としては、皆より気が楽だな。

「その事はまた後だ。今は先に協議しなければいけない事がある。皆、行くぞ」

『はい！』

　オーグの号令で警備兵の詰つめ所しよを出て王城へと入っていく。

　王城の中ですれ違う人達からも祝福の言葉と拍手を貰っていく。

「凄いぞ！　アルティメット・マジシャンズ！」

「素す晴ばらしいです殿下！　アルティメット・マジシャンズ！」

「アルティメット・マジシャンズ！」

　チーム名の連呼と共に……。

「……もうやめて……」

「シ、シン君！　しっかり！」

「もう放っておけクロード。その内慣れる」

　慣れる……のか？

　そんな日は永遠に来ないような気がする……。

　ディスおじさんの下へ辿り着く前に疲れ果ててしまった……。

　そのディスおじさんは謁えつ見けんの間ではなく、会議室にいるらしい。

　俺達から報告を聞くに当たり、チーム全員の話を聞きたいのだそうだ。

　先にディスおじさんに報告に行っていた兵士さんから聞いた。

「あたし達も報告しないといけないのかあ……」

「魔人の集団と対たい峙じしたのは我々だけだからな。私が報告するから皆は補足程度でいい」

「あ、そうなんですね」

　会議室に到着し、扉の前にいた兵士さんに扉を開けてもらう。

「アウグスト様！」

「お兄様！」

　会議室にはディスおじさんを始めとして、国の上層部の人間が何人かいた。

　その中に、なぜかエリーとメイちゃんもいた。

　会議室に入ってすぐ、そのエリーとメイちゃんがオーグの下に駆け寄ってきたのだ。

　メイちゃんは魔法の才能が開花してから身しん体たい能のう力りよく強きよう化かができるようになっており、エリーよりも先にオーグの下に辿り着いた。

　しかし、それはタッチの差で……。

「お兄様！」

「アウグスト様！」

「ムギュ！」

「お前達、なぜこんな場所にいる？　ここはお前達の来るべき所ではないだろう」

「まあ！　愛しい婚約者の身を案じる事がいけない事ですの？」

「そうは言っていない。だがここは会議室だ。一般人がいるべき所ではない」

「……心配だったのです……アウグスト様がスイード王国の魔人を撃退したと聞いてから、いてもたってもいられなくて……」

「私が許可したのだ。相当心配していたからな。それより……」

「なんですか？　父上？」

「メイ、グッタリしとらんか？」

「え？　ああ！　メイ！」

「……気付いてなかったのか？」

　タッチの差で先に辿り着いたメイちゃんがオーグに抱き付き、その後にエリーがオーグに抱き付いたのだ。

　すると当然、先に抱き付いていたメイちゃんをエリーとオーグでサンドイッチする結果になった。

「メイ！　しっかりなさい！」












「エ……」

「エ？」

「エリー姉様の胸は……凶器……」

　メイちゃんはそう言い残してガックリした。

「ちょっと！　変な事呟いて気を失ってんじゃないわよ！　メイ!?　メイ！」

　エリーがメイちゃんを揺さぶって起こそうとしてる。

　凶器って……ドレスの上からじゃ分かり難にくいけど、そんなに凄いのか……？

「なんとも締まらんな」

「しょうがないね。ウチのチームだし」

　とても感動的な場面になりそうだったんだけど……ウチのチームらしいというか何というか……。

「もういいかな？」

「すいません、お待たせしました父上。誰か、二人を外に」

『はっ！』

「え？　ちょっと！　これで再会の場面は終わりですの!?」

「後で行くから、部屋で待っていてくれ」

「ちょっとおお……」

　バタンと扉が閉められ、会議室の反応はヤレヤレというチームのメンバーと……。

「……今のコーラル公こう爵しやく家けのエリザベート様だよな？」

「ずっと一緒に待っていただろう」

「いや……あんなエリザベート様見た事なかったから……」

「まあ確かに……」

　さっきの一連のやり取りに戸惑ってる上層部の方々に分かれた。

「フフ、アウグストといい、メイといい、エリザベートといい、シン君と関わると皆生き生きとしているな。良い事だ」

「そんな事より父上、今回の件の報告です」

「……もうちょっと親子の会話をしても良いんじゃ……」

「それはまた後程。では、今回のスイード王国魔人襲撃とその撃退についての報告です」

　落ち込むディスおじさんを無視して報告を始めるオーグ。

　……後でフォローしてやれよ……。

　そして、スイード王にしたのと同じ報告をし、これからの事について協議する。

「そうか、スイード王国は連合に協力してくれるか」

「はい。それ以外にも帝国に国境を接する国は協力してくれるでしょう。問題は……」

「エルス自じ由ゆう商しよう業ぎよう連れん合ごうとイース神しん聖せい国こくか……」

　エルスは前に話題に出てきた商人が治める国で、イース神聖国はこの世界唯一の宗教である創そう神しん教きようの総本山だ。

　創神教はこの世界を創ったとされる創造神を崇あがめる宗教で、善行を積めば死後創造神の下に行けるという宗教だ。

　ちなみに神に名前はない。

　どの国や街にも教会があり、祭さい礼れい儀ぎ式しきを一手に引き受けている。

　イースというのは過去に存在した聖職者の名前だそうで、数百年前に平民を苦しめていた帝国みたいな国があり、圧あつ政せいから人民を救うためにその国で奮ふん闘とうし、最終的に処刑されてしまったそうだ。

　そのイースの処刑に、遺のこされた住民達が総決起してその国を打倒。後に創立した国はイースを建国の父と崇め、創神教がその主導権を取り、創神教の教皇が国こつ家か元げん首しゆとなって現在に至っている。

　その二ヶ国にアールスハイドと帝国を合わせて四大大国と呼ばれた。

　帝国がなくなってしまったので今は三大大国だけどね。

　そして大国と呼ばれるくらいだから……。

「お互い主導権を取りにくるか……」

「恐らくそうなるでしょう」

「まったく……人類が手を取り合って協力しなければいけない時に……」

「その対応は私が行おう」

「殿下？」

　王国上層部の方々が、この先行われるであろう主導権争いに嘆なげかわしいという反応をしていると、エルスとイースを相手にする交渉をオーグがすると名乗りをあげた。

「私はアルティメット・マジシャンズのメンバーでもあるからな。交渉の主導権を握りやすいだろう」

「……そうだな。アウグスト、頼めるか？」

「お任せを。人類存続のために交渉を成功に導いてまいります」

「よし。では、エルスとイースに使者を出せ。近い内に連合についての話し合いの場を設けるとな」

「はっ！」

「では我々はこれで失礼致します」

「ああ、分かった。他の皆も魔人討伐から戻ったばかりだというのに悪かったね。ゆっくり休んでくれ」

『はい！　ありがとうございます！』

　そう言って会議室を後にした。




「はああ……緊張したあ……」

「国の重じゆう鎮ちんばっかりだったもんね。緊張して嚙まないかスッゴク心配だったよ」

　会議室を出ると、マリアとアリスが緊張から解放されたことにホッとしていた。

「とは言っても喋ってたのほとんど殿下だけだったけどねえ」

「それでも、あの場にいた事自体が緊張したッス」

　トニーとマークは、自分達が話をしなくてよかったことに安堵し。

「私……街の食堂の娘なのに、なんであの場にいたのかしら？」

「今さらながらに現実感に欠ける状況だったわねぇ」

　オリビアとユーリは、そもそもあの場にいたことが不思議でしょうがないらしい。

「これで今日は終わりだが……街では相当に騒がれているらしいからな、父上の事だ、パレードでも画かく策さくしているかもしれんな」

「パレード!?」

「ちょっ！　そんな、やめて下さい！」

「そうは言ってもな、我々アルティメット・マジシャンズはそれだけの事をしたんだ。国民からの要望があれば、父上ならやるだろうな」

　チームとして活躍……それって……。

「またチーム名を連呼されるって事か……」

「それだけ連呼されれば麻ま痺ひしてくるだろ。良い機会じゃないか」

「慣れる前に羞しゆう恥ちで死にそうだ……」

「で、でも皆さん嬉しそうですし、変な名前ではないですよ！」

「……ありがとう、やっぱりシシリーは優しいなあ……」

「えぅ……エヘヘ」

　荒んだ心を癒してくれるシシリーの頭をナデナデする。

　はあ……ちょっと落ち着いた。

「クソッ……このバカップルが！　所構わずイチャイチャしやがって……」

　……マリアから飛んでくる怨念の籠こもった視線が痛い！

「ホ、ホラ！　今回の事でマリアも有名になるかもだし、なにか出会いがあるって！」

「……有名になってから出会う奴なんてロクなのいないんじゃないの？」

「そ、そうかなあ？」

「はあ……あたしも彼氏欲しいなあ」

「私はいい。魔法が恋人」

「リンはそうよねぇ。シシリーやオリビアがちょっと羨ましいかなぁ」

　マリアに続いてアリスも彼氏が欲しいという。

　リンは予想通りだな。

　ユーリはどうなんだろう？　今はフリーみたいだけど。

　皆可愛いのにな。出会いがなかったのかな？

　そんな女子達の愚ぐ痴ちを聞きながらオーグの部屋に辿り着いた。

　そういえばオーグの部屋に入るのって初めてだな。

「ここが私の部屋だ。まあ寛いでくれ。おい！　入るぞ！」

『ハーイ！』

　メイちゃんの声が聞こえた。部屋を出された後、オーグの部屋で待っていたようだ。

　そして部屋の中に入ると、エリーとメイちゃんが出迎えてくれた。

「お帰りなさいませ、アウグスト様」

「お帰りなさいませ！　お兄様！」

　おっと、今度は飛び込んで来ないな。さっきので学習したかな？

「まさか追い出されるとは思ってませんでしたわ」

「私はいつの間にかお兄様のベッドで寝てたです！」

「う……それは何度も謝ってるじゃない……」

「エリー姉様、お兄様が御無事だったから嬉しかったんですよね？　だから気にしてないですよ」

「あ、ありがと……」

「でもエリー姉様のお胸は凶器です！　危ないです！」

「だから！　変な事口走ってんじゃないわよ！」

「確かに……エリーの胸は凶器……」

「危ない。もぐ？」

「もがないで下さいまし！」

　エリーもウチの女性陣と仲良くなったなあ。一緒に温泉に入ってたからかな？

「あっちは置いておいてこっちは大事な話をするぞ」

「ちょっとアウグスト様！　放置なんてヒドイですわ！」

「ああ、皆が帰ってからな。エリーも皆の前では恥はずかしいだろう？」

「……そ、それもそうですわね！」

　皆がいると恥ずかしい事って、なにをする気なんだ……。

「言っておくがお前が想像しているような事はしないからな。人前でイチャイチャできるのはお前らだけだ」

「あぅ……」

「そんなにイチャイチャしてるか？」

　恋人なら普通だろ？

「……あれをイチャイチャと言わない……だと!?」

「恐ろしいですわね……」

「やっぱりモザイクがいるね！」

　なんで？

「ここにもリア充が……でもロイヤルリア充か……くぅ！　なにも言えない……！」

　マリアの闇は深そうだ。

「それより、大事な話って？」

「ああ、シンに頼みがあるんだ」

　へえ。それってもしかして……。

「そうか、俺も頼みがあったんだわ」

「ほう？　それは……」

「「各国を回らせて欲しい」」

　俺とオーグの声がハモッた。

「……だろう？」

「よく分かってるじゃん」

「私の頼みもそれだったからな。その際、私も一緒に連れて行って欲しい」

「各国への根回しか……」

「そういう事だ」

　とりあえず、次の目的は決まったな。

　合宿は一時中断して、ゲートで急行できるようにするために各国を回る。

　通信機はほぼ行き渡っているらしいから、魔人出現の報を受けたらすぐに駆けつける事ができるようにしたい。

　今回のような後悔は……もうしない！

「……お互いなにも言わずとも分かり合ってる……やっぱり怪しいですわ……」

　だから！　なんでそうなるんだよ!?





　　　　　◆






「ご苦労だったなローレンス。それで、シン＝ウォルフォードの実力はどうだった？」

　離脱した魔人達のもとを抜け出し、旧帝城に報告にやってきたローレンスに、ゼストが調査報告の催さい促そくをした。

　するとローレンスは、苦渋の表情をした。

「どうした？　なにがあった？」

　ゼストに問われたローレンスは、自分の目で見てきたことを話し始めた。

「弱点など……あるのでしょうか？」

「なに？」

「かのシン＝ウォルフォードの力は、異常です。シュトローム様に深手を負わせたというのも納得できるほどの力でした」

「どういうことだ？」

　シュトロームが警戒する人物である。相当な実力を持っていることは想像していたが、ローレンスの様子を見るに、そんな程度ではなかったようだ。

　ローレンスは恐怖を感じている。

　魔人となり、その辺りの感情は大分希薄になってきているのだが、それでも尚なお、恐怖の感情を植え込んだシン＝ウォルフォードの評価を上方に修正する必要がありそうだとゼストは直感した。

「あれはヤバいです。正面からやりあえるのはシュトローム様だけです。俺達なんか歯し牙がにもかけられずにやられます。手を出しちゃいけない相手です」

　恐怖を感じたとはいえ、ローレンスにここまで言わせるとは……。

　ゼストは、シンに手を出すかどうか、目標として設定させるかどうかを迷うことになった。

「奴自身に弱点がないとなると……周囲になにか弱みとなる人間がいないものか？」

　直接手を出せないなら、搦からめ手てを使うしかない。

　そう考えるが……。

「他の人間も皆同じような感じです。人類の平均を大きく逸脱しています」

　あのチームの誰かに照しよう準じゆんを絞ることも難しそうだ。

「これは……すこし奴の周りを調べてみる必要がありそうだな」

　それは、アールスハイドへの潜せん入にゆう捜そう査さを実じつ施しすることを意味する。

　ローレンスは魔人に紛まぎれて誘導する役割なので、危険がなくてホッとした。

「なにをホッとしている？　お前は定期的にここまで報告に来るんだぞ？」

　楽じゃなかった。

　ゼストの非情な命令に、ローレンスは、がっくりと肩を落とした。

「それにしても…シン＝ウォルフォードか……」

　自らが主と崇める人物と同等の強さを持つ人間。

　主の目標がいてくれたことに感謝すべきなのか。

　その非常識な強さを嘆けばいいのか。

　ゼストは複雑な思いで、トボトボ部屋を出ていくローレンスを見ていた。





〈つづく〉











　　　あとがき






　筋すじ書がきのないドラマ。

　正直、コイツには勝てそうもありません。

　実は先日、生まれて初めてオートバイの最さい高こう峰ほうレース、ＭｏｔｏＧＰ日本ＧＰを観かん戦せんしに行ったのですが……いやもう、予選から駆け引きやドラマがあり、決勝でそれが全て覆くつがえされるという、とんでもないものを観てしまいました。

　いつか自分も、こんなふうに人を感動させられる話が書けたらいいなあと、そんなことをサーキットのスタンドで思っていた吉よし岡おかです。

　この度も、『賢けん者じやの孫まご』を手に取って頂きありがとうございます。一年前まで、面白い話が書きたいなんで露つゆ程ほども思っていなかったのに、こうして物語を書くようになってからは、常々面白い話が書けるようになりたいと、思うようになってしまいました。現金なものです。

　そんなことを思っているのに、二巻が発売された後、深く考える暇ひまを与えないかの如ごとく、Ｗｅｂ連載以外にもあれやこれやと話を書いていました。お陰で悩んでいる時間がありません。

　まあ、勢いも大事ですかね。自分はあまり深く考え出すとドツボに嵌はまるタイプの人間なので、悩まない方がいいのかもしれません。

　でも、いつか「全て計算通りです」とか言ってみたい今日この頃です。

　今回、あれやこれやと締め切りを設けて下さった担当様。二週間で加か筆ひつ百ページはマジ、キツかったっす。いや、ホントに。

　菊きく池ちさんの絵には今回も驚かされました。ゼスト、渋っ！　相変わらず、菊池さんの描くおじさん達がツボです。

　そして、この本を手に取って下さった皆さま。皆さまがこの本を手にして頂いているので、自分はどんなにしんどくても頑張れます。

　最後に、いつもＷｅｂ上で応援して下さる皆様に最上の感謝を込めて。ありがとうございます。

　それではまた、お会いしましょう。





吉岡　剛つよし
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